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第一章　春は突然、やって来た。









　女の子なら誰でも夢見るという。

　宝石やリボン、フリルやレースのついたドレス、たくさんのお花に囲まれて、いつか『お姫様』になる日のことを。





　　　＊　　　　＊　　　　＊






「今度、結婚することになったんです」

　溢あふれ出る幸福を抑え切れないというような声に、環たまきは顔をあげた。

　目の前の全身鏡の中には、銀のクラウンを頭に飾り、ヴィンテージ調のウェディングドレスを纏まとった『お姫様』の姿がある。

　彼女は仕事仲間のウェディングモデル。

　これは、自分たちがヘアアレンジとメイクをして作り上げた撮影用の姿。

　先ほどまで、そう思っていた。

　しかし、彼女の告白を聞いた後では、心なしか目の前の女性が『本物のお姫様』のオーラに包まれているように見えてくる。

　膝をついたまま、環はモデルのドレスの裾トレーンをさばき、空気を入れてシルエットを整えた。

「そうなんですか。おめでとうございます」

「ありがとうございますー。お仕事で、ウェディングドレスとか白無む垢くとかさんざん着ちゃった後だから、なんだか新鮮味がないけど」

「またまた。お相手の方は、楽しみにしているんでしょう？」

「そうなんですよ。自分の好みでいろいろ着せたいって言うから、どうしようかと。実は先週も、ハウスウェディング会場の下見に行ってきて、彼ってば……」

　モデルはうきうきとした調子で、婚約者とのやり取りを披露する。

　羽でも生えていそうな声を聞いていると、自分の胸の中に薄く不安のようなものが立ち込めてきた。

　彼女は二十三歳だという。

　目の前に広がる未来を信じきっているというように瞳がキラキラと輝いていて、今日はいつも以上にファンデーションのノリがよかった。

　そういうことなのか──と思えば、今度は焦しょう燥そう感のようなものが、じりじりと二十七歳の環の胸を焦こがす。

　彼女とは何度か現場をともにしていた。

　いつの撮影だったか、早朝から衣裳チェンジを繰り返し、体力がいる撮影をこなしていく中で彼女がこぼした「こんなに忙しかったら恋なんてできない！」という愚痴に、「仕事と結婚しましょうよ」と冗談めかして慰めたことを思い出す。環にとってその言葉は、口先だけのものではなかった。

　環は仕事が好きだ。

　ヘアメイクオフィスに勤務し、普段はサロン業務やウェディングのヘアメイクを行っているが、時々入る雑誌の仕事は、クライアントの要求に応えることができなかったら、二度とお呼びがかからないという厳しい側面がある。

　だからこそ無事次の仕事に繋つながった時の充足感は、一度味わってしまうと、やめられない。

　そう思っていた。

　その仲間から突然、「いち抜けた！」と言われたことは、やはりショックだ。

　やっぱり、みんな結婚していくのか、と、さびしくもなる。

　自分は結婚なんてする気がまるでないものだから──他人は他人、と割り切れればいいのだが、あんまり幸福そうにされると、自分の考え方が間違っているのか、と思わされるようで。……理不尽な感情だとわかっているのだけれど。

　鏡の中、ふんわりした白ドレスのモデルの脇に映り込む、細身の黒のパンツスーツを着た自分を見ながら、環は言い聞かせるように思った。

（……私はヘアメイク。黒子だ。それでいいと、自分で思っているんでしょう？）

　他人の人生に嫉妬するような思考はよくない、と、気分を切り替えていると、小物を片付けていたアシスタントの美み侑ゆ季きが話に入ってきた。

「このたびは本当に、おめでとうございます。ご婚約者様、どんな方なんですか？　写真があったら見せてください」

「あ、いえいえ、もう全然見せられるようなあれじゃないので」

「そうおっしゃらず。ぜひ」

「だめ、だめ。だって、環さんのせいで、イケメン見慣れてるでしょ、『Radianceレディアンス』の皆さんは。基準がおかしいんだから」

「……なんですか、それは」

　モデルの前髪をコームで調整している間に、妙な文脈で自分の名前が出て来たので、環は思わず低い声で突っ込んでしまった。

「だって、環さんほどのイケメンなんて、男性にもなかなかいないんですよ？」

「わかります。環先生は、女性ばかりの職場の逆紅一点。目が肥えて困ります」

「いや……私も……一応、女なんですけど……」

　アッシュベージュのショートボブにパンツスーツ。

　身長は１７０センチ。

　職業柄、化粧はフルでしているし、男顔ではない筈はずだが、環に女らしさはかけらもない。

　声も低い。

　最近はろくに運動していないが、中学、高校とバスケットボール部だったこともあって、肩や腕の骨格はしっかりしている方かもしれない。

　時計は、ごつごつしたフォルムに惹ひかれて、メンズものをつけている。

　それにしたって。

「女性だけど、かっこいいから。環先生ったら、重いメイクボックスは持ってくれるし、ドアは引いてくれるし、運転姿はイケメンだし。男性よりよっぽど紳士なんです。お客様の中にも結構、ファンが多いんですよ」

「わかる気がします。女子校の王子様、って感じ」

「ああ。中学と高校は女子校でしたよ。身長はずっと列の最後尾争いで」

「ほら、ねー！」

　なにがほら、なのかわからない環をよそに、女性ふたりは高い声できゃあきゃあとはしゃいでいる。

（……まあ、なんでもいいけど）

　お察しの通り、中高一貫の女子校に通っていた頃は、外の世界を知らない女の子たちの『王子様』役だったし、彼女たちのノリには慣れている。

　そのおかげで今、女性相手の接客業がうまく回せている部分もあるのだろう。

「私ももうちょっと身長があったら、ウェディング以外のモデルもできたんですけどね。羨ましい。ね、環さんって、彼氏、いないんですか？」

「……なんで？」

「彼氏があんまり背が高くないと、結構気を遣うって、モデル仲間からよく聞くんですよ。デートでヒール高い靴がはけない、とか」

「いやいや、普通に履きますよ」

　確かに仕事では、身長のあまり高くない新郎に当たった時、気分を害される可能性があるので、踵かかとの低いパンプスを選んでいる。

　が、プライベートではパンツファッションがほとんどで、着こなしを考えると、どうしてもヒールの高い靴を合わせたくなることが多かった。

　そんなに、みんな、コーディネートよりも、男性への気遣いを優先しているのか。

　その気配りこそが『女子力』だというのなら、本当に自分は、女子失格と言われても仕方ないかもしれない。

「……あれ。ということは、いるんですね？　彼氏」

「どうしてそうなりました？」

「そういう文脈じゃないですか。彼氏はいるけど普通にヒール履くよ、ってことですよね？　どうなんですか、ここまで来たら気になるので教えてくださいよー」

　んー、と環は声を喉で詰まらせた。

　女性特有の、軽やかに相手のプライベートゾーンに踏み込むこの気安さは嫌いではないが、この手の質問にはどう答えるのが最善かわからず、いつも答えに窮してしまう。

　これまではずっと、いない、の一言で済ませられた話なのだが。

「彼氏……というか……なんというか……」

　少し前からは、なんとも言えない。

　あれは、なんと言ったらいいのだろうか。

　言葉を濁した環に、ふたりは勝手に想像力を駆使して、キャーッ、と盛り上がってしまった。

「まさか……彼女！　有り得る！」

「わぁっ禁断の恋!?　でも環先生ならなんとなく納得できます」

「お相手、絶対、美女ですよね。並んでいるとこ想像するとドキドキしちゃうー！」

　はいはい、勝手な妄想お疲れ様。

　と思いつつも、環は意味深に笑ってやり過ごす。

　そうすれば、これ以上のボロは出ないし、場が盛り下がることもない。

「さあ、お仕度も整いましたし、出ましょうか？　恐縮ながら、お履きになる際は、私の肩にお手をどうぞ──お姫様」

　環はモデルにパンプスを示し、ひざまずいたまま微笑みかけた。

　こうした言葉遊びの悪ふざけも、女子校時代はかなりの効き目があったな、と思い出していると、案の定モデルが赤面してはにかむ。

　イケメン上等。

　現場の空気をよくするためなら、王子役でも道化役でもなんでも来い、だ。




　しかし──。

　満開の桜咲く公園で、カメラの前でドレスを翻す『お姫様』のそばで待機しながら、環の胸に吹いたすきま風の正体は、一体なんだったのだろう。

　ほのぼのとしたピンク色の季節。

　柔らかい陽光が降り注ぎ、日に日にあたたかさが増してきて、なにか新しいことが起こりそうで、ドキドキするような。

　そんな春。

　ヘアメイクアーティストの仕事は、繁忙期の真っ最中だ。

　早朝だろうが深夜だろうが、このところ連日、巻いて、塗って、描いて、結い上げて、飾って、ほどいて。また巻いて。

　その繰り返しを、心臓がぎゅっとなるような分刻みの時間制限の中こなして、気まぐれなクライアントの要求を丸呑のみして、まるで綱渡りのような日々をなんとか乗り切る。

　ほとんど眠れない日もあるけれど、体調なんて崩している暇はなかった。

　ほっと一息ついた頃には、とっくに桜の香りも、新緑の息吹も遠ざかっている。

　お花見どころではなく。休日どころではなく。

　駆け足で過ぎ行く季節、──これをいつまで？

（今のサロンに来て……三年、か……）

　専門学校を卒業して、インターンで一年。

　美容室勤めで三年。

　それからようやく念願のヘアメイクの仕事につけて、二年半のアシスタント生活の後、『先生』と呼ばれる立場になった。

　アシスタント時代は月収が十万円にも満たず、実家を出ることもかなわなかったが、がんばった甲か斐いあって独り立ちしてからは、ひとり暮らしを始めることもでき、気ままな自由を満喫している。

　好きな勉強をして、それが運よく職業になり、自分の技術で相手に喜んでもらえ、毎日充実している。それなのに。

　どうして、ほろりと思ってしまうのだろう。

　これでいいのか──なんて。

　幸せそうに結婚していく人に比べて、自分は大切ななにかをまだ知らない、どこかが劣っている、そんな気がしてしまうのだろうか。

　『お姫様』なんて、自分の望みとは異なる生き方。

　心がふわんとするような幸福色の季節も、心許なくなりそうなほど柔らかな手触りのドレスも、一生仕事で触れるばかりで。

　スポットライトの当たることのない黒子として。

　三年、五年、十年、三十年──。

　本当に、それでいいの？　と。

　なにが一体、環にそう思わせるのだろう。





　　　＊　　　　＊　　　　＊






　そこは一見して、店のように見えない。

　南青山。高級ブティックや高層マンション、最先端のカフェが立ち並ぶ通りから、少し路地に入ったところにある二階建ての一軒家。

　洗練された白壁の、築年数の浅そうな建物だが、分厚く背の高い木の扉の周りにショップ名を示す看板らしきものはなく、窓もないので中をうかがうこともできない。路面に商品を展示するでもない。

　わざわざ訪ねてきた人間でも素通りしてしまうくらい、素っ気ない外観。

　環自身、初めて『nidニド』を訪れた時には、マップアプリを使っていてもなお、迷ってしまった。

　──それからもう、半年近く経ったのだ。

　月日が経つのはあっという間だ、と思いながら、環はダークトーンの木の扉を押す。

　中は外より少し暗く、ひんやりと涼しかった。

　『nid』は花屋だ。

　店内の一面に、背の高いガラスの器に入れられ並んでいる花たちのうち、バラやスイートピー、ラナンキュラス、ダリア……くらいまでは、調べなくても名前がわかるのだが、ここにあるのはどれも、初めて見た、と思うくらい、色も形も個性的な品種が多い。

　色ひとつとっても、茶がかったオレンジや、黄色と橙だいだい色を混ぜて少しぼかしたような色合い、ふちだけが黄緑のピンクという感じで、絵の具をしぼりだしたそのままの色ではなかった。

　母の日御用達の赤いカーネーション、元気なヒマワリ、かわいいガーベラ、名脇役のカスミソウ、という定番ど真ん中の花材はほとんど置かれていない。

（アサミさんのセンスだなぁ……）

　店主の世界観をそのまま切り出して集めたような空間は、洗練されていて、かつどことなく落ち着く空気があった。

　枝ものや亜熱帯を思わせる観葉植物がもじゃもじゃと生い茂る区画は、まるで都会に作られた秘密の隠れ家のようだ。

　天井にはドライフラワーが吊つるされ、壁の色はローズピンク。

　棚やアンティークの脚立の上には、小さなサボテンなどの寄せ植えやキャンドルや額縁など、ちょっとした贈り物に使えそうな小物がセンスよく並べられている。

　仕事で、ショップや展示会のディスプレイなども行うらしく、用途のわからないものに溢あふれているが、ふしぎと統一感があって、ごちゃごちゃした印象は受けない。

　大きな木製のワークテーブルの上はきれいに片付けられている。

　お洒落しゃれな雑貨屋のようにも見えるかもしれない。

　ドライフラワーがディスプレイされたガーデンアーチを抜けて、人ひとりが通れる程度の狭い通路を奥に進むと、二階の住居部分にあがるための階段とほとんど空っぽの冷蔵庫フラワーキーパーがあり、さらに進むと陽光の差し込む大きな窓付きの部屋に出る。

　店舗にあるより一回り大きな白いワークテーブルと猫足のロココ調の椅子、そこに座って環の恋人は、鼻歌交じりにペンを動かしていた。

　セミロングのウェーブがかった髪は、レースカーテン越しに陽が当たってシャンパンゴールドに見える。

　総花柄のトップスに、ガウチョパンツ姿。机の上にはカラフルなインクボトルが何種類も並んでいて、恋人はガラスペンにピンクのインクをつけながら、ハガキにバラのイラストを描いている。

（絵になる人だなぁ……いつ見ても）

　お絵描きの様子があんまり楽しそうで、邪魔するのがはばかられた環は、ワークテーブルに買ってきた昼食の紙袋を置くと、そっと向かいに腰掛けて恋人を見守ろうとした。

「……止めてよ！　環」

「うわっ。びっくりした」

　だん、と掌でテーブルを叩たたき、恋人はどこか恨みがましい目で、環を睨にらむ。

　そんな顔すら、フォトジェニックな美人さん。

　と思うけれど、飛び出した声は低く掠かすれていて、そのギャップには未だに、少しだけ慣れない。

　つい、喉仏を見てしまう。

「本当はこんなことしてる場合じゃないのにぃ……」

「ごめん。アサミさんが楽しそうに書いてたから。きれいなカードだね」

「ええ、ちょっとしたお礼状……。つい、現実逃避にペンを動かし始めたら、止まらなくなっちゃって。みなとみらいのイベント装花コンペは明日なのに！」

　コンペに使う企画書がまだできていないのだろう。

　阿あ佐さ見みはわしゃわしゃと自分の側頭部をかきむしる。

　きれいにスタイリングされたウィッグの毛のバランスが崩れて、職業柄、直してあげたい衝動にかられた。

（でも、厭いやがるといけないしな……）

　恋人、と言いながら、まだ、適切な距離感が掴つかめない。

　付き合い始めて三ヶ月が経つが、互いに仕事の繁忙期に突入してしまい、月に一、二度しか会えない日々が続いていたし、自分たちの関係は『普通』とは少しだけズレていて、一般論が参考にならなかった。

「忙しいところに来ちゃったみたいで、ごめん、アサミさん。今日は引き上げようか？」

「大丈夫……コンペの企画書なんか、環が帰ってからバーッと徹夜すれば」

「それはだめ。寝不足の、化粧ノリの悪いお肌でプレゼンなんて。『nid』のアサミさんと言えば、美しすぎるフラワーデザイナーで通ってるんだから」

「……それを言われると、弱いわね」

　阿佐見は細く整えられた眉を八の字にして、頬に手を当てて溜め息をつく。

　その唇には、艶っぽいピンク色が乗っていた。

　化粧に、ウィッグ。

　婦人服に、ミュール。

　違和感なく、完璧に似合っている。

　かわいいものを愛し、女性らしい仕草をして。

　話し言葉はいわゆる『オネエ言葉』。

　けれど彼は、同性愛者ではなく、女性である環の恋人なのだった。

　阿佐見大だい吾ご。二十七歳。

　同い年の──肉体的には、男の人。

　心の方は、まあ、なんというか、複雑なような、付き合ってみるとシンプルなような。

　他人への説明は、難しい。

　とりあえず、三ヶ月。

　イケメンと言われてしまう女と、女子力の高い男の組み合わせは、傍から見ればいわゆる『逆転カップル』なのだろうけれど、喧けん嘩かもせず、仲よくお付き合いをしていた。

「お昼ご飯～。嬉しいなー」

「もう。アサミさん、毎日ちゃんと食べてる？」

「食べてるわよ」

　阿佐見はワークテーブルの上を片付けると、階段横の冷蔵庫から、ミネラルウォーターのボトルを二本、出してくれる。

　家庭用の冷蔵庫は二階にあるのだけれど、わざわざあがるのがめんどうくさいからと、切り花を入れておく冷蔵庫をそんな用途で使っていることから察せられるように、阿佐見は食べることにまったく頓着がなかった。

　仕事が忙しいと、真っ先に食事時間を削ってしまう。

　環と一緒ならば、食事を楽しみとして受け取れるようだから、互いに忙しい間、無理やり会う時間を作るのも、少しは甲斐のあること……だといいのだけれど。

「なんか、お洒落なランチボックスね」

「そ。恵比寿に新しいデリカテッセンができてて。キッシュとかシャルキュトリー（食肉加工品）中心だけど、意外と野菜もしっかり入ってて、実はこれで千円いかない」

「ええー。めちゃくちゃいいお店じゃない。わ、きゃー、すごい美味しそ！」

　紙袋の中からランチボックスを取り出して、ワークテーブルに置くと、阿佐見は嬉しそうに身を乗り出した。

　その仕草、表情は、環の知る限りの女性の中でも、抜群にかわいらしい。

　けれど、視線の高さは、五センチヒールのパンプスをはいている環とほぼ同じで、地の顔は美女というよりは、彫りの深い美少年顔といったところ。

　時々混乱しそうになるけれど、まあ、ジェンダー・アイデンティティというやつは自己申告制だ。

　自分の前で阿佐見が阿佐見らしく過ごしてくれるなら、それでいい、と思う。

「アサミさん、きっと好きだと思ったから、ちょっと寄ってきたんだ。デザートもあるよ。喜んでもらえて嬉しいな」

「……環って、モテるでしょ」

「女の子にはね」

　言うと、阿佐見は頬を膨らませた。

　環の目の前まで来ると、頬に頬をすりつけるようにして、そうっと甘えてくる。

「……もしかして、嫉妬してる？」

「うん。環のこと好きだから」

　真っ直ぐな愛の言葉に、うっかり、きゅんと胸を疼かせてしまう。

（だめだよ。慣れてないんだから……！）

　阿佐見の前に誰かと付き合ったことなどない。未知のときめきで心臓が爆発しそうだ。

　屈託なく慕ってくれる、この感じ。女の子同士なら軽く受け流すことができるのに。

（かわいい、って思ってる、けど。女の子相手とは勝手が違う。なんなのかな……）

　自分が阿佐見をなんだと思っているのか、時々混乱してしまうけれど。

　やっぱり、それも、自己申告制でいいだろうか。

「環は？　あたしのこと好き？」

「……好きだよ」

「んもう、言葉が軽ーい」

　物足りなさそうに唇を尖とがらせる阿佐見の頭をぽんぽんと撫なでてから、

「愛してるよ」

　ふいに耳元に唇を寄せて囁ささやくと、恋人は顔を真っ赤にした。

「や……だ、すぐ、からかうんだから、ばかっ！　もう、食べましょっ」

　自分から体を離して、ランチボックスの前に座る阿佐見がかわいくて、つい、環は座りながら、ふふっと笑ってしまう。

　ときめかされたぶんの仕返しだ。

　初う心ぶでおくゆかしいところのある環の恋人は、ほてりの残った頬のまま手を合わせ、プラスチックのフォークの包装を破る。

「いただきます。……んんーっ。ブロッコリー美味しい」

「野菜をちゃんと食べなきゃだめだよ。アサミさん、すぐ不摂生するんだから」

「環が心配してくれるから、ちゃんと食べてるわよ。でも、メールの時間を見るに、忙しいのは環も一緒ね」

「レギュラーの仕事の他に、ウェディングと前撮りがガンガン入るからね、どうしても……。でも、お昼食べる時間くらいは取れるから大丈夫。夜はサロンのみんなと食べに行ったりするし」

「周りの人がいると、合わせて食事できるのがいいわよね。フリーの仕事だとどうしても時間の感覚がなくなって……」

「そっか。私がお昼食べる時、メール打つから、合わせて食べる？　って言っても、だいぶ遅い時間になっちゃうか。いつもメールも、変な時間になってごめんね。深夜とか」

「ううん、返事しなきゃって無理してないか心配になっちゃうけど。あたしも変な時間に寝たり起きたりしてるもんだから、気にしないで。結構環の仕事上がりの時間くらいから、気合い入れてフラワーアレンジメント作ろ、ってことが多いの。眠気覚ましにちょうどいいわ」

「そっか。ならちょっと、安心した」

「お堅い会社勤めの人には、信じられないだろう時間に連絡し合ってるわよね、あたしたち」

「ほんとそれ」

「でもそれも楽しいわ。みんなが寝静まっている時間に、ふたりだけの秘密、って感じで」

　仕事によるが、日によっては朝五時に起きて現場入り、もろもろこなして深夜一時に帰宅する環が携帯電話を触れるのは、隙間を縫っての昼休憩か、仕事上がりで帰宅する途中だ。

　デートに使える時間は、週に一度あるかないかの休日。

　その休日も、勉強会やセミナー、付き合いで潰れることがある。

　自由になる時間の少なさが、恋人を作る上で、ずっとネックだった。

　しかし、仕事で一人前になるためには、プライベートを犠牲にするしかないと思っていた。そんな環の仕事内容や業界独自の約束事にも理解がある阿佐見との出会いは、ほとんど奇跡のようなものだ。

　もちろん自分の同業者なら、同じようなスケジュールで動いているし、仕事に理解もあるだろうが、同業者だからこそできない話があるし、弱みを見せたくない気持ちがある。

　その点、阿佐見の業界とは、適度な距離があり、利益も交わらない、それでいて仕事で接点が多いので理解が早いという、最高のポジションにあった。

　ありのままの環を尊敬してくれ、そのままでいて欲しい、と言ってくれる。

　話も気も趣味も合う。

　友人としても貴重すぎる存在なのに、恋人になって欲しいと言われて。

　環には、まだその幸せを信じ切れないところがあった。

「……こんなふうに、平和な午後をまったり過ごすというのもなかなかいいわね。幸せってこういうことかしら……」

　阿佐見の言葉に共感しつつも、環は幸福感に浸っていられず、バチが当たりそうだと思ってしまう。

　貴重な貴重な、一日フルの休日。

　仕事の日の慌ただしさと緊張感から解放されて、気持ちがのびのびとして。

　時間の流れが穏やかで。

　白い窓からは、庭の樹を透かした陽光がさんさんと差し込んでくる。

　あたたかな明るい部屋に、淡く花の匂いが漂って。

　お気に入りの店のランチボックスは、今日も変わらずの美味しさで。

　新メニューのきのこのケークサレは、塩味が絶妙で、次の休みにもリピートしたいくらい。

　安心。快適。

　これ以上望むことなんてあるだろうか。いや、ない。

　だから、自分たちは、今のかたちでベストだ。

　阿佐見が手掛けたフラワーアレンジメントを、サロンの客が広げている雑誌の中に見つけて嬉しくなったという話をしたり、新しく阿佐見が取引を始めた花の農園の話を聞いたりしていたら、あっという間にランチボックスがデザートまで空になっていた。

　新しい話題を切り出したい気持ちを抑えて、環は言う。

「そうだ、アサミさん。こないだ買ったウィッグ、ちょっとボリュームが気になるって話してたでしょう。レイヤー入れてあげようと思って、ハサミ持って来たんだ」

「本当？」

「最近切る方は全然だから、勘を取り戻したいし。二階、借りてもいい？」

「もちろん。だけど……無理に今日やらなくても。やっと休みがもらえて、会えたのは久しぶりでしょう。あたしの都合で、何度か流れちゃったし」

「そこはお互い様。忙しいところに、お邪魔させてもらって、一緒にご飯食べられて話ができただけで、充分だよ。……だから、私がウィッグのカットやってる間に、アサミさんは明日のプレゼン資料仕上げて」

「あっ……そう来る」

「仕事は大事。デートはその後。そうでしょ？」

　諭すように言うと、阿佐見は迷うように視線を動かした後、肩を落として頷うなずいた。

「……そうね……。ごめんなさい、環」

「気にしないの。長さを調節したいから、少しの時間、体貸してくれる？」

　肩にぽん、と手を当てて頼むと、阿佐見はもう一度頷く。




　ふたりでランチの片付けをしてから、『nid』の二階にあがった。

　二階は阿佐見の住居となっており、キッチン・ダイニングと、寝室、物置二室、とひとり暮らしにしては充分な広さがある──筈なのだが、ディスプレイ用のアンティーク家具やマネキン、花器やラッピング資材、各種置物が雑多に置かれ、カットの場所を作るのも一苦労だ。

「片付けが下手で……」

と家主は恐縮するが、一見カオスのような空間が、学校の美術準備室を思い出すような感じで、妙に落ち着く。

　環はなんとか姿見と椅子を引っ張り出すと、真新しい茶髪のウィッグを受け取り、阿佐見を座らせた。

「じゃあ今のやつ、外してもらっていい？」

「はいな」

　金髪に近いくらいの明るい髪色のウィッグの下は、ネットで押さえつけられた短髪だ。

　染めてはいない。

　ネットを外すと、肩に届かないボブくらいの長さになるのだろう。

（……仕事上、わかっているつもりではいたけれど）

　髪というのは人の印象を一変させる。

　ふんわりとパーマをかけた長い髪というのは、最もわかりやすい、『女性』という記号かもしれない。

　ウィッグを外した阿佐見は、女性らしさという要素がひとつ減るからなのか、普段より中性的に見える。

　女装が似合うくらいだから、顔の造りは整っているが、それでも男性らしさというものを、張り出した額や高い鼻び梁りょうに見つけ出すことができた。

　想像の中で化粧を剥がし、念入りにファンデーションを塗り込めた顎あごにひげを生やせば。

　婦人服を脱げば。

　その度合いはますます増していく。

　阿佐見は目を閉じていた。

　鏡はあまり好きではない、と言っていたのを思い出す。

　でも鏡を見ないと化粧もできないし、髪を整えることもできないのよ。女の子って難儀ねえ。

　そんなふうに言っていたっけ。

（あなたは毎朝鏡の前でひげを剃そっている筈じゃあ。とは、言わない不文律）

　接客業だ。

　客に踏み込んでいいライン、いけないラインの見分けがつけられなくては、立ちいかない。

　鍛えられている。

　まして美容の仕事ともなれば、指先だって、口先だって、器用でなくては。

　大体、装いのことを言うなら、お互い様だ。環だって、譲れない一線は持っている。

　環はこれからハサミを入れる茶髪のウィッグを阿佐見にかぶせ、位置を調節した。

「長さはこのままがいい？」

　言うと阿佐見は目を開ける。

　前髪の切り揃えられた茶色のストレートヘアにふちどられると、途端に阿佐見はお人形さんめいた外見になった。

「……そうね、肩幅を髪でごまかしたいから、あんまりボリュームを減らせないんだけど。でも、今のままだと、いかにもウィッグって感じじゃない？」

「じゃあ、自然な感じで梳すいておこうか。アサミさんの顔の形だと、このへんが広がりやすいから。ここのボリュームを落とせば、だいぶナチュラルになると思う」

「流石、本職……」

「このくらい普通だよ。じゃあ、はい、大体わかった。残りはマネキンにかぶせて切る。アサミさんは一階で仕事してて」

「はぁい……。ありがとね、環……」

　椅子から立ち上がって階段を下りていく阿佐見は、人懐っこい犬が『ハウス』を命じられたかのようにしょんぼりしていて、少しかわいそうに思えた。




「……アサミさん？」

　足音を忍ばせて階段を下り、背中に向けて声をかけると、阿佐見はノートパソコンに向かって手を動かしながら「はぁ～い」と返事をした後、

「はっ……。夜じゃない!?」

　とすっかり暗くなった窓の外を見て、驚きょう愕がくの声をあげる。

　空の色が変わって一時間以上は経っているのだが、気付かないくらい、仕事に没頭していたのだろう。

　環の方はウィッグを切り終わった後、スマートフォンで電子書籍のファッション雑誌を読んで、少しソファで昼寝もした。

　自分の存在が邪魔にならず、はかどったならなによりだ、と思いながら、環は言う。

「今日は帰るね。また来るよ」

「あっ、えっ、帰るの？」

「いい感じで進んでるみたいだし。一気に済ませちゃった方がいい」

「そんなの……。あ、近くのレストランにでも行く？」

「食べたら眠くなっちゃうでしょ？　私のことは気にしないで。今日はそのまま集中して、仕上げて」

「……ごめんね。環が来るまでに、終わらせたかったのに……」

「いいって」

　独創的な阿佐見のセンスとともに、『nid』の名声は高まってきている。

　花屋としてはまだ無名だが、都内にラグジュアリーな店舗を構えるレストランやハイブランドのアパレル店舗からもディスプレイの引き合いがあり、時期によっては店を開ける暇がないほど、阿佐見は知る人ぞ知るフラワーデザイナーになりつつあった。

　忙しいのは、評価されている結果だ。

（その邪魔は、できない……）

　理性が、環の感情に蓋をする。

　もっと遊びたい、構って欲しい。

　それは『女性』というより、『こども』っぽい感情だ。

　仕事と私、どっちが大事なの。

　みたいなことを言う自分を、環は想像できない。

「じゃあ、せめて、駅まで送らせて」

「道なら覚えてるけど」

「そうじゃなくって。わからない？　環と少しでも、一緒にいたいの」

　阿佐見の言葉に、環はうっかり頬を緩ませそうになり、照れ隠しに肩を竦めてみせた。




　表参道駅まで手を繋いで歩いて行く途中、ふいに阿佐見が建物と建物の間にある細い横道にそれたので、猫でもいたのかなと思ったら、背後の塀に軽く押し付けられていた。

「環……」

　これはもしかして。

　ドラマなどで見るような、あれだろうか、と思ったら、予想通り、阿佐見の顔が近づいてくる。

（うわ。だ、誰かに見られたら……）

　心臓がばくばくしたが、自分以上に緊張した面持ちで目を潤ませた阿佐見と目が合った瞬間、自分がなんとかしなければと思い直した。

　阿佐見の背中に手を回し、腰を引き寄せる。

「緊張しすぎ、だよ。アサミさんってばかわいい……」

　もちろん環だって、ファーストキスだ。

　緊張はするけれど、でも動けなくなるほどではない。

　唇に、唇を当てるだけ。

　そう自分に言い聞かせる。

　それでも、触れた瞬間、電気が流れたようにかすかに震えた阿佐見の体に、愛しさがこみ上げた。

　ギモーヴのように柔らかい、グロスの引かれた唇は、ぺとりと環のそれにくっつく。

（なんだか……倒錯的……）

　環は色の薄いリップだけで、グロスはつけていない。

　きっと離れた後は、阿佐見のそれが移って、自分の唇も艶めくのだろう。

　それを想像すると、浮かれるような、恥ずかしいような気持ちになり、今、自分は恋愛してるんだなぁ、という実感がこみ上げた。





　　　＊　　　　＊　　　　＊






「──違うだろ？　あーん？」

「春はる妃ひ先生が訊いたんじゃないですか……」

　ある日の婚礼。

　花嫁を送り出し、ブライズルームで待機している間は、大概、ペアになった同僚とのお喋りタイムになる。

　この日は珍しく、『Radiance』代表の春妃とのペアだったので、アシスタントの子たちとは比べ物にならないほど段取りよく、仕事を回すことができていた。

　最近どう、変わったことあった？　から始まるいつもの近況報告。

　これまでなら、なんの面白味もない返答しかできなかったものだが。




　この間、久しぶりにデートをしました。

　へー。それ、例の『オネエ』な方だろ。どう、ちったぁ進展したの？

　ええまあ。かなり。

　ふーん。どんな感じ？

　なにがですか？

　あっちの方。

　あっちとは。

　もったいぶんなって。久しぶりにいちゃついたんだろ。環のそういうとこ、ちょっと想像つかないけど。どう、燃えた？

　うーん……まあ普通ですよ。

　結構、激しい？　カレ……っていうか、カノジョ？　なんて言えば失礼にならないんだ？

　さあ。中身も繊細で、オクテなんですよ。外見通り。なので私から。

　へー、見かけによらず熱いとこあるんだ？　こないだまで未経験だった子が。

　ああ、ええ、そこは未経験のままですが。

　え？

　だから。先日したのはキスです。




　──他愛のない『ガールズトーク』の筈だった。

「なんじゃそらーーー！」

「しっ。春妃先生。外に声が漏れます」

　ブライズルームは、披露宴会場とは違うフロアに設けられてるものの、折悪しく会場スタッフが通りがかるようなことがあれば、驚かせてしまう。

　春妃はいつも外では、バラエティタレント然とした明るい美人として振る舞っているので、語勢強くオブラートに包まない物言いや好き嫌いの激しい性格は、部下たちだけが知る姿だった。

「へえ。なるほど。師匠をからかう気か。出世したなぁー、環」

「からかうなんてとんでもないです。春妃先生」

「だって、あんた、いくつよ」

「二十七歳になりました」

「中学生の恋愛か！　って言うんじゃーーー！」

　環の方は誠実に質問に答えているつもりなのに、春妃は信じられないようなものを見たような顔で、身み悶もだえしながら突っ込んでくる。

「えっ。す、すみません……自分には無縁の世界だと思っていたので、勝手が掴めず」

「経験豊富そうに客の恋愛相談に乗ってやってたのはなんだったんだ!?」

「女子校出身なので」

「耳年増か！」

　散々な言われっぷりだった。

　これが春妃の親愛表現だとわかっているので、傷つきはしないものの、そんなに人様から見て、全力で突っ込まれるような恋愛模様だとは思ってもみなかった。

　段々、環の胸に危機感が募り始める。

「これまでお客様へのアドバイスが一般論の枠を出なかったことを反省しています。……そんなに、おかしいですか？」

「おかしいっていうか……あんた、他の女よりサバサバしてるからなあ。もっとフェロモン出していかないと、男と女じゃなく、ただの友達状態になっちまうかも」

「えっ」

「三ヶ月付き合ってキスだけって、もう、危険信号かも」

「……フ、フェロモンってどうやって出すんですか？」

「出せば出る。無理やり絞り出せ。照れるな。エロスイッチを押させるんだ」

　バツ二、熱愛中の恋人有。

　破天荒なアドバイスだなぁ、と思いつつ、一応、師は師だ。返事はすべて、ＹＥＳでなければならない。

「……がんばります」

「言うからにはばっちり決めてもらわないとね、イケメン。お相手がオクテなら、あんたがエスコートしてやらないとどうにもならないかもしれないけど」

「もちろん、それは、責任を持って」

　言うと春妃は耐え切れないように大笑いして、環の背中をバンバンと叩いた。

「アハハハっ！　やれるもんならやってみろ処女！」

　……やたら嬉しそうに、激励されてしまったのだった。








第二章　いざ尋常に、〝はじめて〟の。









「……ということで、兄貴。ＡＶを貸してくれ」

「全然『ということで』じゃないぞ!?　環？　一体なにがどうなってそういうことになったのか、頼むから俺にわかるように説明してくれ？」

　色々考えたのだが、結局身内に頼むのが一番安全だし手っ取り早い。

　そう思った環は、とある遅番の日の朝、三鷹にある兄の瑞みず原はら彰あきらのアパートを訪ねた。

　善は急げと言う。

　師である春妃が押せと言った『エロスイッチ』がどんなものか、まだよくわからないものの、阿佐見と恋人関係を続けていくために必要なことと言うならば、やるしかなかった。

　外見が「イケメン」と言われがちで、男性に恋愛対象として見られることが少なく、恋愛する準備を整えていなかった環は、男女が付き合った後にするもろもろのことについて、聞きかじりのあやふやな理解のままで来ている。

　しかし、もう二十七歳だ。

　よく知らないでは済まされなかった。

　いざ阿佐見とそういう雰囲気になる時がきたら、慌てふためいたりせず、きちんとしたい。

　そのためには、予習をしておかないと。

　ということで、平身低頭、お願いしたのだが、彰から色よい返答はなかなかもらえなかった。

（おかしい。こんな筈ではなかったんだけど……）

　お互い実家を出てはいるが、よき『弟分』として、三歳離れた兄と友好的な関係を築いているつもりでいた環は、首を捻る。

「ふたりきりの『兄弟』、困った時はなんでも相談に乗る……と言わなかったか、兄貴」

「あ、ああ、まあ、そうなんだけど……だけどお前、性格がいくらオトコマエって言っても、女の子だからなぁ……俺のコレクションはちょっと……」

「気を遣うな。大丈夫、勉強に使うだけだ。贅沢は言わない」

　よこしまなことにも使わない、と強調するものの、彰は気乗りしないのか、あさっての方を向いてうんうん唸っていた。

　アニメーション会社の営業として勤める彰は、早朝帰宅して間がない筈で、瞼が重そうだ。

　そう思うと、突然訪れたことが申し訳なく、さくっと用件を済ませたいのだが。

　幼少期から髪を長く伸ばしたことがなく、いつも兄の後ろをついて回って、男の子の遊びに混ぜてもらっていた環だ。

　ざっくばらんに相談に乗って欲しい……と思ったのだが、大人になるとそれも難しいようだった。

「勉強って……。こういうのは個人的な趣味趣向があれでそれで、環の希望に沿えるものはお兄ちゃん持ってない気がするんだよなー。……そもそも、お前、ＡＶってどんなもんだか知ってるか？」

　美少女フィギュアが置かれたパソコンデスクの前の椅子に掛けた彰の前で、環は居住まいを正した。

「教えて欲しい」

「いやそれはちょっと無理があるぞ！」

「なんでだ、ケチ。詳しいんだろ。知ってんだぞ、実家にいた時、ベッドの下に……」

「やめろー！　……む、無理して覚えることはないんだぞ。こういうことは。段階的に……」

　彰は説教モードに入ってしまう。

　思いのほか、ガードが堅い。

　なんだか覚悟を試されている気がして、環は意を決し、自分の置かれた状況を打ち明けることにした。

「……実は、付き合っている相手がいるんだ」

「こ、恋人か？　……初めて聞いた」

「ああ。初めてできたからな。付き合って三ヶ月。そろそろそういう知識も入り用だと思わないか？」

「えっ……？　相手に任せないのか？　あ、も、もしかして、相手って……」

　彰は、妙にそわそわと落ち着かない素振りを見せる。

　オクテな『弟分』に恋人ができる日が来るとは、想像したこともなかったのだろう。

「相手はその……かわいい人だ。恥ずかしがりやで、キスひとつで震えるような人だから、私がリードしないと。それなのに、なんの知識もないでは済まされないだろう？」

　小説や漫画を参考にするという手もあるが、やはり細かい部分、全体の流れやどこをどんなふうにすればいいのか、という確認には動画が優れているだろう。

　しかしインターネットのアダルト動画サイトは、下手に覗くとコンピューターウィルス感染などしてしまいそうな気がしたし、ビデオレンタルショップのカーテンで仕切られたアダルトコーナーに入るのは恥ずかしい。

「やっぱり、私達はちょっと変なのかな……。普通じゃないって言われてしまうのかもしれないけど、他の誰かって言うよりは、兄貴に相談したくて。やっぱり他人には訊きづらい……いや最悪、父さんならいけるか……？」

「待て環！　お兄ちゃんを頼っていいから」

「実家の書斎、カバーがついたままの文庫の中に、確か人妻なんとかっていう」

「お願い忘れてあげて、それは！　こういうのは年が近い方がいい。俺に相談してくれて嬉しいよ」

「そうか？」

「ただ……こういうものは、繊細な……本当に繊細なことだからな。よく調べて……そうだ。女性向けのＡＶなんかも今は豊富だと言うぞ」

　そう言うと、兄はキィと椅子を回転させ、検索サイトの窓に、環の知らない英単語を打ち込んだ。

「確かに、架空請求なんかを仕掛けてくる危ないサイトもあるから、誰でも知ってる大手のアダルトサイトが安心かな。今はスマフォで見る人が多いみたいだが」

　検索結果の中から、彰がクリックしたサイトを、環は後ろから覗き込んだ。

　たくさんの、大きな胸を露出して微笑む女性の写真にかぶせて、タイトルだろうか、とても口には出せないような際どい単語が散らされている。

「……スマフォだと履歴が残りそうで……仕事で使うし、ちょっと抵抗が……。でもパソコンは持ってないし」

「なら、ここでざっと絞り込んで、通販で買うかだな。ジャンルも色々あるから、一本選ぶのも大変だと思うが……」

　彰がジャンル一覧を開く。『巨乳』『熟女』『ギャル』など女優の属性の他に、シチュエーションやコスチューム、プレイなどでも選べるようになっている。

　しかし、属性の項目に、『イケメン』も、『オネエ』も、ない。

　女らしくない体型で、振る舞いもフェミニンではない環の参考になるものが、この中にあるのだろうか。

　阿佐見は外見で言えば美女のくくりに入るのだろうから、環が男優のやり方を真似すればいいのかもしれないが……。

　しかし、阿佐見は性転換手術をしたい人ではないので、盛り上がっているように見える胸は、おそらく詰め物だろう。

（これ、アサミさんと役割分担を決めないことには……どうしようもないな）

　阿佐見がどんなふうにされたいか、なにをしたいか。

　そもそも、こういうことをしたいのかどうか。

　話をしないことには、予習もままならなさそうだ。

　それにしても、性的なものが散りばめられたページを、身内と眺める気恥ずかしさといったらない。

　その思いは彰も同じらしく、マウスのホイールを高速で転がしたり、落ち着きなくいろんなページを出入りしていたが。

「おい兄貴。なんで『レズ』のページに入るんだ」

「えっ」





　　　＊　　　　＊　　　　＊






　──誤解されることがあるようだが、環の交際三ヶ月の恋人は、見た目と趣味嗜好が限りなく乙女に近い、男性である。

　朗らかな性格とかわいいものを愛する部分だけを見ると、女性らしいと言えるのだが、体と心の性別が一致しない性同一性障害ではないのだと本人は言う。

「だって、環のこと、好きだもの。そして、お洒落も、『女の子らしい』グッズも大好き。それだけ」

「それだけ？」

「今の世の中的には。女装が趣味なだけの男です……って伝えるのが一番シンプル。本当は、心の性別を恋愛対象だけで決めるっていうのもナンセンスだと思うけどね。この世界、本当に人の数ほど性自認があるものだから。あたしも本当はなんなんだか」

「世の中的……」

　難しい概念に頭を悩ませる環の前で、阿佐見は、きれいな白いポットを両手で持ち、柔らかな手つきでティーカップに紅茶を注いだ。ソーサーの上には、アンティークのスプーンと、蝶の形をした砂糖が載せられている。

　ロングヘアのウィッグに、化粧を施した顔。周辺を彩どる小物まで、総じて『女らしい』という表現がぴったりとはまるような雰囲気を持つ、環の恋人。

　休日に、阿佐見の自宅に訪れた環は、普段通りもてなされていたが、『女なのに』お茶の用意を異性の恋人に任せきりというのは、『世の中的』な価値観で言えば、あまりよくないことの筈で、少し落ち着かないところもある。

　めんどうくさいな、と思うのだ。

　お互いが今のままでいいと思っているのに、つい、世の中を意識してしまう。

　気が付けば、思い込みの檻に囚われて、進んで不自由な思いをしてしまうのだ。

　恋人ができてからは、尚更だった。

　男なら、女なら、に加え、愛されているなら、愛しているなら、××するのは当たり前。

　そんな常識の物差しが──邪魔なばかりかと言えば、役に立つこともある。

（少なくとも、襲うべきか襲われるべきか、で悩む必要はないからな……）

　環の土産のケーキをつつき、紅茶を飲みながら、久々のお家デート。

　予習内容が頭にちらついて、つい、真昼間から不埒な妄想を始めてしまいそうになる。

　せっかく不慣れな分野を勉強したのだから、その成果を試してみたい気持ちもあった。

　しかし、どうやったら、そんな雰囲気になるのだろう。

　こちらから仕掛けるべきだろうか。

　艶やかな阿佐見の唇を無理やり奪って、シャイな視線の逃げ道を封じればいいのか。

　それとも自分より精悍な腕に抱かれて、優しく守られる歓びに目覚めればいいのか。

（なんて。そんなの私のガラじゃないぞ……）

　自分にブレーキをかけながら、それでもいつもより、阿佐見を見つめてしまう回数が増えてしまっていた。

　見つめ返されると、挙動不審に見えてはいないかと、心配になってしまう。

　よこしまなことを考える恋人なんて、阿佐見は、嫌いだろうか。

「装いも、持ち物も、喋り方も。あたしは、『女の子』のためのものが全部好きなの。だからって性転換したいわけじゃない、自分を変えたいわけじゃないから。……好きになるのはいつも女の子だけど、恋の成就よりは、好きなものに囲まれて生きたいって方が先に立ってたから、ずっと諦めてたのよね。流石に、『オネエ』に告白されても、みんな困るだろうしって」

「そう？　別に困らなかったけど」

「環が変わってるのよ」

「そうかな」

「環も、ふしぎなとこがあるわよね。自分の服や化粧は、シャープにかっこよく決めるのに、仕事ではあまーい、ピンク系のメイクや、ふわふわのヘアアレンジが得意で」

「要はその人に似合うかどうかでしょう」

　似合う見た目に生まれていれば、環だって、ピンクもふわふわも抵抗なく纏っていただろう。

「似合わなくたって、やりたい、っていうのがあるわね、女装男子には。あたしの最初の女装も、悲惨だったわよ。化粧のやり方なんて誰も教えてくれないし、自己流で。それでも好き、スカートがはきたい、って、覚悟決めちゃって」

「覚悟いるだろうね、男の人は。女の人はファッションでパンツはいたり、メンズのジャケット着たりできるけど、逆は……」

「そうでしょ。外出なんて怖くて無理、って最初は思ってたけど……今、オネエってブームみたいになっちゃってて。マニキュアして、お化粧して、スカートはいて仕事先に行っても、なにも言われないどころか、妙にキャラ立ちしちゃって」

「ああ……」

　阿佐見は確かに、モデルのような中性的な美しさを持っているから、一目置かれやすいのかもしれない。

　しかし、一昔前は、きっともっと『男は男らしく、女は女らしく』という風潮が強かったように思う。

　柔軟に受け止めてもらえるのは、ありがたいことだ。

「あたしはお酒もあんまり飲めないし、オネエタレントさんみたいなトーク術はないから、それを期待されると困っちゃうんだけどね」

「人の数だけ個性があるってこと。当たり前のことだね。私も、色とかファッションとか、心のままに選んでることを、これは女のためのもので、これは男のためのもので、って言われても、諦められなくて困ることがある。好みはマーブル模様みたいなものだもの」

　かっこよさ一色ではなく、その中にフェミニンさ、セクシーさを取り入れたい時もある。

　二色だけではなく、混ざり合った部分をどう扱っていいのか。

　自分でもよくわからないのに、浅い関係の他人に説明もできないし、理解して欲しいと思うのも傲慢な気がして。

「……こういう話、するのって、大事だね。アサミさんの考え方、知れてよかった」

「そうね。やっぱり似てるところがあるのかも」

「アサミさんと喋ってると、楽だし、楽しい」

「悩むところが似ているのね。同じ傷を持ってるから、痛みを共感し合えて、お互いに寛容になれる。同じ舟に乗る仲間って感じね。……隣に行っていい？　環」

「え？　う、うん」

　環から少し遅れてケーキを食べ終わった阿佐見は、立ち上がり、隣の椅子に移動してくる。

　スカートをふわりと広げて座る時、かすかにフローラル系の香りがした。

　いつも使っているハンドクリームの香りだろうか。

　阿佐見の手は血管がくっきり浮かび上がっていて指が長く、男性的だが、クリームのおかげか、いつもしっとりしている。

　その手がするりと、環の左手を包んだ。

「アサミさん……どうしたの？」

　自分の体温が高いような気がする。

　先ほどから、男だ女だと話をするたび、つい意識して阿佐見の体の部位を見遣ってしまっていたからだろうか。

（この掌は、あの時、どんなふうに私に触れるんだろう。気持ちいいんだろうか。自分達は、どんなふうに、するんだろう……）

　彰に代理購入してもらったＡＶの映像と妄想とが、頭の中でぐちゃぐちゃに混ざった後で、実際の体温に触れると、なんだか現実と想像との境が、わからなくなりそうだった。

（『エロスイッチ』って、こういうもの……？　春妃先生）

　頭の中がぼんやりして、多くのことは考えられない。

　阿佐見は、まるで環の熱が感う染つったかのように、掌にぐっと力をこめた。

「やっと仕事が落ち着いた。この前のコンペも、環のおかげで無事取れたし。環とゆっくりできる時間が取れて嬉しい。……触られるの、厭？」

「……アサミさんのすることに、厭とか、ないよ」

　言いながらも、環は、いつものように余裕を保てないのに気が付いた。

　思考を読まれるのが怖くて、なかなか阿佐見と目を合わせられない。

　どぎまぎした様子になってしまう環に、阿佐見は触発されたようだった。

　こちらを見ろ、とばかりに、ぐいと手を引っ張られる。

「そんなこと言っちゃって。普段猫かぶってるあたしが突然狼になることなんて、想像もしてないんでしょう？　無防備な環」

　阿佐見は挑戦的な目をしていた。

　環は微笑んで、軽く躱かわそうとする。

「……そんなことないけど。猫、かぶってるんだ？」

「ええ、そう。ずっと触るの我慢してる……のだとしたら、どうする？」

　環の手を解放した大きな掌は、今度は、頬を優しく包んだ。

「べ……つに、触ってもらっても構わないけど」

　真剣味を帯びた問いかけに、環はそわりと体をこわばらせる。

　阿佐見といるのは安心できて、楽で。

　……だけど、今は、少しだけ怖い。

　このままの雰囲気でいたら、未知の領域に足を踏み入れてしまいそうだ。

　もちろん、密かにそれを望んでいるのも、環なのだけれど、それにしても先の段取りが不透明で。

（……やっぱり、どっちがどんなふうにヤル？　なんて、ざっくばらんには相談できない、流石の私でも！）

　迷っているうちに、阿佐見の顔が近づく。

　環は目を閉じて、キスを受け容れた。

　どちらが主導権を握るのか。

　読み合いにドキドキするせいで、先日のファーストキスよりも緊張した。

　舌を入れられ、しばらくぼうっとされるがままだったが、舌で阿佐見の舌をくすぐり返してみると、ちゅ、と吸われて、相手の方に引っ張られる。

　トロトロと体温が絡み合って、なんだかいやらしい。

（……胸、破裂しそう）

　真意を探るように、相手に全神経を傾ける。

　キスの最中に言葉は使えないし、エスパーでない限り心も読めない。

　その分、触れ合った場所、感触から、受け止めようと──そして発信しようと、する。

　言葉以前の繊細なコミュニケーション。

　鎧よろえない、相手の生の感情に──そして欲望に、自分のそれが接触する。

　理性では抑えられない、浅ましい己の好奇心を、恥ずかしく思えてたまらなくなる。

　けれど、阿佐見は環をかき抱いて、気持ちに応えるように、深く舌を絡ませた。

　背中をせわしなく、焦れたように撫でる手。こんな阿佐見は知らない、と思う。

　やがて唇が離れると、もの言いたげな濡れた視線がかち合った。

　同じことを考えているような予感が、した。

「……だめよぉ、こんなの。環が好きすぎて、抑えが……」

「抑え？」

「……ちょっと、二階で、休む？」

「……ん」

　阿佐見と性欲と、なかなか頭の中で結び付かないけれど。

（我慢してた、んだ……？）

　知らない間に欲情されていた、求められていた、と知って、ぼうっとしてしまう。

　環は阿佐見の後ろについて、階段を上がった。

　ベッドカバーを外した阿佐見に近づいて、どちらともなくキスを交わす。

　唇はすぐに離れて、環の耳の傍や頬に、産毛を撫でるようなソフトタッチで触れた。

　コットンで撫でるような、ふわりとした優しい感触に、全身の力が抜けるようだ。

（……なにこれ……変な感じ……）

「環、……大好き」

「こら、……アサミさん……ぁ」

　首元に潜り込まれ、顎を上げる。

　囁きとともに頸動脈の傍に吸い付かれると、とどめをさされる動物のような、心許ない心地にさせられた。

　声が高くうわずりそうになって、環は慌てて唇を噛む。

（やだ、こんな……！）

　喘あえぐ自分なんて。

　脳裏に浮かぶビジョン。全裸で絡み合う男女。甲高い、オンナの喘ぎ声。豊満なおっぱいを揺らし、色っぽい表情で悶える──あんなのは、「女らしい」女性に似合うこと。

（私なんかには……似合わない！）

　無理するなよ、と、彰の声が聴こえたような気がした。

　気付けば腰をよじるようにして、阿佐見から体を離してしまっている。

「……環。まだ、だめだった？」

「違う」

　落ち着かなさに耐えられなかっただけだ。

　興奮に潤みかけた目には、期待の余韻が宿ってしまっている。

　乗り気なくせに、途中でへたれて。臆病者。

　自分の女々しさに溜め息をつきたかった。

　環はゆっくり息を吐く。

　そして、目の前のベッドへ阿佐見を押し倒した。

「……え……？」

　環は阿佐見の胴を膝でまたぎ、顔の横に手をついて見下ろす。

　予想外の展開だったのか、阿佐見は口をぽかんと開けて、目を見開いた。

「アサミさん。私がしちゃだめかな？」

「……だめじゃないけど」

「かわいい。アサミさん。……美味しくいただいちゃいたい」

　数度、唇の表面を啄むと、阿佐見は観念したように目を閉じて、積極的に応じる。

　角度を変えながら舌を絡ませ、阿佐見の息が弾んでくると、少しドキドキが落ち着いてきた。

　やはり自分に主導権がある方が、安心するようだ。

　じわじわと滲み出す征服欲が、理性と羞しゅう恥ち心を白く塗り潰す。衝動に突き動かされるように、阿佐見の細い腰をまさぐった。

　唇を首筋に押し当て、舌を這はわせながら、阿佐見のシフォンスカートをまくり上げ、足を撫でた。

　脱毛していて、つるつるだ。

　やらしい足、と小声で吐き出すと、阿佐見は恥ずかしがって腰をくねらせる。

「た……環……ぃ」

「なに？　アサミさん」

　助けを求めるような声に、同情心が浮かんだ。

　やっぱり受動的に振る舞う方は落ち着かないのだ。

「あ……あたしも、環、触っていい……？」

「……いいよ」

　上気したような声に、環はうっかりほだされた。

　なんてかわいいんだ、この人は。

　シーツの上に力なく落とされていた手が、壊れやすいものに触れるように、そっと環の肩を撫でる。

　やがて体のラインに沿って滑り落ち、一瞬のためらいの後、服越しに胸を包んだ。

　環はぴくりと動きを止めたが、極力気にしないようにして、愛あい撫ぶを続ける。

　ブラジャーはつけているが、その甲斐もなく、揉もみ応えがなさそうだ。

　環の背中に回った阿佐見の指先が、背骨の上を弾いたと思ったら、ブラジャーのホックが外れていた。

　流石、よく構造を知っている。

　カットソーの下に潜り込んだ手は、直に環の肌を愛撫した。

　胸の形を確かめるように両手を押し当てられた後、外側から内側へ、優しく揉み込まれる。

　先端を指が掠るたび、少しずつ劣情の電気が走った。

「痛くはない……？」

「……うん」

　言うと、凝ってきた辺りを集中的に責められる。

　こりこりと指に押し潰されるむず痒さに腰を揺らすと、阿佐見が囁いた。

「声、出していいのに……。我慢してる方が、吐息がえっち」

「……っ……もう。アサミさんたら……」

　お返しに阿佐見の胸を服の上からまさぐるが、相手の表情はあまり動かない。

　胸に詰め物があるせいだろうか。

　愛撫があまりうまくないのかもしれない。

　それとも、環とは、感じる場所が違うのだろうか。

「もしかして、そっちはあんまり……よく、ない？」

「まさか……。すごく興奮してるわよ。ねえ、環……。カットソー、脱がしちゃ、だめ……？」

「……いいよ。自分で脱ぐ」

　自分ばかり余計に熱に浮かされているような気がして、フェアではない気がした。

　阿佐見にも色めきたって欲しくて、そのためなら、少しの恥ずかしさくらい我慢しようと思う。

　カットソーとホックの外れたブラジャーを脱ぎ捨てると、阿佐見はあからさまに目の色を変えて、こくりと、喉を鳴らした。

　ああ、一応この人の目には、欲情の対象に見えているんだな。

　そう思うと、少しは嬉しい。

「こんなでも、欲情、する？」

「そりゃ……。あたしのこと、女子校の仲間だとでも、思ってるんじゃないでしょうね……」

「……ほんのちょっとだけ」

　女子校仲間ともこんなことはしなかったけれど、ちょっと、おふざけ、という感じが混ざってしまうのは否めない。

「そんなことだろうと思った。悪いけど、さっきから、めちゃくちゃ興奮してるんだからね。理性飛びそう……」

「飛ばしても構わないよ」

　理性が飛ぶ、といくら口で言ったって、阿佐見は紳士だ。

　それとも淑女と言った方がいいのだろうか？

　そういう意味では、環はたかをくくっている。

　阿佐見の家で会っていて、環がソファでうとうとしていても、恋人は指一本触れてくることはなかった。

　本当は少しくらい、勝手にしていいのに、と思っていたと言えば矛盾するようだけれど、いつだって環の気持ちを尊重してくれる、信頼できる人だとわかってきたから、関係を進めてもいいか、という気にもなったのだ。

　全部が全部、春妃の脅しのせいではない。

「ん……」

　熱い掌が、改めて、両胸を掴む。

　円を描くように揉まれる間、環は落ち着かない気持ちをなんとか押し殺していた。

　ふざけて空気を壊すことも、逃げることもせず、じっとしていなくてはならない、というのは、なんとも間が持たない感じだ。

「あ、アサミさんも、上、脱ぐ？」

「あ……それは、」

　苦し紛れに提案したものの、相手の狼狽うろたえるような表情を見て、鏡の前で、かたくなに目をつむっていた阿佐見が思い出された。

　これ以上、踏み込んではいけない。

「……そうだね。このままの方が、いいか」

　しかし、脱がせずにどうやってこの先を進めればいいのだろう。

　阿佐見がしてくれるように、肌を直接撫でたり、キスしたり、そういうのは難しそうだ。

「環？」

「……アサミさんって、足、きれいだよね」

　迷った末、少し体をずらして太ふと腿ももに触れる。

　こちらなら、短いスカートをはいて露出している時もあるし、触れてもあまり拒否反応を出さないのではないか。

　そう思って太腿の側面から尻の方へ撫で上げてみると、ぴくっ、と阿佐見が震えた。

　先ほどとは違う、鋭敏な反応だ。

　あれ、と思って付近を探ろうとすると、阿佐見の両の掌に、力がこもった。

「あっ、～～……んっ」

　阿佐見の指が、乳首を器用に摘まみ出して、きゅきゅっと引っ張っている。

　刺すような刺激の後、頭の芯が痺しびれて、環は脱力した。

「ちょっと、アサミさ……あっ」

「尖ってる。ここ、強くされるのが好きなの？　環は」

「だめ……私がするって、あっ……、い、言ったで……」

「だってずうっと、我慢してたんだもん。三ヶ月よ。その間、ずっと、据え膳だったんだから。ずーっと、この体に、直に触りたかったんだから」

　阿佐見が、環の上半身を自分の顔の前へ引き寄せる。

　ぬるり、としたあたたかい舌が胸の頂をなぞり、環は反射的に背をしならせた。

　しかし阿佐見はきつく腕をまきつけ、離してくれない。

　両肘で自分の体重を支える環の、無防備な乳房を舌が這う。

「だ、だめ」

「逃げちゃ、だめよ」

「そんなとこ、触ったって、楽しくないでしょ……。ち、……小さいしっ」

「なに言ってるの。とっても柔らかくて、先もこんなにきれいな色だし。すごく素敵」

「いや……ぁ」

「環、かわいい……は、ぁ……環……っ……」

　阿佐見は熱い息を吐き、少し手荒なくらいに、唇で乳首を愛撫した。時折ちゅ、と吸われると、羞恥心で火照った体から、形だけでも抵抗する気力が削がれていく。

　されるがままの環の肩や髪を撫でながら、阿佐見は悩ましげな声で、何度も環を呼んだ。

　息の混ざった声は低く掠れている。

（アサミさんの地声……こんな声なんだ……）

　繕えない素で、環を求める恋人。

　男っぽさを感じる声に、きゅ、と胸が締め付けられ、欲情が腰を痺れさせた。

　足の付け根まで、なんだか熱くなり、湿ってきたような気がする。

（……そうだ）

　自分にできそうなことを思い出し、環は自分の掌を、阿佐見の足の付け根に当てた。

「……ん……っ！　だ、めっ、環」

「痛かった？」

「痛くは……ないけど……」

　予習はしていたものの、感触を伴う実地はまた違った。

　そこは薄いスカート生地を押し上げるほどに昂ぶって、信じられないくらいの熱を持っている。

　あまり顔に出さない阿佐見の、興奮の証のよう。

　環は痛みを与えないように、ゆるゆると昂ぶりを愛撫した。

「……っ、ふ……」

　いかにも堪えないものが漏れたという感じの、喘ぎ声。

　我慢する阿佐見を、かわいい、と思ってしまう。

　少し意地悪なようだけれど、檻から出られず、暴れている獣を見るような心地だ。

　スカートをそっと捲り上げると、クリーム色のボクサーパンツが現れる。

　ピンクの花柄の生地は、くっきりと屹きつ立りつの形を露わにしていた。

　ドキドキしながら、環はその輪郭に触れる。

　なぞるように上下させると、潤んだ声で阿佐見が言った。

「……たま、き……だめ……」

「アサミさん、これ、気持ちいい？」

「い……い、けどっ……」

　顔を真っ赤にした阿佐見の手が、シーツを強く握っている。

　今まで見たことのない、余裕のない姿を、もっと暴きたくて、阿佐見の下着を引き下ろした。

　天を向く肉茎は肌白の皮膚より多少は浅黒く、ひらひらした淡い色のスカートとのコントラストが、本当にエロティックだ。

　環は膝立ちになって自らのパンツと下着を脱いだ。

　自分だけ全裸なのは恥ずかしいが、阿佐見を食べる準備だと思えば、悪くない。

「あ、っ……環、まだ早いわよ……！」

「まだ、入らないかな。入りそうだよ……？」

　環はＡＶの女性の積極性を真似て、屹立をまたいだ。

　腰を沈め、襞ひだの表面を数度阿佐見のものでこする。

　それなりに滑るので、準備はできているのだろう。

　襞の隙間らしきところに目標を定めると、腰を進めた。

　今すぐに阿佐見を受け容れたかったが、ぎち、と強い抵抗にあい、僅かにためらいが生まれる。

　大丈夫だろうか。

「……き、つ……」

「環……あんた、もしかして、」

　阿佐見に気取られかけて、環は焦った。

　処女だとバレたら、慎重な阿佐見はストップをかけそうな雰囲気だ。

（せっかくここまで来たのに……）

　最初からもう一度、なんて、またあの恥ずかしさと気まずさに耐えられるかどうか。

　恐れる気持ちより、今は好奇心が勝っている。

　なんとか、このまま進められないだろうか。

（痛い痛いとは聞くものの、みんなやってることだ。なんとかなる……）

　案ずるより産むが易し、という。

　環は息を止め、一気に腰を沈めた。

　そして。

　ムードもプライドもなにもかも、かなぐり捨てて、環は呻いた。

「い……っ、たぁぁぁぁ！」








第三章　未完成な恋愛論、そして誤解。









　恋というのは、人を愚かにする。

　そう、環は思う。

　心底そう思う。

　純粋さなどとうに卒業していなければならないアラサー年代。

　計算と駆け引き。

　大人なんだからそれなりになんでも器用にできるだろう、と思ったら大間違い。

　心の中で、ひっそりと育ててきた意地と美意識──プライドを気にしている状態では、なかなか恋は前に進められない。

　そもそも、恋自体が恥ずかしいもの。

　告白も、その前の懊悩も、会話も、スキンシップも、キスも、セックスも、素面では行えないような、赤面ものの行為だ。

　それを乗り越えるための、困った時の魔法の呪文。

『みんな、そうしてる、それが普通だから』

　──環たちの恋は、それに頼れることもあれば、頼れないこともある。

　定型に頼れないならアレンジが必要。

　けれど人と違うことをすれば、失敗のリスクも高まる。

（ああ。あの人も、この人も、みんな、処女膜破ってるんだよなぁ……。すごいなぁ、あんな難しいことをやりおおせて……その上、あの痛みに耐えたなんて……）

　街ですれ違う、子連れ夫婦やスキンシップ過多なカップルの見え方が、変わった気がした。

　何気ない顔をして、みんな、すごい。

　あれであんなに痛いのに、こどもを産むのはもっと痛いとか聞く。

　そんなの、死んでしまうのではないだろうか。

　世の中で『普通』と言われていることのすごさを、環は思い知らされている。




　瑞原環。二十七歳。

　先日、挑戦した初体験は、貫通前（多分）にして途中頓挫となった。

　どれだけタフに現場仕事をこなせても、流行のヘアメイクを勉強していても、それらはなんの役にも立たなかった。

　痛みの前に、人は無力なり。

　言うは易し行うは難し、とは、このことだ。





　　　＊　　　　＊　　　　＊






　恋というのは、人を愚かにする。

　と、他人を見ていて、思わされることも多い。

　その日、環は、朝から雑誌の撮影現場に入っていた。

　担当モデルは十九歳の遊ゆう子こで、十五歳の頃からティーンズ誌で活躍しているベテランだ。

　いつものように、メイクルームで道具を広げ、遊子が好きだと言っていたラヴェンダーのアロマオイルをディフューザーで拡散させていると、彼女がマネージャーに連れられて入って来た。

　が、なんとなく顔色が悪く見える。

「遊子ちゃん、おはようございます。まずはデコルテ周りを中心に、小顔マッサージから始めますね」

「あ……。すみません、昨日、プールで泳ぎすぎちゃって。筋肉痛なので、顔周りだけにしてもらえますか？」

「かしこまりました」

　声にいつものような張りもない。

　マッサージ用の美容オイルを手に垂らして、首筋から肩にかけて触れてみると、やはり疲れが溜まっているようだった。

　いつも吸い付くような肌き理め細かい肌なのに、透明感が褪せ、体の中も変に火照っている感じがする。

（運動しすぎでこんなふうになるかな……？）

　あまり調子がよくないようだ、と環は思ったが、不安がモデルに感染するといけないので、ポーカーフェイスを保った。

　感情は、表情からもだが、触れ合った箇所からも相手に伝わってしまうものだと、春妃に教わった。

　ヘアメイクの仕事の最中は、素手で相手に触れるぶん、びっくりするくらい、嘘うそがつけないのだ、と。

　気を抜いた瞬間、相手にバレる。

　相手が芸能人──プロなら、尚更敏感だ。

　なにしろ彼女たちの仕事の先には、何千人、何万人というファンや視聴者、読者がいる。

　自らの魅せ方について、芸能人は本当に妥協しないし、ぬるい仕事をしようものならすぐ叩き出されるから、気をつけろ、と言われていた。

　それを口にした師匠の春妃は、普段は喜怒哀楽の激しい人だが、現場では徹底してポジティブなオーラを出している。水道の蛇口をひねるように、いくらでもプラスの言葉と笑顔が溢れてくるのだ。

　要求の厳しいモデルや女優に叱られても、笑顔を崩さず食いついていくし、ヘヴィーなマリッジブルーを抱えた花嫁も、春妃にかかれば、お支度の一時間半でいつの間にか元気にさせられている。

　ヘアメイクの手法や幅の広さも一流だが、不況の最中でも、勤めているヘアメイクオフィス『Radiance』が仕事に困らないのは、春妃の人柄あってのものだった。

　そういうところが──十歳の年齢差があるので、大人とこどものような実力差があって当然とは言え、敵かなわない、と強く思わされる要因だ。

（師匠が偉大すぎて、なぁ。いつになったら越えられるんだろう……）

　技術そのものは、それなりに吸収してきた、と思う。だからこそ、ピンひとりで現場に入らせてもらっているのだ。足りないところは、見て盗め、後は実戦で揉まれて来い、というのが春妃の育て方だった。

　しかし、頭打ち、という言葉を、ここのところ思い浮かべることが増えたかもしれない。

　目標としていた場所には辿たどり着けている。

　そこから先、どうするか。自分にはなにができるのか。

　先が、見えない。

（まあでも、なにより、目の前の仕事に感謝、と）

　地道にこつこつ、やるしかないか、と、思っている。

　環は、遊子に血色をよくするマッサージをして、リラックスしてもらいながら、当たりさわりのない雑談で緊張をほぐしていった。

　近況の後、いいと噂の美顔器の話をしていると、遊子は元気を取り戻す。

「そうだ！　私、今度、別の雑誌でメイクページやらせてもらえそうなんです。顔の造りがファニーフェイスなんで、今までずっとファッションページばかりだったんですけど。スムージー毎朝飲んで、肌ケアがんばってきてよかった！」

「それは、嬉しいですね」

「うんっ！」

　ほら、がんばっている人には、いいニュースが訪れるものだ。

　環は、マッサージの力加減に心を配りながらも、そっと目尻を緩めた。

　朝一番、出会いがしらに、「肌の調子落ちてる？」なんて、無神経なことを言わなくてよかった。

　本人に自覚がないなら、尚更だ。

　かわいくなる、と暗示をかければ、人はかわいくなる。逆もしかりだ。言霊の効果はばかにできない。

　表情が生き生きしてきた遊子に、環はメイクを開始した。

　化粧下地を塗り、ファンデーションをブラシで載せる。

　その後、目尻や小鼻の横、口角などをコンシーラーでカバーする。

　頬の高めの位置にクリームチークを伸ばし、ファンデーションと同じブラシでさっとシャドウを払えば、骨格が強調されて彫りの深い顔になる。

　ハイライトは、頬骨の上から目尻にかけてと、目頭と、唇の上へ。

　テカりやすいＴゾーンにパウダーをはたいて、ベースメイクは完成だ。

　環が体を引いて、厚塗りに見えるところがないかチェックしているところへ、遊子が視線を合わせてきた。

「なんでしょう、遊子ちゃん？」

「やっぱり環さんはかっこいいな、と思って。真剣な表情がたまんない」

「はは。恐れ入ります。なんか言って欲しい言葉あります？」

「あー。じゃあ、後ろからハグして、『遊子はがんばってるよ』って言ってください」

「お安い御用です」

　さらっと遊子に言われた通りのことをするものの、同じ、モデルのテンションをあげるにしたって、春妃とは違い、これはどちらかというとホストのお仕事っぽいなぁ……と、後ろめたさを感じる。

　期待に応えるのは簡単なのだが、女の子たちの疑似恋愛に巻き込まれ、取り巻きの中で嫉妬やいじめが発生してしまったことが、学生時代にはあった。やりすぎは禁物だ。

「わぁぁ、ありがとう環さん。すごくパワーが充電できました」

「いい笑顔が出てきてますよ。さて、今日は、秋ものの撮影なので、目元はアースカラーとゴールド、リップはプラム色で、自然な血色にしてみませんか？」

「大人っぽくなりすぎちゃいませんか？」

「遊子ちゃん、最近髪の色も変えたし、少し女っぽい感じを取り入れてもかわいいと思います」

「うーん……じゃあ、試しにやってみてください。目は、垂れ目感を出して、大きく。それは絶対なので」

「かしこまりました」

　環は化粧道具を見せながら、プランを説明し、モデルの了解を得てから進めていく。

　言葉だけではなく、ラインや色を乗せるたびに、鏡を見る遊子の表情の変化を見つめた。

　自分の「こうしたい」という気持ちは、横に置く。ヘアメイクアーティストと名前がついていても、絵描きとは違う。描き、彩る相手はキャンバスでなくて、人間だ。

「そう言えば、ヘアメイクの人って、モデル出身の人も結構いますよね。環さんは違うんでしたっけ？」

「とんでもない。専門学校で、頼まれて学内のショーのモデルを一度やったきりです。大勢の人に見られて、足が震えそうでした。人前に立つって、怖いことですよね」

「まあそうですけど。楽しいですよ！」

「そう思える遊子ちゃんがすごいんですよ」

「そうかなぁ……」

　睫毛まつげのあがり方を、鏡でチェックしている遊子の真剣なまなざしに、打たれるような心地になる。

　何度現場に来ても、プロたちの本気の仕事の緻密さと情熱に、慣れることはない。

　照明とフラッシュ。重たいシャッター音と緊張感。

　期待の真ん中でポーズを決めるプレッシャーは、環には想像もつかなかった。

　その重責を跳ね返せるくらい、彼女たちをきれいにして、メイクルームから送り出してあげることが、今の自分にできる精一杯だ。




「環さーん！　ちょっと、ちょっと！」

　複数のモデルが入れ替わりながら、順次撮影は進められる。

　バタバタしている更衣室から、スタイリストに名前を呼ばれ、手を洗いに行っていた環は慌てて呼ばれた部屋に入った。

　カーテンの仕切りをくぐると、ノースリーブのナイトウェアを着た遊子が立っている。

　目が合った瞬間、カメラ前の堂々とした姿とは別人のように、弱々しい表情で呟いた。

「……すみません」

「大丈夫ですよ」

　言いながらも、環の目は、遊子の白い肩に釘付けになる。

　腕の付け根あたりに、点々と青アザが散っていた。

「プールかどこかで、ぶつけたんだと思う……後ろ側だから、鏡じゃわからなくて。今日は長袖の撮影のつもりだったし……」

　遊子はしどろもどろにそう言うものの、どこか一箇所にぶつかったという打ち身には見えない。

　特に腕のアザの一部は、はっきりと、指の形をしていた。

「他に、痛いところはありますか？」

「ううん」

「わかりました。大丈夫。写真に映らないように消しますから」

　環は遊子を安心させるように力強く保証すると、ウェストポーチから色の違うコンシーラーとスポンジを出した。

　まずは、赤みの強い色のコンシーラーを、青黒いアザの上に乗せていく。

「痛むようだったら、言ってください」

「いえ。痛くないので、きれいに消して……ください。……あの、環さん」

「はい。なんですか？」

「あの……このこと……」

「絶対に、誰にも言わないですよ。安心して」

「……すみません」

　更衣室は、スタイリストが人払いをしたのか、ひと気がなかった。

　遊子のマネージャーも離席中らしかったが、彼女は、このアザのことを知っているのだろうか。

　環は、踏み込みすぎだろうかと迷いつつ、結局尋ねてしまう。

「遊子ちゃんが話して楽になるようなら、愚痴でも相談でも、聞きますよ。これ、指の痕でしょう。誰にされたの？　……付き合っている人？」

　遊子はこくり、と頷く。

　ああ。環は溜息がつきたかった。こんな勘が冴えたって、いいことはなにもない。

「そっか。私が怒る筋じゃないけど……大事な遊子ちゃんの体を、こんなふうに扱うなんて、許せないよ。ファンの子だって、みんな、そう思う筈」

「……はい」

「遊子ちゃんを大事にしてくれる相手と、付き合って欲しいな。別れ話するなら、いつでも呼び出して。私がバシッと伝えるから。遊子ちゃんの、神様からのギフトみたいにきれいな体を殴るなんて、許せない！　そうでしょ？」

　恐縮して肩を縮こまらせる遊子に、わざと冗談ぽく伝えて目配せすると、彼女はくすっと悲しそうに笑った。

「……環さんよりずっと体が大きい人なんですよぉ」

「関係ないよ」

　女性の肩をアザが残るほど強く掴む人間なんて、外見がどうであれ、中身の器は小さいに決まっている、と思う。

　白のコンシーラーを乗せて、アザ消しの仕上げをすると、遊子はようやくほっとした顔になった。

　笑顔がようやく、雑誌に載っている『遊子』の顔と、同じものになる。

「ありがとうございます、環さん。……顔だけは守ったんですけどね」

「遊子ちゃん」

「あっ、誤解しないでくださいね。今回が初めてだし、もうさせないです。私、まだまだ、モデルの仕事続けたいし」

（別れる、じゃ、ないんだよな……）

　環の中には、一度手を出した男は繰り返すんじゃないか、という危惧があるけれど、別れた方がいい、と言えるほど遊子と仲がいいわけではなかった。

　他人と自分とは、異なる存在だ。選択に責任は持てない。

　しかし、遊子が再びアザを作ってきたら、悲しく思うだろう。自分にできることはなかったか、と、きっと後悔する。

（距離感って難しいな……）

　恋人同士だけではなく、同僚や、仕事関係の知り合い、友人、素敵だなと密かに憧れている相手まで含めて、人付き合いは難しい。

　適切な距離が取れなくて、遠すぎてやきもきしたり、ぶつかって痛がったり。

（……でもやっぱり、特別、恋は人を盲目にする。そんな気がする）

　とても、とても、難しい。





　　　＊　　　　＊　　　　＊






　ヘアメイクオフィス『Radiance』のサロンは火曜定休だ。

　しかし、雑誌の撮影の仕事は火・水・木に入ることが多いので、全員が休みというわけではない。

　半分フリーランスのような仕事なので、現場に呼んでもらえるのであれば、定休日などあってないようなものだ。

　その上、アシスタントたちは一日でも早く見習いを脱したいと、自主練習に励んでいる。

　普段は仕事に追われているから、それぞれの課題を練習できるのは、サロンが閉店した後か、定休日しかないのだ。

　技術職なので、やはり、練習量がそのまま、実力の差になる。

　競争率の高い春妃のヘアメイクオフィスに入れた全員が、次に目指すのは、独り立ちだ。

　撮影の仕事を終えた環が裏口から入ると、四人のアシスタントたちが出迎えてくれる。

　そこに環と春妃を入れた六人が、オフィスの全従業員だった。

「お、今日はみんないるじゃん。お疲れ様」

「わぁっ！　環先生、お帰りなさい。差し入れありがとうございます！」

　環がおみやげのドーナツの箱を差し出すと、一番入り口近くにいた美侑季が、礼を言って箱を受け取る。

「ちょうど、休憩しようかって言っていたところで。お茶、いれますね」

「ありがと」

　環は十キロ近いメイクボックスをテーブルに置いた。

　汚れたブラシ類を出して、流し台で洗っていると、アシスタントのなぎが、おずおずと近づいて来る。

「環先生。お疲れ様です。すみません。今日、この後って、ご予定ありますか？」

「この後？　別にないよ」

　思っていたより早く撮影が終わったので、少し近くでウィンドウショッピングでもして、気が向けば阿佐見に連絡してみようか、と思っていたところだ。

　しかし、なぎは環の返事を聞いて、意外な提案をしてきた。

「折り入ってご相談……というか、お願いがあるんですけど……」





　　　＊　　　　＊　　　　＊






「今日はお集まりいただき、ありがとうございます」

　環は、アシスタント三人とともに横浜に来ていた。

　高層オフィスビルの最上階に位置する、間接照明の上品な居酒屋。

　窓の向こうには、ライトアップされたランドマークタワーやコスモクロック21、日本丸メモリアルパークなどの幻想的な夜景が広がっている。

　目が飛び出るような高級店ではないが、少しいい日本酒なども飲めるような品揃えで、客の年齢層は高く、服装もきちんとした人が多い。

　その店の半個室に、男性四名、女性四名が向かい合って座っていた。

　女性の列の上座には、環が座らされ、向かいには、先方グループの最年長、三十代半ばと思しき男性が、汗もかいていないのにしきりに額にハンカチを当てている。

　幹事の簡単な挨拶の後、乾杯をした。

　環はジントニックを頼んだが、飲み放題のコースなのにきちんと生のライムが添えられていて、少し得をした気になる。

（いいお店だ……）

　それはそれとして、ここは合コン会場なのであった。

　なぎの「公務員と付き合いたい」という要望から、美侑季のツテを辿って男性側を集めた合コンに、よりによって女子力皆無の環が呼ばれたのには、わけがある。

「そもそもあんまり、先方には希望者が集まらなくて。公務員って婚活なんかでも人気あるし、独身彼女なしの人でも、焦りがないみたいで……。ただ、ある独身主査が、宝塚出身の女優さんのファンで、背が高くてショートカットのかっこいい女性と知り合えるなら、行ってみたいっておっしゃったみたいで。上司のためなら参加しよう、っていう人は何人かいるよ、知り合いにそういう女性、誰かいない？　って訊かれて。つい、環先生のことが思い浮かんでしまったんです……」

「なるほど。それにしても、今日の今日って、急な話だね」

　なぎは視線をそらして足元を見、もじもじと体を揺らした。

「それは……その。環先生、ただでさえ忙しいのに、図々しいかなって、ずっと言い出せなくて……。急に来れなくなったことにしちゃおうかなって。でも、今日、思ったよりもお帰りが早かったから……お伺いだけでも、と」

「ばかだな。変な気を遣わず、言いなさいよ。仕事が入っていたら無理だけど、今日はあいてる。なぎちゃんのためなら、協力するよ」

　そんなやり取りがあったのだった。

　男性幹事、女性幹事に続いて、環の向かいの独身主査が自己紹介している。

　彼は南みなみ一いち治はると名乗った。

　自己紹介が済み、箸が動き始めてからは、彼は他の子には目もくれず、環に対して質問攻勢を繰り出してくる。

　前情報通り、ショートカットの女性が好みらしい。

　なぎは、彼女の向かい側に座っている社会人三年目だという男性と話が弾んでいるようだったし、美侑季と愛え理りも、傍でなぎの援護射撃をしながら、自身も楽しんでいるようだった。

（よしよし。がんばれ若人）

　まずは友達になることから、と、一生懸命相手と話そうとする後輩たちはかわいかった。

　異性の話を笑顔で聞き、会話を弾ませようと奮闘する。

　見ているだけで拳を握ってしまいそうなつたなさも含めて、すべてが愛しい。

（アサミさんとも……最初は、あんなふうだったかな……）

　意気投合が早くて、すぐに緊張感のない親友状態になってしまったけれど。

　相手の一挙手一投足、言葉のひとつひとつに全部の神経を持って行かれて、この人はどんな人なんだろう、と悩んだこともあれば、考えすぎてうまくコミュニケーションが取れなかったことも、確かにあった。

　楽しいことも、つらいことも含め、全部が相手のことでいっぱいになるような瞬間が。

（なるほど。気が合いすぎるのも、考え物だ）

　しまったまま、忘れかけていた宝物を偶然見つけたような心地になって、環は幸せな気分になった。

　なぎたちのおかげだ。




　出汁巻き卵やホタテバター、とろほっけ焼と、海鮮中心のコース料理はとても美味しく、みんな程よくお酒が回って打ち解けたようだった。

　店を出て、二次会の相談を始めている後輩たちを見て、もう自分がいなくても大丈夫だろうと判断した環は、さりげなくなぎの背中に触れ、小声で告げる。

「私はここでお暇するね。楽しんで」

「環先生……。ありがとうございました」

　気にするな、と手を振って、風のようにその場を離れてしまう。

　ほとんど誰も、環がいなくなったことに気が付かないだろうと思っていたら、南が小走りで飛び出してきた。

「瑞原さん……！　もう、お帰りになるんですか」

「はい。南さんはゆっくりしてくださったら」

「いえ。駅まで送らせてください。女性ひとりでは危ないですよ」

（……おお。女性扱いされた？）

　小さくてか弱げな、男性が守りたくなるようなタイプではない自覚があるのだが。

　むしろ、女性たちに対してその言葉を言う側、送っていく側という自覚があった環は、少しびっくりした。

　たまたますれ違ったカップルの男性の方が環を二度見して行く。女性の身長１７０センチは、珍しいわけではないが、通行人にふと違和感を覚えさせるには充分だ。

　ひょろりとした体躯ながら、１８０センチ近い南と並べば、なお目立つのだろう。

「あはは。駅まで大きな道を歩きますし、お気遣いいただくほどでは。二次会、行かれないんですか？」

「はぁ……。その、僕は面白味のない人間で。酒もそれほど飲みませんし。二次会も、カラオケという話が出ていましたが、興味が湧かないので。みなとみらい線で横浜まで戻られますか？」

「そうですね……」

　南は、環を送っていくことを決めてしまったようだった。

　少し強引にも思えたが、心配してくれるものを無下にもしづらい。

　女性にしては歩調の速い環に合わせながら、南は車道側を歩く。

「今日は、瑞原さんとお会いできて、よかったです。こんな、自分の理想通りの方が現実に現れるなんて……おっと」

　失言した、という様子で言いながら、南はちらりと横目で環の顔を窺うかがってきた。

　奇特な人もいるものだ、と思いながら、しかしその気がないことは伝えておこうと、はっきり口にする。

「ありがとうございます。すみません、私は今回、賑やかしだけの参加で。仕事も忙しくて、なかなか」

「いえ、いえ。そうですよね……。わかってます。友達になっていただけるだけで感謝しなくては。はぁ……すみません、どうも、口下手で。この年になって、女性をうまくエスコートした経験もなくて、お恥ずかしい。見苦しいですよね？」

　南はまた暑くもないのに汗をかいた様子で、額にハンカチを当てる。

「大丈夫ですよ」

「だといいんですけど。じゃあ連絡先とかお伺いしても？」

「……構いませんけど。ただ、仕事でバタバタしていて、日中は全然返信などできないんです」

「いえ、お構いなく。夏は課の同僚とバーベキューをしたりするので、ご予定が合えば、『Radiance』の皆さんもお誘いしたいし」

　環は逡巡した。

　南と深い付き合いをするつもりはないが、公務員の彼氏が欲しいなぎのことを思えば、紹介のパイプを途切れさせない方がいいのかもしれない。今日出会った面々と、うまく行くとは限らなかった。

「本当に既読スルーばかりになりますよ。じゃなきゃ、スタンプだけとか。失礼にあたらないでしょうか」

「大丈夫です。こちらも、今は帰りが早いですが、時期によっては残業続きだったりしますし、きっとお互い様かと」

「そうなんですか」

「公務員が九時五時っていうのは、随分過去の話ですね……」

「お疲れ様です」

「なので、是非」

　強引に押されて、結局、南とメッセージアプリのアカウントを教え合うことになった。

　日本大通り駅の雑踏で、立ち止まると邪魔になりそうなので、壁際の空間に避ける。

　向かい合って端末の操作をし、バッグにしまい、さあ辞去して改札へ行こうと思った瞬間。

　目が合った。

　雑踏の中から、少し目を見開いて環の方を見ている、阿佐見と。

（なんで──）

　こんなところでばったり会ってしまうのだろう。

　阿佐見は、先日環が整えてやったばかりの新しいウィッグをつけ、胸元にフリルのついたブラウスとカーディガン、スカート姿だった。

　オフィスカジュアル風だから、仕事関係の外出だろうか。

　そこまで思って、気付いた。

（あ……。みなとみらいの仕事のコンペ、勝ち取った、って言ってた……）

　一瞬、思考がストップするが、南が首を傾げながら声をかけてくる。

「どうかしました？　瑞原さん」

　阿佐見が南のことを誤解して感情的になるのも困るし、南が、女装している阿佐見を傷つけるようなことを言わないかも心配だ。

（……ごめん、アサミさん！）

　後でちゃんと説明するから、と、心の中で弁解しつつ、この場はこのままやり過ごそうと決める。

「……いいえ。なんでもない、です」

　阿佐見から目をそらして、環はそう返事した。

　雑踏にまぎれて、阿佐見の姿はすぐに見えなくなる。

　気になって仕方がない状態だが、とりあえず平常心を装って改札前まで行き、南に別れを告げた。

「それでは。送ってくださり、ありがとうございました」

「また、会えますように」

　環はぺこりと頭を下げると、ＩＣカードを使って改札を抜ける。ホームに移動すると、阿佐見のことを探した。

「アサミさん……」

　並んでいるところを見つけておずおずと声をかけると、阿佐見は視線だけを動かして環のことを見た。

「……なにか用？」

「さっきの人のこと、説明してもいい？」

「言い訳なら聞きたくない」

　冷たい声だった。

「言い訳……ってなに……」

　いつも穏やかな阿佐見の、踏み込みを拒むような顔に、環は声を呑み込む。

　しかしすぐに気を取り直した。

　話せばわかってくれる筈だ。

「話、聞いてよ」

「やめてくれる、こんなところで」

「じゃあアサミさん家に行っていい？　そこで話そう」

「…………」

　返事がないのに焦れて腕を取ろうとすると、振り払われる。

　拒否されることに耐性のない環は、ショックを受けた。

「返事して！　アサミさん絶対に誤解してる。あれは──」

　雑踏の中、伝えようとするあまり、つい声が大きくなってしまった。

　列に並んでいる人たちが、何事かと、環と阿佐見に注目する。

　そもそもふたりとも長身で、歩いているだけでじろじろと見られることが多いのに、阿佐見は女装しており、環はパンツスーツ姿だ。

　阿佐見は厭そうに眉間に皺を寄せると、列を抜け、速足でその場から離れようとする。

　環は慌てて後を追った。

「アサミさん、大声出してごめん……！」

「どっちが。『オネエ』との修羅場なんて、あなたの恥になるのよ、環。今日は別々に帰りましょう」

「厭だ」

「仕事だってあるんでしょう」

「明日は遅番だから」

「……環。あたしが、今度にしないか、って言ってるのよ。今回は言うこと聞くべきじゃない？」

「厭。すぐ、ちゃんと誤解を解きたい」

　自分の存在自体が、阿佐見の苛立ちに油を注いでいるのはわかっていたが、ここで引くことはできなかった。

　環のわがままだ。

　声の調子からも表情からも、阿佐見の感情が、沸点に達しそうなのがわかった。

　阿佐見自身、そんな自分を隠そうとしてか、視線を合わせないまま声を放ち、環をひとりで帰らせようとする。

　頭を冷やすには、その方がいいのかもしれなかった。

　しかし。

「アサミさんをこの状態で放っておけないよ。お願い、私が悪いんだ、少しだけ時間を取って」

　腕を引き、説得する。

　厭、という意思表示なのか、阿佐見はあくまで顔をそらそうとするので、環は無理やり正面に回って抱きついた。

　人目なんか、知らない。

　必死でかっこ悪く映るだろうけれど、知ったことじゃない。

　腕の中で、阿佐見はかすかに震えた。

「…………。こんな人の多いところで、話したくない」

「うん」

　しばしの沈黙の後、阿佐見はようやく口を開く。

「……うちに来てもいいけれど」

　ほっ、と安心して息を吐いたのも束の間。

　阿佐見は、環を睨むようにしながら、今まで聞いたこともないような、不穏な声を投げた。

「でも、……どうなっても知らないわよ」








第四章　花は甘美に、摘み取られ。









　電車の中では、ほとんど口をきかなかった。

　吊り革を持つ阿佐見の強張った横顔は、話しかけないで、と言っていたし、電車の中で込み入った話をするのは憚られる。

　しかし、沈黙が息苦しかった。

　乗り換えの際も、阿佐見はスカートをはいていることを忘れるような速さで、環を省みずに移動してしまう。いっそ振り切ってしまいたいという意思を感じながらも、環は阿佐見を見失わないようになんとかついて行った。

「アサミさん……っ。ねえ本当に、あの人とはなんでもないんだよ」

　表参道駅の地下通路を出て、家の方向に向かう阿佐見の背に、環は一生懸命話しかける。

　阿佐見は立ち止まりも振り向きもしなかった。

　怒っていることが、全身から伝わってくる。

「聞いてよ。飲み会の人数合わせを、後輩に頼まれたんだ。あの人は、その後、駅まで送ってくれただけ。誤解しないで」

　もしかしたら、仕事関係の人だと説明した方が角が立たないのかもしれないが、嘘はつきたくなかった。

　しかしそんな信条は置いて、優しい嘘を探した方がよかったのかも、と、環は後悔しそうになる。

　阿佐見は、環の見間違えでなければ、一瞬、傷ついた顔をしたのだ。

「ふうん。……でも、いいんじゃない？」

「なにがいいの？」

「さっきの人。背も環より高かったし。スーツ姿で真面目そうだったし」

「私はそういうとこで恋人を選ばない」

「肝心なのは似合うかどうかだって言ってたじゃない。あの人なら、似合わせてくれるかもしれないわよ。女性らしいメイクも、スカートも。チャレンジしてみたら。あの人の隣にいる環は、なんだかかわいく見えたもの」

「興味ない」

「そう？　照れ隠しじゃない？　あなたに足りなかったのは出会いなのよ。お洋服も、靴も、今は大きいサイズがあるし、試してみたら……。なんならあたしのを貸してあげても」

「アサミさん……！」

　わざと環の気分をささくれさせようとするかのような阿佐見の物言いに反発して、とうとう話を遮ってしまった。

　阿佐見は振り返り、にっこりと意地悪に笑う。

　いつも人当たりが柔らかく、気配り屋で、人の悪口なんて絶対に言わなかった阿佐見が、これだけ態度を硬化させている。

　それだけ、失望させてしまったのは環だった。

　あんまり気が合うから、安心していた。

　一から十まで説明しなくとも、環のことはなんでもわかってくれると、慢心していたのだ。

（事前に話しておけば、もし男性とふたりきりのところを見られたとしても、こんな誤解を受けるような事態にはならなかったのに……）

　環は奥歯を噛む。

　気軽にメールできなかったのは、先日の失敗が尾を引いていて、阿佐見と話すのが恥ずかしかったからだ。

　でも、もうなにを言っても、言い訳にしかならない。

　言葉を探してはみるが、なにも言えない環を見て、阿佐見は溜息をついて前を向き直した。

　その際、たまたまこぼれてしまった、そんな風情で。

「……いくら頼まれたって、今の恋人に不満がなければ。出会いを作りになんか行かないし、連絡先も交換しないでしょうよ」

　かっと、胸の中が熱くなる。

　感情的な言葉が飛び出そうだったが、そんなことをしても、状況が悪化するだけだ。

「……絶対に違う。でも、ごめんなさい」

　抑えた環の声は、阿佐見の背中に弾かれて、アスファルトの地面に落ちた。
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　その後は会話もなく、家に帰りついた阿佐見は、自分ひとりさっさとドアの奥に向かってしまった。

　いつもなら、ドアを開けたまま、「どうぞ」と迎え入れてくれるのに。

　全力で拒まれているのがわかったが、ここで尻尾を巻いて逃げ帰るわけにはいかない。

　環は、お邪魔します、と言って家の中に入り、勝手に施錠した。

　家主の代わりに、可憐な花たちが、瑞々しい芳香を振りまいて出迎えてくれる。

　その中を突っ切って、阿佐見を追って二階へ駆け上がった。

　阿佐見は腕を組み、壁に背を預けて、階段の上で待っている。

「……結局、ついてきたわけ。クールじゃないのね、環」

「許してもらいたいからね」

　一歩も引く気がない環に、阿佐見はあきれたように溜息をついた。

　空気など読みたくなかった。

　数日後、お互い冷静になってから話をした方がいいのかもしれないが、悲しい気持ちにさせたまま、阿佐見の今日を終わらせたくない。

「別に、許す許さないの話じゃ……。あたしが怒るのも、本来筋違いよ。ああいう人と付き合った方が、環が幸せになるってわかっているくせに……」

「なに、それ。そんなわけないでしょう。アサミさんの方が百倍素敵だよ」

「不安定なフリーランスで、女装趣味で、嫉妬深い、こんなあたしが？　見る目ないわ、環」

「そんな……そういう言い方するなら、私だって似たようなものだけど」

　卑屈な言い方しなくったって、いいじゃないか。

　同じような悩みを持っているからこそ、自分たちの関係がうまく行っているのだと、前向きに言っていたのは誰だったか。

　唇を噛む環の前で、長い髪の束を耳にかけながら、阿佐見は自嘲めいた笑みを浮かべる。

「じゃあ、傷の舐なめ合いを卒業する、いい機会なんじゃない？」

「どうしてそんな……！」

　声を荒らげそうになって、思わず途中で声を切った。

　阿佐見は環を煽あおろうとしている。

　乗ってしまったら、仲に亀裂が入る。

　環は一度深呼吸してから、冷静に、と自分に言い聞かせた。

「……大声出して、ごめん。アサミさん。でも、傷の舐め合い、は、ひどいよ。誰かになにか、言われたの？　私には、そんなつもり、ないよ？」

「…………」

「前から思ってた？　……違うよね。私が不安にさせたからだよね。ごめんね、アサミさん、そんなことないよ、私、……アサミさんが恋人で嬉しい。恰かっ好こうを含めて、アサミさんのこと、全部、好き」

　心を込めて詫びてから、阿佐見の肩を抱き寄せる。

　早歩きで帰ってきたせいだろう、阿佐見の体は熱かった。

「信じて。連絡先を交換したのは、人脈を増やしたら、恋人が欲しいっていう後輩の力になれるかなと思ったから。深い意味はなかった。こんなにアサミさんを傷つけるなんて思ってなかった。二度と、余所見しないから、許してください」

　理解してもらおうと、耳元でていねいに言葉を重ねると、少し冷静さが戻ったのか、阿佐見が黙り込む。

　かと思えば、環から体を引き剥がし、両手で顔を覆ってしまった。

「……アサミさん」

「もう……やだ、あたしったら……。こんなの、いや、やめたい」

「……好きだよ」

「やめてっ……。そんな態度取って……。来る前に、あたし、言ったわよね。どうなっても知らないわよって」

「聞いた」

「なにもわかってないくせに……！」

　阿佐見は、環の肩を壁に押し付けた。

　噛みつくように唇を合わせ、舌を入れる。

「ん……っ」

　獰猛な衝動を押し付けるように、環の口内を乱暴に暴き、歯列をなぞる。

　拒絶の後の突然の豹ひょう変へんに困惑したものの、求められている、ということがわかって、環は体の力を抜いた。

　阿佐見は環の薄い舌を吸い、唾液を啜る。

　長いキスに、呼吸が崩れた。

　赤い顔で息継ぎをする環にぎらぎらした視線を向けて、阿佐見は囁く。

「……あんた、怖がってたじゃないの」

「そうだっけ？」

　自覚がないことを言われて環は戸惑った。

　先日のことといい、むしろ、乗り気だったと思うのだが。

「怖がって、焦ってたくせに。……でも、途中で厭がっても、怖がっても、今のあたしじゃ気遣いできない。逃げなくていいの、環」

　それはもちろん、未知の行為に怯える気持ちはあるけれど。

　でも、阿佐見が一緒だ。だから大丈夫。

　環は阿佐見の目を見て頷いた。




　繋いだ手を引かれ、ベッドの前に連れて行かれる間、まるで客のテーブルに運ばれていく料理の皿になったような、落ち着かない心地を味わった。

　阿佐見はキスをしながら環のシャツのボタンとブラジャーのホックを外し、長い指で環のキャミソールをまくりあげる。

　布地で覆われていた箇所を掌全体で掴んだ。

　阿佐見の手の中で肉の形が変わるほど揉まれ、押し殺した吐息が熱を持つ。

　触られることにどきどきしているうちに、上半身の衣服をすべて剥ぎ取られた。

　蠱こ惑わく的てきに脇腹を辿った指先が、ボトムスの前を外す。

　膝まで引き下ろされたところで、肩を押され、環はベッドに尻を落とした。

　ボトムスとストッキングを脱がせた阿佐見は、環の足を両手で持ち上げ、唇で内腿をつ、と撫でる。

　震えた唇は、思わず制止の声を紡いだ。

「あ……やめ……！」

　反射で出ただけの言葉なのに、阿佐見は環から体を離し、寝室を出て行く。

「……アサミさん」

　追いかけようか。

　迷う間もなく、すぐに戻って来てくれたので、環は安心した。

　しかしその右手には、意外なものが握られている。

　ラッピングネット、そしてラフィアという紐ひもだ。

　花を包むのに使う用品を、阿佐見はまとめた環の両手首に巻いて、ベッドヘッドに繋ぐ。

「ア……サミさ」

「厭がったって知らないって忠告したでしょう」

「厭じゃない……よ」

「……どこにも行かないで。あたしから、逃げようとしないで」

　手首に傷をつけないよう、ふんわりとネットを巻きつけて。

　紐も、まるで手錠のように、手首から距離を取って丸く結ぶから、鬱うっ血けつの心配はない。

　それなのに阿佐見は、まるでひどいことをしているかのように自責にかられた表情で、花束を仕上げるのと同じ優しい指使いで拘束を仕上げる。

「逃げないってば。信じてよ」

　言うと、阿佐見は、環の頬をゆっくりと撫でた。

　長い睫毛に縁取られた涼しげな瞳が、じっと環を見下ろす。

　どうして、そんなに悲しい顔をするのだろう。

　困惑していると、阿佐見は再び、寝室を出て行く。

　台所で水道を使う音が響いたかと思うと、しばらくして、阿佐見は戻って来た。

　環は驚いて、息を呑む。

「アサミ……さ……」

　阿佐見はウィッグを外し、服をすべて脱いでいた。

　ネットで押さえていた髪を自然な状態に戻すため、一度濡らした前髪を、後ろに流している。

　髪の先からこぼれた水滴が、華きゃ奢しゃではあるが、ほどよく引き締まった上半身を滑っていった。

　初めてきちんと、裸を見た。

　阿佐見はスタイルがいい。

　細身体型で、無駄な肉はなく、腰の位置が高かった。

　補正を外した胸はまっ平らで、肋ろっ骨こつが浮き上がっている。

　肩から腕のラインはどうしようもなく、骨ばった男性らしい骨格をしていた。

　顔は、よく知る阿佐見のそれなのに、体は、まるで合成写真のようだ。

　一瞬違和感を覚えるが、しかし、阿佐見の美しさは装いを脱いだことで欠けることはなく、むしろ性など超越したものに見えて、圧倒された。

「環」

　自分を呼ぶ声音は、いつもより低い。

　相手をまじまじと見ていいものなのか、環は迷った。

　鏡を極力見ないようにしていた阿佐見のことをどうしても思い出してしまう。

　阿佐見は、自身の体のことが好きだろうか？

　それとも、見たくないものなのだろうか？

　環はなんといっても──処女だ。

　先日はじっくりと目視する余裕がなかった、阿佐見の腰で反り返っているものを目の当たりにして、恥ずかしいし落ち着かない。

　ぎし、と音を立て、阿佐見は再びベッドに乗り上げる。

　体温が重なる、と同時に深い口づけ。

　キスにはだいぶ慣れてきて、呼吸が合ってくると、本能的に舌が絡んで止まらなくなった。

　かすかに湿った音が立つ。

　足に当たる、阿佐見の屹立が、脈打ちながら熱を持っていた。

　緩やかな羞恥と官能の波に揺られて、環の腰は勝手にくねり、踵がシーツをこする。

　体の奥が炙あぶられたように熱くて、どこか尿意にも似た感覚に両膝を擦り合わせたくなった。

「ど、……どきどきする」

「なんで？」

「裸だし」

「お互いにね」

　阿佐見はそうっと、指の腹で環の胸の先端をなぞる。

　環の体は、ぴく、と震えた。

　それだけで充分、赤面してしまいそうなのに、阿佐見はわざわざ環の耳元に唇を寄せ、囁く。

「ここ、固くなってるよ」

「……っ」

　膨らみの中心を強めに摘ままれると、未知の感覚に体がきゅっと竦む。

　阿佐見は心得たように、同じ強さで、左右交互に摘まんだ。

　そのたびごとに声が出てしまう環が面白いのか、喉の奥で意地悪に笑う。

「あ……も……だめ、」

「気持ちいいんでしょ」

　かぁっと、全身が火照った。

　頭の中に浮かぶ言葉と体の反応が相反するなんて。

　まるで理性で己を律せないこどもみたいで、恥ずかしい。

　反論の言葉も、指先の仕打ちに塞がれる。

　乳首を引っ張っては伸ばし、時折ねじられるようにされると、胸の奥で甘い蜜がこぼれ、頭の芯が痺れた。

　段々と、与えられる刺激のことで頭がいっぱいになってくる。

「環の胸、真っ赤に腫れて、固く芯を持ってる……。見て」

「あっ……あ」

　控えめな膨らみの先端は、阿佐見の指に捏こね上げられて朱と鷺き色に色づいていた。じんじんと、痺れを発している。

　阿佐見は羞恥心を煽る言い方をした後、環の目の前で手を広げて、小指から親指までを順番に使って、突起の先をなぞった。

　まるで弦楽器を奏でるように。

　甘酸っぱい声が、自分の喉からこぼれる。

　反射的に手を使って阿佐見を止めたくなったが、手首の拘束のせいで叶わなかった。

　拒絶の言葉も、恋人を傷つける気がして、三度に二度は呑み込んでしまう。

　自在に煽られてしまうことに抵抗を覚えながらも、体はそんな気持ちの摩擦すら、快楽の材料に変えようとしていた。

「こっちも。熱くなってきた？」

「……だ、めっ」

　下着越しのスリットに阿佐見の指が潜ると、がくん、と体中の力が抜ける。

　後を引く快感。疼く箇所に、もっと、と思ってしまう。

　腰が跳ねようとするのを押さえようとしていると、阿佐見は指を使いながら、唇で尖った胸の先を愛撫し始めた。

「あっ……っ、あ、あ……ぅ。アサミ、さ……」

　がくがくと体が震える。

　次第にくちゅ……と濡れた音がし始めるけれど、環はその音が自分の下半身から響いていることに、なかなか気付かなかった。

「やばいよ……。壊しちゃいたいくらい、環が好き」

　耳じ朶だを震わせるような、掠れた声で、阿佐見が囁く。

「壊すって……？」

「裸の環をぐちゃぐちゃに溶かして、真っ赤な顔であんあん喘がせたい」

「…………！」

　また、体温があがる。

　似合わない、向いてない、と、自分の中の声が必死に打ち消そうとした。

「そんなの……しないよ」

「試してみないとわからない。環」

　そう言って、阿佐見は環の下着のゴムに手をかける。

　腰をあげて協力する自分を信じられないと思った。

　しかし潤んだ柔らかい襞を、直に優しく撫でられると、呼吸が蕩とろける。

「ああ……！　っ、ん、ふぅ……っ」

「声、止めないで。力を抜いて」

「ああぁ……っ」

　ぬるぬると潤みを広げるように動く阿佐見の指が、少しずつ、環の快楽帯を暴いていった。

　花びらの隙間を縫うように指を這わされ、凝った芽を指先で転がされ。

　『試す』行為に、たいした抵抗もできないまま、喘いでしまう。

　ばかになったみたいだ。

　それなのに、もっと、と心の奥底で考えてしまうのだから、とっくに理性は役立たずだった。

「ひ……やめ、やめてアサミさん……」

　刺激がちかちかと目の前を揺らし、内腿がわななく。

　阿佐見の愛撫に素直に反応を返す体は、環の命令にはまるで従ってくれなかった。

　胸の中心が熱で塞がれて、呼吸が苦しい。

　素肌にいくつも、キスが落とされている。

　首筋に、痕がつくほどきつく吸い上げられた時、環の脳裏にうっすら浮かんだのは、モデルの遊子のあざのことだった。

「アサミ、さ……、痕、残る……」

「わざと残してるの。見えるところにつけなきゃ、男避けにならない」

「なんで……」

　遊子の受けた、暴力とは違う。

　けれど、いつだって環の意思を一番に尊重してくれた優しい阿佐見とは、まるで別人みたいだ。

　そう思った環の感情を読み取ったように、苦しそうに顔を歪ゆがめて、阿佐見は言った。

「性欲も、支配欲も。我慢することはできたって、なくすことはできない。めちゃくちゃにしそうなくらい。めちゃくちゃになりそうなくらい。あなたが、好きで。好きだから、全部欲しい。所有の印をつけたい。環を……独り占めしたい」




　膝を曲げたまま足を左右に広げられると、羞恥の感覚がひたひたと足元から這い上がって、淫唇の合わせ目をひくつかせた。

　襞の内側が空気に触れ、その心許なさに環は震える。

　誰にも見られたことのない秘めやかな箇所を晒さらしているのだ。

　こんなに恥ずかしいことなんてないだろう。

　阿佐見の顔がそこに近づいた。

「……ああっ？　や……ぁっ……」

　恋人の舌が、媚肉をかき分けるように、襞の中に潜り込む。

　ぬるり、とした感触が通り過ぎるたび、脳芯が揺さぶられる気がした。

　度を超した恥ずかしさと気持ちよさで、勝手に目に涙の膜が張る。

「ぃやっ……厭だぁっ……。こんなこと……」

　ベッドヘッドに繋がれている紐が、びん、と張る。

　暴れたところで、簡単に外れるようなものではないと、頭ではわかっていた。

　それでも、理屈ではないところで、この窮地から逃れたくて堪らない。

「ちゃんと慣らさないと、この前の二の舞になるから。みんなもっと慣らしてから挿れるのよ」

　阿佐見は言うが、嘘だ、と環は思う。

　こんな淫猥な行為を、みんながしているわけ、ないじゃないか。

　信じられない気持ちで首を横に振る環に構わず、阿佐見は襞からひときわ敏感な突起を見つけ出して、卑猥な音を立てながら唇で愛撫した。

「ひ、ゃ……そこは……っあ！」

　包皮に包まれた肉芽に与えられる柔らかな蹂じゅう躙りんに、環の腰は泳ぐように揺れる。

　目の前が真っ白になるほどの愉悦だ。

「あっ……あ……！　やめ……」

「すごい……奥から、溢れてきた」

　阿佐見は突起を舐め上げながら、蜜を吐き出しているらしい肉襞をくちくちと指で探る。

　くん、と知らない場所を押し広げられると一瞬痛みが走った。

　しかし、襞の内側に侵入される未知の感覚に、次第に浸食されていく。

　探られる感触。思わず背中が浮き、尻の筋肉に力が入る。

「環。締めすぎないで。千切れちゃう」

「っぁ、だって……ん、あぁ」

　ちゅ、と熟れた肉芽をついばまれると、意識がそちらに持って行かれた。

　その隙を突くように、長く節くれだった指が、隘あい路ろを出たり入ったりする。

　侵入者が体の内側に馴な染じむうちに、痛みは痺れに変わり、やがてぞくぞくするほどの愉悦が湧き上がってきた。

　阿佐見の舌と指。与えられる淫いん蕩とうな刺激が混ざり合い、掛け合わさって、強い酩めい酊ていに変わる。

「や、あぁっ、だめだ、そこは……ぁ」

　環が打ち上げられた魚のように体を跳ねさせても、阿佐見は満足しなかった。

　もっと、もっと、と環の内側を暴こうとする。

　神経を直に触られているのではないかと思うほどの刺激が、爪先から脳髄までを駆け抜けていった。

「アサミさん……アサミさ、んっ……ぃや……ひ、やだぁ……離し……」

「離さない。このまま、一度、いきな」

「い、く……？　ッひぁぁ……」

　環は身をよじったが、手は拘束され、足は阿佐見の手によって開かされ、無防備な花筒は逃げ場なく愛でられ続けた。

　いつの間にか、与えられる指は二本に増やされている。

　ぐちゃぐちゃと淫らな水音が部屋中に響き、開きっぱなしになった唇からは自分のものとは思えないような蕩けた声が流れた。

　未だかつて、こんなにねっとりした執着など、浴びたことがない。

　阿佐見は、愛撫で環を壊す気なのだろうか。

　間断なく与えられる快楽に、爪先も、内腿も、尻も、小刻みに痙けい攣れんしていた。

　環の呼吸は、襲われた小動物のように、弱々しくなっている。

「あっ……ヒぅ……ひぁん……息、くるし」

　息も絶え絶えに訴えると、目の縁から涙がこぼれた。

　これは、どうなったら正解で、どこまで行ったら終わりを迎えられるのだろうか。

「もしかして、いき方、わかんない……？」

　引かれるかと思いながらも、もうギブアップしたい一心で頷く。

　指で弄ばれた隘路はじんじんと、切ないほどの痺れを湛たたえ、ほんの少し指の当たり方が変わっただけで、電流のような快感が体中に流れた。

　前回のように、痛い方がましだったかもしれない。

　快感は、耐え方がわからない。

　阿佐見もさすがに、少し、狼ろう狽ばいした表情になった。

「自分でしたこと……」

「な、ない……」

「……そっか」

　阿佐見は近くのチェストの上に置かれたフローリストナイフを使って、環を拘束している紐を切る。

　ようやく刺激から解放された環は、息を整えるので精いっぱいだ。

　阿佐見は環の前髪を撫でて、唇に柔らかく口づけした。

「環、かわいい。ひとつひとつ、一緒に覚えていこうね」

　優しい声の響きに、環は思わず拘束のとけた腕を伸ばし、阿佐見の背中に手を回す。

　体温が深く合わさって、心の深いところが、安心した。

　ウィッグを外して服を脱いでからというもの、阿佐見はずっと、強引で、意地悪で。

　環の耳慣れない、怒っているような、低い声で喋っていた。

　阿佐見の中では必然性があったのかもしれないが、環はずっと、知らない人に向かい合っているようで、落ち着かない気分だった。

　ようやく全身を預ける気になって、ほうっと体中の力が抜けていく。

「……いい？」

「うん」

　返事をすると、阿佐見はコンドームをつけた肉茎の先を、環の膣口にあてがった。

　環も足をあげて、挿れやすくなるように、協力する。

「んっ……！」

　先端は何度か表面を滑った後、亀裂を見つけて少しずつ潜り出す。

　指よりもかなり太さのある剛直に押し広げられる圧迫感に、環は四肢を突っ張らせた。

「ゆっくり。息吐いて」

「……っ……」

　なかなか声も出せない。

　熱を持った器官が、踏み散らしていった蕾の中で、とくとくと脈を打つ。

　緩やかな抽送のたびに、破瓜の痛みは新たな熱となって、広がっていった。

　阿佐見の言葉通り息を吐こうとするが、うまくいかない。

「環……。やっぱりつらい？　一度抜こうか？」

　少しずつ腰を進め、自身も余裕のない声を出しながら、阿佐見は環を気遣ってくれる。

　環は顔をしかめてしまいながらも、途切れ途切れに声を出した。

「へい……き。もう、一気に……」

　痛いのは最初だけだ。そう、聞いている。

　怖がっても知らないから、と最初に嘯きながらも、阿佐見は、環の痛みを写し取ったように、つらそうな顔をしていた。

　環には、その気持ちがわかる気がする。

　環だって、自分が痛いより、自分の行為で相手が痛がる方が、厭だ。

　自分がこちら側でよかった。

　いい子ぶるわけではなく、そう思う。

「息を吸って。細長く、吐いて」

「ん。……っう……！」

　呼吸とともに力を抜くと、ぐぐっ、と中に押し込まれ、圧迫感が増した。

　本当は、痛くない振りまで上手にできたらいいのだが、内壁を抉る痛みは初めて味わう種類のもので、耐え方がわからない。

「──っ、たまき……！　奥まで、入ったよ」

「あ、あぁ……」

　自分で思う以上に、みっともなく終わった前回の失敗が響いていたようだ。

　環は痛みの余波に耐えながらも、ほっと笑ってしまう。

　すると、つられたように阿佐見もいつもの笑顔を見せた。

「よかった。ちゃんと……できて」

「うん。よかったね」

　互いに全裸になって、深く繋がっている状態なのに、セクシャルな気持ちが一瞬吹き飛んで、なんだかチームメイトみたいな気分で微笑み交わしてしまう。

　環が阿佐見の頬を撫でると、その手をきゅっと握られてキスを贈られた。

「もう……。なんだかアサミさんが別人みたいで、怖かったんだから」

「別人？」

「意地悪で」

「そうかしら。……紳士の振る舞いだけじゃ、花は上手に咲かせられないから」

「なに、それ」

　阿佐見はフラワーデザイナーだから、もちろん、花の咲かせ方はよく知っているだろう。

　でも、それとこれとは話が違う。

　環は人間だ。花ではない。

　そう言うと、阿佐見は首を横に振る。

「よく似てるところがあるわ。環、随分、エッチのことで焦っていたでしょう。花にもいるわ。周りの環境に焦らされて、自分の咲き時を見失う、おばかさんな蕾が。……そういう子が愛しくなるのは、職業病かも」

「……愛しい？」

「ええ。そういう不器用な花、いじらしくって大好きよ。絶対に、他の花よりも美しく咲かせてあげたい、って気持ちになる」

「ふうん……」

　環が焦っていたことも、失敗を気にしていたことも、──行為に密かに怯えていたことも、全部阿佐見にはお見通しだったようだ。

　強がって、なんでもないことだ、というふうに振る舞っていた自分が、むしろこどもっぽかったのだと、今ならわかる。

「少しずつ、動くよ」

「ん」

　阿佐見は環の頬にキスをし、励ますように言った。

「大丈夫。環の中、あったかくて……多分そんなに、もたない」

　平気だ、と頷き返すと、抽送が再開される。

　阿佐見が腰を深く突き入れるたび、体の奥の方にずん、と衝撃が響いた。

　足の付け根同士がぶつかると、時折、指でさんざん腫らされた箇所に刺激が走る。

　小さく声を洩らす環に気付くと、阿佐見が腰を揺らしながら、胸の突起を唇に挟んだ。

　火花のように散らされる、むず痒いような愉悦が少しずつ、痛みを覆い隠していく。

　瞼を伏せて、互いの呼吸の音と与えられる熱に集中しているうち、全身をじわりと歓びが満たした。

「環……大好き……」

「アサミさん……」

　こもった息遣いの中で一生懸命に名前を呼ばれるのが心地よくて、お返しがしたくて、切ない息を殺して、呼び返す。

「あ……だめ……気持ちよすぎて……ッ」

　阿佐見はぽたぽたと汗の粒を落としながら、制御し切れないような熱を湛えて、環の体の奥を貪る。

「ふ、っ、あぁぁ……っ」

　最奥をこすられるたびに、ぞくっ、ぞくっと体がわなないた。

　きゅう、と襞が収縮する。

　阿佐見がそれをなおも抉じ開ける。

　愉悦の波が体の中でぶつかり合って、一点にほとばしる時を狙い澄ましているようで。

　環の中で阿佐見の質量が、一層、増すのを感じる。

　あ、と思い、環は繋いだままになっていた手を握り締めた。

　阿佐見が乱れた呼吸を詰まらせた刹那、どくり、と肉茎が脈打つ。

　と同時に、環は体がふわりと宙に浮くような感覚を味わった。

　一瞬風船のように軽くなったと思った体は、再び重力に負けてシーツに沈む。

　息を吸う。

　阿佐見の汗は、環の知らないにおいがした。








第五章　気が付いたら、それは恋。









　いいにおいの体を抱いて眠る、天国にいるような幸せなひとときから、アラームの音で現実に戻る。

　瞬間、阿佐見は罪悪感にかられた。

（あたしったら、なんてことを……！）

　行為そのものに問題はない。

　ない筈だ。

　恋人の環と、近いうちにこういう関係に進むだろう、という予感は、以前からあった。

　一回目の挑戦はうまくいかなかったけれど、失敗も初々しい証拠と言えばそうだし、微笑ましいムードで進めることができていたと思う。

　あのまま円満に、いい感じで恋人として関係を深めていけそうな、そんな気がしていた。

　──それなのに、なんだ、この二回戦の余裕のなさは。

　自分の感情を持て余して、いっぱいいっぱいで、ロマンティックなムードなど、かけらも作れなかった。

　環の、大切な大切な、初体験だったというのに（実は阿佐見もだが）。

　目を覚ました後の、絶望的なまでの敗北感ときたらなかった。

　胸の中一面、後悔の味しかしない。

　敗因はわかっている。

　ひとえに、阿佐見の未熟さゆえ、だった。

　ずきずきと、こめかみが脈打つような頭痛がする。

　昨夜、環自身も飲み会帰りで、酒の香りに鈍感だったのかもしれないが、阿佐見も新しいプロジェクトの顔合わせで、それなりの酒量を飲んでいた。

　飲まされるとわかっていたから、車ではなく、公共交通機関を使って横浜に向かったのだ。

（そうでもなきゃこんなみっともない事態にはー！　あぁー！　やっちゃった……）

　大切に大切に、溺愛したい恋人だった。

　その邪魔になるのなら、──環が怖がるのなら、性欲なんていくらでも、ないことにできる。

　そう思っていた。

　阿佐見にとって、スカートをはいて、ロングヘアのウィッグをつけ、女性らしい喋り方を選択している時が、一番自分らしくいられる時間だ。

　でも、好きになった人を前にすれば、勃つものは、勃つ。

　その事実と感情を、自分の中で、うまく繋ぎ合わせることができない。

　もちろん、言葉で上手に説明するなんて不可能だ。

　誤解されやすいところだが、阿佐見は、女性の体になりたいわけではないし、男性を愛するために婦人服を着たいわけでもなかった。

　メンズ服や、男性らしい喋り方という枠があると、したいことにブレーキがかかり、言いたいことが言えず、制限されるものが多くて、窮屈なのだ。

　女性装が好きなだけなら、コスプレなどと同様の趣味として、休日だけ楽しんだらいいのに、どうして四六時中この恰好でいなければ気が済まないのか、と自問自答したこともあった。

　でも、どうしても、こうしていたい、と、体が言うのだから、仕方がない。

　自分の中に、男性の阿佐見と、女性のアサミがいる。

　ふたりとも自分自身だが、フラワーデザイナーを職にした自分が今、軸足を置いているのは、いわゆる「女らしい」感性を持つアサミの方だ。

　心理学には詳しくないが、二重人格、というものに近いのかもしれない。

　めいっぱい女性としておめかしして楚々と振る舞っている時に、勃起してしまうと、自分自身に裏切られたようで、悲しくなる。

　でも同時に、男性なんだからしょうがないか、という諦念を感じてもいる。

　そういう意味では、ふたつの人格がマーブル状に溶け合っているとも言えた。

（我ながら、めんどくさぁい……！　から、他人に理解してもらいたいとは、最初から考えない。そう。そうなのよ。そのつもりなんてなかったのに、恋人なんかできちゃうから……人生ってわからないわー！）

　しかも相手も、異性装をする女性。

　複雑×複雑で、めんどうなことこの上ない。

　言葉にするとしたなら、ふたりとも、いわゆるクロスドレッサーの分類に入るのだろうけれど、環と阿佐見が完全に同じ考えなのかと問われれば、疑問だ。環は阿佐見の目には、どちらかというと中性的な人のように見える。

　しかし、外側から見える部分だけで判断はできない。

　とにかく阿佐見は、環が好きだ。

　自分のめんどうさも、多分同レベルにはめんどうであろう環のこともひっくるめて、調整をがんばろうと思えるくらい、好意を抱いてしまったのだ。

（譲り合って……できるだけ環の望む方へ染まろうと……思って、最初の時は任せてしまったのだけど）

　やはり、難しかった。

　環は環なりに、阿佐見に気遣いをさせまいとしたのだろう。

　処女なのに、慣れた振りをして、上に乗ってねじこもうとしたのだ。

　痛い思いをさせてしまったことを、阿佐見はずっと悔やんでいた。

　次の機会は、もっと自分ががんばらなきゃ──と思っていた。

　それがよりによってこんな。

　強引に、ことに及んでしまうなんて。

　嫉妬とは、怖いものだ。

　色々晒しすぎ、我慢していたぶんまで放出しすぎ。

（縛るなんて……！　あたしにそんな趣味はないのに！）

　ほぼ未経験だった人にして許される所業ではない。と思う。

　その他、諸々、もう反省点しかない。

　なんとか最後まで辿り着けてよかったものの、環に嫌われていないか、心配でしょうがなかった。

　環はまだ、すやすやと眠り込んでいる。

　もともと彼女は寝つきがよく、他人の家でも無防備に熟睡するし、少々の物音では起きなかった。

　それに加えて、まだ時間が早い。

　阿佐見は壁掛け時計をちらりと見上げた。

　午前四時半。

　市場が開かれる日の起床時刻だ。

　セリが開かれる前に、一通りその日の入荷をチェックしておきたい。

　そう考えると、市場に六時頃には到着していなくては。

　逆算すると、もう支度を始めなければいけない時間だった。

　シャワーを浴びて、髪を乾かして。

　補正下着をつけつつ、服を着て。

　ヒゲを剃って、化粧をして。

　ウィッグをつけて、スタイリングして。

　女性の朝支度は時間がかかるというが、阿佐見の場合はそれにもましてやることがある。

　のんびり反省会をしている時間はどこにもない。のだが。

（行きたくないわぁー）

　本当は仕事も身支度も、大好きだ。

　こんなことを思うのは、初めてだった。

（フリーランスの特権で、今日は定休日にしちゃおうかしら）

　……なんてね。

　阿佐見の唇から乾いた笑いが漏れる。

　頭の中で、発注内容と在庫を組み合わせてみるが、やりくりは不可能そうだった。

　切り花は足の速いナマモノだ。買い置きがきかない。

（えーい、しょうがない！　働かざる者、食うべからずよ）

　未練たらたらの体を環からそっと引き剥がし、ベッドから降りた。

　床に落ちていた環のハンドバッグを拾い、ベッドヘッドの柱にかける。

　万一、彼女が寝過ごしそうになっても、ここに置けばスマートフォンのアラームが鳴った時に、耳に入る筈だ。

　環にも、仕事がある。

　きちんと顔を突き合わせて昨日のことを謝れるのは、後日になりそうだった。

（時間が空いちゃうのは不安だし、そうこうしている間に、気持ちがすれ違うのが怖いけど……）

　とりあえず、湯に浸してきたタオルで、環の体を隅々まで拭いた。

　きれいになった裸体を見下ろしていると、また、妙な気分になってくる。

　昨日、うまく自分の舵取りができなかったことをあれだけ反省した後なのに、目の前の白い肌にはあっさり誘惑されてしまう。

　スリムで、適度に筋肉のついた肉体。

　それでいて柔らかくすべらかな肌。

　バランスのよい、長い手足。

　浮かびあがる鎖骨や刻まれたへそが肢体にきれいな翳を作って、寝ている姿はまるで彫像のようだ。

　あまり生々しさを感じない体だが、ひとたびスイッチが入れば感度よく跳ね、肌は淡い桃色に染まった。

　細い腿の付け根を探ると、柔らかな茂みの中に豊潤に蜜を湛えていて、中はとろりとあったかくて──。

　甘い回想の間に、阿佐見の体はしっかりと男の反応をしてしまっていた。

　頭の中がムラムラと、ピンク色の靄がかかったようになり、あんなに環に謝りたい、と思っていた気持ちさえ、うっかり飛んでしまいそうになる。

（──いい加減にしなさいよね、恥知らず！）

　そう、女の自分に叱ってもらわなければ、もう一度環を襲ってしまいそうだった。

　阿佐見は浴室に行くと、冷たいシャワーを頭からかぶる。

　煩悩と酒の残り香を吹き飛ばすと、あとは時間と戦いながら、無心で支度をした。

（……ん。よし、五分はあるわね）

　完璧に準備を整えた阿佐見は、一階に降り、店舗部分に足を向けた。

　ひんやりとクーラーに冷やされた部屋の中で、花たちもまだ眠たげにまどろんでいるように見える。

　梅雨入りや父の日が近いので、並んでいるのは佇まいのすっきりとした、見る者に清涼感を与える切り花が多かった。

　色で言うなら、淡い青から紫、白。

　トルコギキョウ。

　デルフィニウム。

　アンスリウム。

　ストック。

　アジサイ。

　ブルーレースフラワー。

　バンダなど、南国らしい夏の花も、少しずつ仕入れ始めている。

　種類ごとに水揚げ方法を変えたり、品質保持剤を入れたり、毎日切り戻しをしたり、器をこまめに洗ったり。

　手をかけてあげたぶん、きれいに咲いてくれる花たちは、とても、愛しかった。

　めんどうを見て、情が移った花たちを手放すのは、いつだって少し、さびしい。

　でも、ごめんね。お客さんのところで、いい仕事してね。

　そういう気持ちで送り出すのだ。

　並んだ花の中から、阿佐見は一番お気に入りの、大輪のクリーム色のバラを束ごと引き抜く。

　ほころび始めたバラは、まだ、そのまま売れるほど、新鮮だ。

　阿佐見はざっと茎の滴を拭ってからまとめると、まとめて二階へ持ってあがった。

　バラは、定番すぎるくらい定番ではあるけれど、品種改良がもっとも盛んな、最先端のバイオテクノロジーが生かされ進化した花でもあるのだ。

　国内の農園のオリジナル品種も多い。

　色に大きさ、花弁のつき方、香り。

　それぞれ違いがある。

　仕入れで見たことのない品種を発見して、テンションがあがる率は、バラが一番高かった。

　これもそのうちのひとつだ。

　しっとりしたクリーム色の花弁の内側に、ほんの少しピーチが滲んでいる。

　恋を覚えたばかりの少女の頬のよう。

　うっとりするほどフレッシュで色っぽい。

（びっくりするかしら……環）

　阿佐見はベッドの傍で、バラを花首まで切り詰め、眠っている環の周りに、惜しげもなく敷き詰めていった。

　ところどころには、ほぐした花弁を散らす。

　バラのベッドだ。

　部屋一面に、甘い芳香が漂いだす。

　環が起きる時、阿佐見はそばにいられないから。その代わりに。

　少しだけでも、彼女に、きゅんと幸せな目覚めをあげたい。

　阿佐見はメモと合い鍵を、チェストに置いた。

　時間いっぱい悩んだくせに、ごめんね、も、大好きよ、も、文字ではとても言い表せなくて、この上なくシンプルな文面になってしまう。




『おはよう、環。お先に。市場に行ってきます。　　アサミ』





　　　＊　　　　＊　　　　＊






　全国最大規模の花市場は、大田区にある。

　都内近郊の花屋が集う場だが、スクリーンと端末の操作でセリは事足りるし、同業者との付き合いは最低限しかしていないので、誰かに話しかけられるということもない。

　気楽なものだ。

　一応つばのある帽子をかぶることが多いが、喋らなければ、ほとんど男性とばれることはなかった。

　女性にしては背が高い、と振り向かれることはあったし、男っぽい顔だと思われているかもしれないが、目の前でキモイ、などとは言わせないよう、髪型や化粧、立ち居振る舞いには気を遣っていた。

　取引先と話す時は、声でわかってしまうが、その時は喋りで引き込んで、さっさと好感度を獲得してしまう。

　女性らしい緻密さと、男性らしい剛胆さをアピールできる、プレゼンは大の得意だ。

（ま。八割ハッタリと言えば、そうなんだけどね）

　それなりにうまく世渡りしている阿佐見だが、それでも、自信を持てない時期はあった。

　女性の装いのまま外に出ることができず、ショップ名の『nid』が比喩ではなく、阿佐見が引きこもる『巣』だった時代が、確かにあるのだった。

　まだ地元で働いていた二十歳の頃、自室で女ものの服を着ていた阿佐見を見つけた母親は、ショックを受けて言葉を失い、自分の寝室に閉じこもって、泣き伏した。

「東京に行く、最終的には自分の店を持ちたい」

　障子越しにそう話すと、資金は貸してやるから好きにしろ、滅多なことでは家に帰って来るなと、釘を刺された。

　実家はそれなりに歴史のある家だ。

　跡継ぎだと思っていた長男が、女装男子という事実を、母親は受け入れられなかったのだろう。

　近所の目を気にしたのかもしれない。

　インターネットの掲示板で、思春期から飽きるほど見てきた、『女装子あるある』だった。




　自分の中の、そうした欲求に気付いたきっかけは？　と訊かれることがある。

　阿佐見の場合は、赤いランドセルやリボンやレースといった、物へのあこがれは後からついてきたもので、きっかけは、四歳から習っていた華道──花だった。

　継続は力なりという。

　小学校に入ってからは、ジュニアの審査制展覧会で賞を獲り、デパートの催事などで展示されることもまま、あった。

　天才だと褒められれば、こどもなので、わかりやすく天狗になっていた……かもしれない。

　ある時、展覧会に、金賞の阿佐見と、銀賞に選ばれた同年代の女の子の作品が並んだ。

　たまたま同じ時間に会場を訪れた、銀賞の子に、阿佐見は、

「こっち、オレが活けたんだ。どう思う？　そっちと比べて」

と訊いたのだ。

　……今となっては、思い出しただけで、恥ずかしくて、穴に埋まりたくなる。

　しかし、当時の阿佐見は、女の子が悔しさを露わにするか、負けを認めてしょぼくれるのを、期待していた。

　発想の斬新さ。完成度。こどもらしい伸びやかさ。

　どれをとっても、お前は及ばないだろ。どうだ、認めろよ。

　期待で胸と鼻の穴を膨らませて返事を待つ阿佐見に、女の子は、澄んだ声で、言った。

「とても素敵。特に、この紫の花が」

　えっ、と、女の子に指されたカトレアを見ながら、阿佐見は戸惑った。

　審査のために、とびきりいい花材を仕入れてもらったのだ。

　花が素敵なんて、当たり前じゃないか。

「こっちの私のは、桃の蕾がいいでしょ？　枝の曲がり具合もぴったり。私、誕生日が雛祭りの日なんだ」

　そうじゃなくて。

　阿佐見は金賞で、彼女は銀賞で。

　自分の『勝ち』の筈なのに。

　『負け』の顔をせず、なおもいとおしむような目で自分の作品を見る女の子に、胸が疼いた。

　しばらく、頭を殴られたようながーんとした衝撃が抜けず、寝る前に、彼女とのやり取りを思い出しては、眠れなくなる日が続いた。

　何度も何度も、あの時ショックを受けた理由を考えて、そして気付いたのだ。

　自分の中にも、「あの花好きだな」「かわいいな」だけで世界が完結する、柔らかで可憐な感性が生きていること。

　そして、その感性を「女々しいって言われるかも。オレは男なのに」「審査で勝つならこっちが有利だ」と言って、力ずくで黙らせてきたのも、自分だった。

　心はひとつじゃない。

　相反するふたつが同じ器の中で軋んでいた、その静かな焦燥を、屈託のない女の子の言葉が、照らしてくれたのだった。




　中学生になった阿佐見は、積極的に女子に話しかけていくようになった。

　彼女たちの感性や世界観に、興味が湧いてきたのだ。

　女子たちは、「かわいい」「きれい」を見つける才能を、天から与えられて生まれてきていた。

　凝った装丁の本や、美しい書体でつづられた物語、細やかな感情の移ろいを描いた少女漫画、切り絵のような模様のしおり。

　桜筏の張る小川、日の当たる水飲み場、校庭にかかる虹、野山に咲く花。紅葉した椛もみじに大きく帆を張った蜘蛛の巣、枯葉を閉じ込めて凍った溜め池。

　プチプラのかわいい髪留めやリップ、マニキュア。

　みんなの中心に立つ元気な女子ではなく、教室の隅で本を読んでいる、姿勢のいいおとなしい女子とよく意気投合した。

　彼女たちとのお喋りに、時に感銘を受け、時に共感する中で、阿佐見は確信した。

　自分の中にも、確実に彼女たちと同じものを愛する心がある、と。

　ただ、女子と一緒にいると、男子にからかわれることが増えた。

「お前、女子かよ！」

「ナヨナヨすんな！」

　侮蔑の声音で言われるのが、阿佐見は納得いかなかった。

　だって男子は、校庭の隅に生えたシロツメクサを平気で踏むのだ。

　こっちがナヨナヨなら、そっちは野蛮だ。

　けれどはっきり言い返せるほど、自分が正しいと信じ切ることもできず、胸の中がもやもやした。

（……オレは、どっちかというと、女子の方に、近いのかな。体は男だけど……）

　あまりにからかわれるので、自分でもよくわからなくなってきて、夜な夜な、インターネット検索で見つけたページを読み漁るようになった。

　女装男子と言われる人たちが化粧をし、華麗にスカートを着こなして『自撮り』しているのを見ると、自分もやってみたい、と、興味が湧いた。

　通販で密かに買い集めた化粧品とウィッグ、ワンピースを、初めて身につけた時のなんとも言えない高揚感は、今でも忘れられない。

　この姿で、素直な感性のまま、花を活けたいな、と思った。

　一番純粋な気持ちで、花に触れる気がする。

　しかし、思春期の少年にとって、女装姿で人前に出るという壁は、高すぎた。

　諦めて華道教室には学ラン姿で通い続けたが、どこかにこれは世を欺く仮の姿、という気持ちが強く残った。

　優しい手つきで花を持ち上げ、心の中で、花に向かってそっと「かわいい」と囁きかける。セルフ・イメージの自分は、いつもスカートをはいている。

　その頃の阿佐見は小学生の頃とは違い、花を活けることそのものを楽しめるようになっていた。

　賞は獲れなくなったし、大人たちは色々口を出してきたけれど、構わなかった。

　人の評価におもねるのではなく、自分の感性を──自分の思う『素敵』を、めいっぱい、肯定していたい、と、思ったのだ。

　装った姿だって、そうだ。

　生まれ持った性の枠から出ない振る舞いは確かに『正しく』て、みんなの言う通りにしていれば『勝ち』だけれど。

　でも、自分の中に確固としてある『素敵』に近づく覚悟もないくせに、花を活けていても、意味なんてない。

　花にだって、失礼だ。




　阿佐見は、基本的にずっと花と両想いでいられた。

　だから実家を出て、知り合いのいない東京に来ても、さびしくはなかった。

　小さな駅にも花屋はあったし、都会の住宅街にはきれいに整備された公園や個人の庭がある。

　土に植わった花は、日々、花弁の開き具合や表情が変わっていった。

　雨や風の影響を受けてなぎ倒されることもあるし、意外なほどのしたたかさを見せることもある。

　盛りを迎えた後、少しずつ散ったり、崩れたり、枯れたりして、土に還る。

　その、季節よりも短い生を慈しむ気持ちが、阿佐見の中でどんどん育っていった。

　買い出しのついでにひっそりと花を見ていると、ごく稀に、花好きな人が話しかけてくる。

　そういう人たちは女装している阿佐見のことを、変だ、とは、言わなかった。

　阿佐見は、仮住まいのアパートから、少しずつ行動範囲を広げていった。

　自分の店を立ち上げる前に、勉強のために人気店でアルバイトをさせてもらおうと決め、その面接にも女装姿で向かった。

　心ない言葉や偏見にぶつかる日もあった。

　しかし、最終的に採用してくれた店の店長とは、今もいい付き合いが続いている。

　そして、自分の作風なら、ファッション関係者が多く行き来する表参道エリアが合うだろうと狙いを定め、母親から借りた資金で、住処、兼、大切なものの置き場である巣──『nid』を作った。




　ほとんどの人が、そこに店があるとは気付かないし、宣伝もしていない『nid』は、地道につながりを広げ、仕事を獲得していった。

　代官山にあるレストランウェディング会場のセッティングも、そのひとつだ。

　その日のフラワーアレンジメントは、阿佐見のお気に入りの育種家が作出した、オリジナル品種のバラをベースにしていた。

　お姫様のドレスみたいにフリルたっぷりの波状弁咲きで、ライラックと薄桃色が混ざったような色のバラ。

　使ってしまえば予算が厳しくなってしまうのはわかっていたけれど、新郎新婦の理想に叶うのはこれしかないと思ったし、バラの名前はどれも素敵だけれど、ことに『ラ・マリエ』──「花嫁」を意味するそのバラの名は、結婚式にぴったりだった。

　実績の少ない阿佐見に仕事をくれた会場への恩もあるし、写真を撮ればサンプルブックにも使えるし……と自分に言い訳しつつ、利益のほとんど出ないアレンジメントを卓上にセットしていると、ショートボブの美容師が、ふらりとレストランホールに入って来た。

　新郎新婦が到着するまで、時間が余っていたのかもしれない。

　けれど、普通に考えて忙しい時間帯に、わざわざテーブルのそばに寄って、自分のアレンジした花を見つめてくれている。

　そのことが阿佐見は嬉しかった。

「お花、好きなんですか？」

　通りすがりに声をかけると、美容師は顔をあげた。

　首がすっと長くて顔が小さい、ひなげしみたいにきれいな人だと思った。

「うーん。好きと言うにはおこがましい。でも、すごく素敵だな、と思って」

「素敵でしょ」

　阿佐見は思わず、にこっ、と笑ってしまう。

　細かいことはわからなくていい。

　花たちのいじらしいほどのかわいさを、愛でてくれれば、それで。

　そう思っていると、美容師は、更に嬉しいことを言ってくれる。

「装花が『nid』さんに変わってから、花嫁さんのヘアードが、披露宴が終わっても瑞々しいままで、すごいねって上司と話していたんです。なにか、特別なことをされているんですか？」

「よくぞ訊いてくれました。花の種類ごとに、品質保持剤を変えてるの。色々実験してきたから、よかったら、好きな花のもたせ方、教えちゃうわよ」

「いえ……。お恥ずかしながら、家では全然花を飾ったりする習慣がなくて。なかなかお世話をしたり、ゆっくり眺めてあげる余裕がないので、かわいそうで」

「なるほどね。……じゃあ、はい」

「え？」

　阿佐見が名刺代わりのショップカードを差し出すと、美容師はきょとんとした顔になる。

「ちゃんと、話、聞いてたわよ。家に飾れないなら、あたしの店に見に来ればいい、と思って」

「でも……」

「気が向いたらの話よ。よかったら、気兼ねせずに遊びに来て。今日の装花、特に力作なの。ここのバラ、東京で取り扱っているとこ、少ないのよ。気に入ってくれて、嬉しい」

　あまり強引に誘うと、営業だと思われてしまうかもしれない。

　ましてや、オネエ言葉だ。

　警戒されてしまうだろうか。

　しかし。

　素敵だな。

　素敵でしょ。

　短いやり取りの直後、美容師との間に走った電流は、言葉では表せない、印象的なものだった。

　ようやく小学生の時から刺さったままだったトゲが、抜けた気になる。

　その上、理由はよくわからないけれど、この人のことがもっと知りたい、と、思った。

「じゃあ、機会があれば」

　そう、美容師──瑞原環は言った。

　親しくなることを望んでいない素っ気ない言い方だったので、あまり期待は持てないと思っていたが、数週間後、彼女は知人の個展に持って行く花束を買い求めに、『nid』にやって来た。





　　　＊　　　　＊　　　　＊






「あ！　いらっしゃい、来てくれたの、瑞原さん」

　遠慮がちに『nid』のとびらを開けた環に、阿佐見は驚きを押し隠しつつ、弾んだ声を出した。

　数週間前、駄目もとでショップカードを渡してはみたものの、まさか本当に来てくれるとは思っていなかった。

「こんにちは。今日は、花束を作ってもらおうかなと思って」

「やだ、気を遣わないでよ？　あたしはただ、お花を見に来てって……」

「遣ってない。甘いものが苦手な人に、ちょっとした手土産を持って行きたいんだ。ただ、どうやってオーダーしたらいいのか、わからないんだけど……」

　環は、ガラスの器に入った色とりどりの切り花を端まで眺めた後、阿佐見に視線を戻して、微笑を浮かべた。

「やっぱり、いいね。『nid』さんのお花。これだけずらっと並ぶと、壮観だ」

　耳触りのいいアルトの声に、阿佐見の胸がずきゅんと撃ち抜かれる。

　あれ。

　この人、こんなに美人だったっけ。

　環は黒のトレンチコートにパンツ、いかついブーツを合わせた私服で、脚長のスタイルの良さが強調されている。

　メイクも、アイシャドウの入れ方といい、唇の艶の出し方といい、近くで見て研究したいくらい、元の顔立ちの魅せ方が巧みで、彼女に似合っていた。

　プロだから当たり前なのかもしれないけれど。

　内心動揺しつつ、阿佐見も、プロの顔を作った。

「お褒めの言葉、ありがとう。花束？　そうね、どんな感じでも作れるけど……メインの花材を選んでくれてもいいし、贈る方の雰囲気や好きな色からでも」

「じゃあお任せしようかな。相手はお世話になったことのある写真家の女性で……」

　環は、今日花束を渡したいという相手のことを、簡単に説明してくれる。

「……ふうん。瑞原さんと共同でブック（作品集）を作ったことのあるカメラマンさんが、初めての個展をね。写真展のＤＭ（ダイレクトメール）って、今持って来てる？」

「これ、どうぞ。情熱的で、美的感覚の鋭い人なんだ。『nid』さんの色合わせのセンスも、なかなか他で見ないものだから、きっと喜んでもらえると思う」

「オッケー。ご期待に添えるようにがんばるわ。まだ時間はある？　じゃあ、お茶を淹れるから、飲みながらゆっくり、お店の中でも見てて」

　うきうきした気持ちになりながら、阿佐見は環に椅子を勧め、自分で育てたローズマリーとレモングラスを使ったハーブティーを淹れた。

　それから、環の話やＤＭから膨らませたイメージを元に、切り花を選んでいく。

　赤いプロテアの大輪を中心に置き、白に赤紫の筋が入ったアマリリス、紫のシンビジウム、真紅のバラを合わせ。

　そこにモンステラの葉を一枚添えて、環に見せた。

「こういう感じ、どう？　イメージと違ってたら言ってね」

「ううん……ぴったりだと思う。真ん中のそれは、花？」

「プロテアのこと？　個性的でしょ」

「すごい。他の花とのバランスが、難しそうな花なのに。そうやって花束にするんですね」

「ラッピングによっても、また印象が変わるわよ」

　スパイラルに組んだ花を、色違いのラッピングペーパーのそばにかざして見せると、環は興味深そうに身を乗り出して、頷いてみせる。

「本当だ……」

「こういう感じとか」

　アンティークライムのラッピングペーパーの前にかざし、緑色と茶色、二色のラフィネを持ち手付近に絡ませると、ナチュラルカラーの中でビビットな花色が際立って見えた。

「……いいですね」

「本当？　なんでもリクエストして欲しいわ。もっとゴージャスにもできるし、華やかな感じにも」

「いや。このスタイリッシュ路線を貫くべきでしょう」

　環はきっぱりと言い切る。

　我ながら、なかなかいいコーディネートかも、と思っていたから、同調してもらえて、嬉しさもひとしおだった。

　鼻歌でも歌いたい気持ちで、阿佐見は笑み返してしまう。

（わかってるじゃない、あなた）

　スキップでも踏みたいくらい、気分が高揚しているのが、自分でもふしぎだったが、仕方ないこととも言える。

　こんなきれいなお姉さんが、真っ赤な花束を持って、颯さっ爽そうと表参道を歩いて行くところを想像したら、テンションはあがるわ。そりゃあ。

　ものすごくかっこいい。

　まるで映画の一シーンみたいだ。

　幸せな子だね、お前たち。

　茎の下部をハサミで切り揃えつつ、手元の花束に上機嫌で話しかけたくなってしまう。

　流石に、環の前では、できないけれど。

「あ」

「なに、なに？」

　要望があれば今のうちにどうぞ、と促すと、環は、たいしたことじゃないんだけど、と前置きしてから、小声で続ける。

「花言葉とか、気にしなくてよかったのかな……と思って」

「なるほどね」

　花に関係する仕事をしていると、よく受ける質問だ。

　もっとも、そういうことを気にするのは大抵、意中の女性に花を贈ろうとする男性だけれど。

（ふーん……見た目だけでなく、中身もイケメンな人ね）

　阿佐見は感心する。

「そうね……相手がものすごく詳しいなら別だけど、花言葉って、本によって内容が違ったりもするから、あんまり気にしすぎる必要はないと思うのだけれど」

「へえ、そうなんだ？」

「たとえば、アジサイは、雨の中耐えることから『辛抱強い愛情』とか、ガクが寄り集まってるから『家族団欒』とか、土の酸性度で色が変わるから『移り気』とか」

「意味がバラバラなんだ。そっか。ウェディングで秋色アジサイはよく使われるけど、『移り気』って意味があるとは、知らなかった」

「特徴に対して、解釈は人それぞれ、ってことね。毒も持っていないのに、悪く解釈するとか、花がかわいそうじゃない？　あたしはアジサイの肩を持ちたいわ。予算少な目のオーダーでも、一輪でたっぷりボリューム出してくれる、健気な子なのよ!?」

「なるほど。伝わりました」

　思わず花に肩入れしすぎてしまい、拳を握る勢いで熱弁してしまう。

　アジサイの、肩とか、どこのことよ。

　と自分に突っ込みたくなってしまった。

　環もほんのり笑みを浮かべたが、阿佐見をばかにするような色はそこにない。

　──あーあ。なんだか、空回りが過ぎるわ、今日は。

　咳払いして気を取り直しつつ、阿佐見は言った。

「……この花束は、ご心配無用よ。プロテアは、ギリシア神話に出てくる、なんにだって姿を変えられるすごい神様の名前が由来なの。『風格』とか、いい意味しかなかった筈よ。赤いバラは『情熱』だし。アマリリスはなんだったかな……」

　ブックラックから花言葉の本を拾いあげようとすると、環がやんわりと手で制止する。

「大丈夫。納得した。心配性でごめんなさい」

「ううん。無理もないわ」

「彼女にとっては一度きりの、大切な初個展だから。少しでもケチがつくのが厭で」

「瑞原さんのお友達は、幸せものね」

　完成した花束を差し出しながら、阿佐見は言った。

　最近珍しいくらい、友情に厚い人だな、と思う。

　第一印象はクールなタイプに見えたので、余計にギャップがあった。

　贈り物をするにしても、形式や見栄えにこだわるのではなく、相手を本当に喜ばせようという気持ちが元になっているのが、伝わってくる。

　そんな人が、記念のプレゼントを選ぶ時、『nid』の花を、と思ってくれたのが、なお嬉しかった。

　環は両手でゆっくり花束を受け取ると、かすかに鼻を動かす。

「ありがとうございます。いい香りがする。彼女に似合いそう……」

「あなたが相手のイメージをしっかり伝えてくれたからね」

「ううん。話をして作ってもらえるの、これぞオーダーメイドって感じで、楽しかったです。また、来ますね」

　その言葉も、やはり、単なる社交辞令ではなかった。

　何週間かに一度、環は、『nid』に足を向けてくるようになった。




「──あなたね。瑞原さん。オフのたびにうちに花を買いに来てるんじゃないでしょうね」

「え？　そうかな。先週のオフは着付けの勉強会だったし、先々週は……」

「先々週は、水曜に電話をくれて」

「ああ。モデルさんの誕生日のお花。急なお願いしてごめんね。アサミさんが対応してくれて助かったよ。編集部の人が、手配忘れてて」

「たまたま予定が空いてたから、それは構わないのだけれど」

「すごく喜んでた。アサミさんのお花は、もらった人がみんな気に入るから、薦めやすいよ。ありがとうね」

　見み惚とれるようなイケメン笑顔で、呼吸するようにさらっと褒められると、どきっとしてしまって、満足に謙遜もできない。

　これが少女漫画なら、環のバックにきらきら効果が配されているところだろう。

　互いの見た目は、漫画の定番とは逆の配置なのだが。

　そうか、これが乙女心か……、と、初めてのときめきに、阿佐見は動揺を隠し切れなかった。

「……で、今日は、夕方から、バンドのライブ？　付き合いがよすぎるのも考え物ね。休日全部潰れちゃってるんじゃない？」

「知り合いががんばってるの見ると元気がもらえるから、全然平気」

　環はマメな性格だった。

　一度ＰＶ（プロモーションビデオ）でメイクを担当したきりのガールズバンドのライブまで、毎回手土産を持って駆け付けるという。

　義理堅く、過去に引き立ててもらった人への感謝の気持ちを忘れない。がんばっている他人を見かけると、まっすぐ応援しに行ってしまう。

　というのは彼女の美徳だけれど、無理はよくない、と思う。

　時間や体力はもちろん、お金だって有限なのだ。

　環の場合、もう少し、それらを自分のために使うことも覚えた方がいい。

　そう思ってしまうのは、阿佐見のおせっかいだろうか。

　彼女を見ていると、少し、心配になる。

「瑞原さんがよく来てくれるようになったのは嬉しいけど、毎回買い物しなきゃ、とか、気を遣ってるのだとしたら、気にしないで欲しいわ」

「そういうわけじゃないから、大丈夫。花束、本当に好評で。特に女性には。お菓子と違って、太らないし」

「そんなこと言って、瑞原さんはあたしを太らせる気満々じゃない、まったく」

　そう。

　環は『nid』への来訪時にも、手土産のプチケーキやシュークリームを持って来るのだ。

　彼女の来訪時には、毎回ハーブティーを淹れて、もてなすのが恒例になっているが、それが裏目に出ていないか、心配でしょうがない。

　何度言ってもやめないので、せめて休日らしくゆったり過ごして欲しいと、座り心地のいいソファを店舗部分に引っ張り出してみたり、ショパンの音楽を流してみたり。

　気が付けばいつも、環が遊びに来る時のことを考えて、行動してしまっている。

「この前、産直仕入れをさせてもらってるバラの生産農家に行ってきたの。今日の紅茶は、そこのオリジナルのローズティー」

「あ、好きかも」

「そう思って、お土産でも買って来たから、よかったら持って帰ってね。で、これが、その時のアルバム」

「ありがとう。見てもいい？　……へえ。すごい。こうやって育てている人がいるんだね」

「そうなの。水揚げに下葉処理、鮮度管理に輸送対策。ものすごく手間がかかってる」

　阿佐見はオーダーされた花束を作りながら、環と他愛ないお喋りをする。

　環は勧められたソファでお茶を飲んだり、気が向けば立ち上がって店内を散策したり、気になる花の香りを嗅いだりするようになった。

　『nid』内では、自宅のように気ままにくつろいで欲しい、と思っている阿佐見には、願ったりだ。

　お花の「親」──農家の人たちを撮影してきた写真アルバムを見て、環は更に興味を深めた様子で、バラの切り花のあたりに佇んだ。

「なんだか、余計に愛しくなるね。ここにいる子たち、みんな箱入りのお嬢様なんだ」

「そういうこと」

（やっぱりこの人、わかってるわ）

　環が自分と感性が近いことを感じて、阿佐見は嬉しくなる。

　そうなのだ。

　物のようでいて、花はナマモノで、生き物だ。

　それが生花のよさでもある。

　やがて盛りの時は過ぎ、枯れていってしまう。

　食べてお腹が膨れるわけではないし、あまり実用的とも言い難い。

　自分と一緒の時間を過ごしてくれる子を、巡り会いの末に迎え入れ、少しでも長くもって欲しいと思いながら、手をかけて育ててやる感覚は、単なる消費とは、似て非なる行為。

　だからハマる人はとことんハマってしまうのだ。

　阿佐見の見立てでは、環にも、その素養があった。

（素養があるなら、開花させなきゃ。花に恋する感覚を知れば、人生が彩り豊か、まさにバラ色になるんだから）

　初めは花束のボリュームを増してサービスすることで、来てくれた環に感謝を示していたが、次第に、環個人へのプレゼントをオマケするやり方に切り替えていた。

「私の部屋に花は似合わないし、家にいる時間も短いから……」

と遠慮していた環に、阿佐見は焦らず、押し付けるようなこともせず、少しずつ助言を囁いていった。

「瓶詰のポプリなら、長く楽しめるし、香りもするから玄関に置くと、帰宅した時いい気分かもね」

「季節ものだと、リースもお薦めよ」

「ドライフラワーは軽いから、花束状のまま簡単に壁にピンで留められるわ」

「生花をクーラーの下に吊るして、自分でドライフラワーにしてもいいわね。水分が抜けると、色や雰囲気が変わったりするけど、それもまた楽しみってものよ」

「気軽に生花を飾りたいなら、いい一輪挿しをひとつ持ってると便利ね。最近は結構男性が、枝ものを一本、会社帰りに買って帰ったりもするのよ。駅の花屋さんなんて、結構遅くまで開いているものね」

　そんなふうに雑談しながら、少しずつ、環の中のハードルを引き下げていくようにした。

　花を飾ることは、けっして一部の金持ちだけの趣味じゃない筈だ。

　長い時間一緒に過ごしたものには、愛着も湧く。

　それはとても、単純なこと。

　触れてみればなおさら。かわいく見えてくるでしょう？

　さあ、ハマったことを認めておしまいなさい。

　ディープにハマりやすい趣味の世界のことを、『沼』と表現したりするが、『沼』に無理やり他人を引き込む必要はない。

　勝手にオチていくものだ。と阿佐見は思っている。

　次第に、オマケの生花を楽しそうに吟味するようになった環に、阿佐見はぐっと拳を握りしめ、心の中で歓喜の叫びを上げた。

（だって、本当は。最初から、恋にオチた顔をしていたもの。楽勝よ）

　商売心ではない。

　『nid』は企業のパーティやイベント、ウェディングが主な仕事先で、小売りにかける比重は少ない。

　仕事上の付き合いで発生した仕事や、ふらりと迷い込んで来た客を歓迎はするけれど、小売りの客を増やす努力は、ほとんどしていなかった。

　阿佐見は、仲間が欲しかったのだ。

　自分と感覚が似ていて、阿佐見を装いのことで敬遠したりしない人と、まったり花の話をして、いいものを見ていいと言い合えるようになれば、それで満足だった。

　もうひとつ付け加えるなら、仕事や他人のことばかり気にかけている美容師に、自分ひとりのためだけに潤いや芳しさを求める楽しみのことを知ってもらいたい、という気持ちがあった、だろうか。




「……あれ。私、もしかして、今、寝てた？」

「ちょっとだけね。ほんの数分よ」

「ああ。……ごめん」

　花束のできあがりを待つ時間、ソファの上でうたた寝をしていた環は、両手をあげてのびをした。

　元々色白な人だが、今日は、青いと言っていいほど、顔色が悪い。

「お疲れみたいね、瑞原さん」

「ん……」

　まだ眠気が残っているのか、長い睫毛を伏せ気味にしていた。

　恰好はいつものようにキマっているけれど、花々に囲まれてぼんやりしている彼女は、どこか守ってあげたくなるようなオーラが出ていて。

　まるで童話に出てくる眠り姫みたいだ。

　あの、ガードの堅そうだった人が、人前で眠るだなんて。

「急に立ち上がらない方がいいわ。あったかいお茶を淹れるわね。仕事、大変？」

「ありがとう。……ちょっと師匠の案件で、大きめのショーの企画がね……。『nid』さん、いい香りがするし、落ち着くし、ぼうっとして、眠くなっちゃった……」

　ぼそぼそと口からこぼすのも、寝起きの声。

　隙だらけだ。

（無防備すぎるわよ、こら）

　変なことをするつもりは、阿佐見には毛頭ないけれど。

　他の男の前でこんな姿を見せた日には、普段とのギャップとも相まって、余計にかわいらしく見えてしまうのではないだろうか、と思うと、気が気でならない。

「ごめん。いつも、たいして買わないのに長居して」

「そんなの、言いっこなしよ」

　友人として信頼されているらしいという嬉しさと、環の体力が心配なのとで、阿佐見は複雑な気持ちだった。

　ねえ、無理してるともたないわよ。

　人に与えることばかり、気にして。

　もう少し自分のことも、大事になさい。

　彼女を思い切り甘やかしたくて、栄養をあげたくて、ぎゅんぎゅんと気持ちが疼いて、落ち着かない。

　なんなんだろう。この気持ちは。

　苛立ち、だろうか。

「ね、瑞原さん。開き切っちゃったバラで、バスセット作ったの。お風呂に浮かべたら、疲れにも、美容にもいい筈よ。今日はこれ使って、ぬるめのお湯に浸かって、早めに寝なさいね」

　いただきもののかわいいキャンディボックスの蓋を開けて、中に詰めた色とりどりの花弁を見せると、環は困ったような顔を見せた。

「わ。贅沢。私がバラ風呂なんて。もったいなくて、バラが泣いちゃうよ。それが似合う美女にあげればいいのに……」

「瑞原さんはちゃぁんと、花の似合う素敵な人じゃない」

　本心を素直に口にしただけなのに、

「またまた。アサミさんは優しいなぁ……」

　さらりと、謙遜で流されてしまう。

　『オネエ』さんの振る舞いを意識して真似すれば、照れてしまうような甘い言葉へのハードルはぐんと下がった。

　男の恰好をしている時より女性に警戒はされないけれど、異性として意識されないぶん、言葉に重みを持たせることは難しくて。

　不甲斐なくて、唇を噛んでしまう。

（……あれ。でも、そのことのなにが、そんなに悔しいのかしら）

　胸の中で、じれったさが疼く。

　花弁を摘まみあげて香りを嗅ぐ、環の横顔。

　刈り上げてすっきりとした、白い首筋。

　眠たそうな瞳は、うっすらと涙の膜を張ってきらきらと、でもどこかさびしそうで。

（……どうして、あたしはこんなにこの子が気になるの？　放っておけないって思うの？　透き通るような目から、視線が外せないの？）

　阿佐見がうろたえていると、ふいに環と目が合った。

（……な、に？）

　思わず、呼吸を止めてしまう阿佐見に、環は屈託なく微笑む。

「花弁一枚一枚を見てても、飽きない。色もきれいだし、触り心地もいいし」

「そ、そうでしょ、そうでしょ。使った後はキッチンペーパーの上で乾かしておけば、ポプリになるから」

「もう。……すっかり、好きになってしまったみたい。アサミさんのせいだよ」

　「花が好き」だと。

　そういう文脈だとわかっているのに。

　最初より柔らかい表情で笑うようになったな、なんて思ってしまうと、疾走し始めるドキドキが、阿佐見の胸を苦しくさせる。

「……あたしも」

　──長い時間一緒に過ごしたものには、愛着も湧く。

　──触れてみればなおさら。かわいく見えてくるでしょう？

「好きになっちゃった。……あなたのこと」

　──さあ、ハマったことを認めておしまいなさい。

　なんのことはない。

　環をオトすつもりで、気付けば阿佐見は、自分がオトされていたのだった。





　　　＊　　　　＊　　　　＊






　そんなきっかけで環と付き合い始めてから、五ヶ月が経とうとしていた。

　一緒に過ごせる一瞬一瞬を、とても大切にしてきたつもりではあるが、それにしてもあっという間だったなぁ、と思う。

　少し前のことを思い出しながら、無事、仕入れを終えた阿佐見は、買った花を車に積み、『nid』に戻ってきた。

　涼しい部屋に荷物を置くと、阿佐見はとりあえず、二階にあがった。

　ベッドはもぬけの殻だ。

　時間的に、期待はできなかったけれど、やっぱり少しさびしかった。

「仕事、なんだから。仕方がないんだってば……」

　自分に言い聞かせるように声に出して言ってみる。

　甘い花と汗の残り香が混ざり合った寝室にじっとしているのは、苦行のようだった。

　鼻で呼吸をすることをやめて、細く長い溜息を吐けば、ベッドそばのチェストが目に入る。

　合い鍵がなくなり、メモには行数が増えていた。




『おはよう、アサミさん。私も仕事に行ってきます。お花、夜、取りに来ます。遅い時間になったらごめんなさい。　　環』




（……行ってきます、だって。このやり取り。まるで新婚夫婦みたいじゃない？）

　勝手に口の端が持ち上がる。

　メールで交わせばいいような会話だが、角ばった小さな文字の並ぶ直筆からは環の几帳面さが滲んでいるようで、大変、味がある。

　そして。

　最初から目に入ってはいたのだが、メモのそばには水の入ったガラスのデザートボウルが置かれ、朝に阿佐見が撒いたバラの花首が、きれいに浮かんでいるのだった。

（……もう。そのまま置いててくれて、構わないのに、あの子ったら……）

　ただでさえ、朝は支度で忙しいだろうに、いじらしい心遣いに、ぐっときてしまう。

　今まで阿佐見がプレゼントしてきた花も、環の家で、こんなふうに飾ってもらっていたのだろうか。

　茎が短くなるまで、何度も切り戻しながら。

　手間もかかるだろうに。

　その想像は、阿佐見の胸を甘く満たした。

（あんなこと、しちゃったのに……。優しい子……）

　一時の嫉妬で激してしまい、環を傷つけるようなことをしてしまった自分を、強く、悔いる。

　自分があの子にあげたいのは、あんな愛じゃない。

　きらきらした、甘い水のような、とっておきの愛を適量。

　仕入れて来た大切な花を置き去りにしても構わないくらい、気になって仕方ない、たったひとり特別なあの子に、注いでいきたかった。








第六章　ゆき違う感情、深まる愛。









「うわっ！　なんだ、これ」

　環の大声に、現場から戻って来たばかりのアシスタントたちが、次々と『Radiance』のカウンターに集まってくる。

「どうしたんですか、環先生」

「あー……ごめん、なんでもない……」

　まずい、と思った環が、声をあげた原因をさりげなく背後に隠すと、美侑季が腕を組み、カウンターの奥を見遣った。

「ああ、その竹。あさっての七夕祭りのリハーサルで、おすそわけで一本もらったんですが、枯れかけてますね。お客様がご覧になったら見苦しいから、愛理、裏に下げておいて」

「はーい。せっかくみなさんに短冊書いてもらったのに……」

「確か、去年使ったプラスチックの竹と七夕飾りが、倉庫にある筈ですけど」

　運よく勘違いした美侑季と愛理、そして麻ま弥やが、カウンターにあった竹を回収していくので、環はこっそり、カウンターの中のなぎに目配せした。

　環の意図を読んで、余計なことを言わないでいてくれたなぎに、他の子たちが去ってから、礼を言う。

「……ありがとう。ごめん、なぎちゃん。大声出して」

「いえ。もしかして、ご存じなかったですか？　南さんからは、なにも……？」

「聞いてない。こんなもの、職場に、なんで……」

「渡してくれたらわかるから、っておっしゃっていたので。環先生って、南さんとお付き合い……」

「申し訳ないけど、そんなつもりはないよ」

「……そうなんですね。受け取らない方がよかったでしょうか」

　環は溜息をつきたくなったが、後輩の手前、我慢して笑顔を作った。

「大丈夫。連絡取って、きちんと返すよ。私のプライベートなことで煩わせて、悪かったね」

　先ほど、とっさに後ろ手に隠したのは、人気の宝飾ブランドのショップ袋だった。

　中には、リボンを巻かれた小さな黒い箱が入っている。

　今日は日曜日。

　春妃と麻弥のペアが雑誌の、そして環と愛理のペアがウェディングの現場に出かける中、アシスタントの美侑季となぎは、サロンの予約客を担当していた。

　合コンで環が連絡先を交換した南は、昼過ぎ、美侑季が休憩に入った隙に突然サロンを訪れ、なぎにショップ袋を押し付けたのだという。

　環に渡して欲しい、と言って。

（弱ったなぁ……。こんな高価そうなもの、もらう理由、ないんだけど……）

　環はウェストポーチの上から、携帯電話に触った。

　確かに、あれからちょくちょく、南からメッセージが送られてくる。

　世間話や、ちょっとしたコミュニケーションを求めるような言葉で、ひとつひとつは返事に困るようなものではなかったが、あまりに頻繁なので、閉口していた。

　何度か、返事とともに、なかなか返事ができなくて申し訳ない、と詫びてみたものの、お気になさらず、と屈託なく躱されてしまうと、それ以上のことは言えない。

（私を本気で、好きになったとでも言うんだろうか……）

　好意。

　──あるいは下心？

　リアルな自分を愛しているわけじゃないんだ、と環は思う。

　他人が自分に抱く感情を否定するつもりはないが、ほとんど環のことをなにも知らない状態で、どうして贈り物をするほど、入れ込めるのだろうか。

　どっちつかずの態度を取って、はっきり断らない自分が悪いのだと頭ではわかっているが、南のグイグイと押してくる感じや、思い入れの昂ぶり方は、少しだけ怖かった。

（だって変でしょう！　一回しか会ってないのに。大体、交際のことは考えられないって、初日に伝えた筈だよ）

　気にはなっていたのだが、忙しさに追われて、大きなアクションを起こせないままでいたのだ。

　なんと言えばいいかわからないが、とにかく急いで返信をしなければと、バックヤードに行って携帯電話を取り出そうとする。

　と、倉庫の扉の向こうから、声が漏れてきた。

「……すごいですよね。見ました？　美侑季さん。あの短冊。彼氏が欲しいとか、恋がしたいとか……仮にも、職場に飾るものなんですよ？　みっともない……」

「まあ、まだ若いからね、なぎも、愛理も」

「ありえませんよ！　なぎさんなんて、とうとうデートのために勉強会を休みたいなんて言い出して。職場の空気が緩んで迷惑です。恋愛にうつつを抜かしたいなら、辞めればいいのに！」

　とげとげしい声に、環は思わず一瞬、息を止めてしまう。

　話し手は麻弥。聞き手は美侑季。

　環とほぼ同期に近い美侑季は協調性のある性格で、後輩に頼まれて合コンのツテを探したり、かと思えば、異業種から転職してきた三十代前半の麻弥の話し相手になったり、誰にでもうまく合わせられるタイプだ。

　先日の合コンに参加はしていたものの、本人はそれほど恋愛に興味がないようで、今は特定の彼氏は作らないと言っていた。

　独身でバリキャリ系の麻弥は、まじめで、年齢の割に落ち着いている美侑季に対しては、唯一心を開けるのだろう。

　なぎや愛理が聞いたら傷つくような愚痴を、吐き出すように話し続けている。

（ふたりとも、仕事に対して真剣なのは、いいんだけど……）

　人のことは人のことで、放っておけばいいのに、と環は思った。

　後輩が、明らかに仕事に身が入らないくらい恋愛にのめり込んでいるならともかく、有志でやっている勉強会くらい、私用で休んだって構わない筈だ。

　休日もなく、気晴らしができないのは、若い子たちには辛いだろう。

　プライベート返上でがむしゃらに技術を磨く、というようなやり方は、もう、古いのかもしれない。

　ほどよく休み、流行のスポットなどに恋人や友達と遊びに行って、刺激を受けてくるような、そんな成長の仕方もあるのではないか。

　先輩に睨まれながら、プライベートも充実させたいと主張するなぎたちを見ていると、そんなふうに思えてくる。

（下積みが今の自分を作ってくれたのは確かだけど。後輩たちに押し付けるのも違う気がするし……）

　グループでお互いを監視し合って自由を縛り上げるような職場には、なって欲しくないと思うのだが。

　麻弥や美侑季と、話をした方がいいのかな、と考え込んでいると、突然自分の名前が呼ばれて驚いた。

「……っていうか、環先生も、環先生、ですよね」

「短冊？　別に、変なことは書かれていなかったと思うけど」

「すべてのお客様が望む姿になれますように。でしたっけ。ああやって、仕事一筋、みたいな顔してる人の方が性質が悪い。だって本当は、彼氏、いるんでしょう？」

「って、お客様に、言ってらっしゃったけど」

「なんだか見損ないました。イケメンぶって女性客に気に入られて、ちゃっかり男といちゃいちゃしてるなんて。ださい。お客様も、きっと幻滅してる筈です」

　麻弥の言葉が、ぐっさりと胸に刺さる。

　なんでそんな穿うがった見方しかできないのか。

　知ったことじゃないねと、倉庫に入って抗議してもよかったのだが、先にドアの向こうで歩き出す気配がしたので、環は慌ててその場を離れてしまった。

　離れた後、どうして逃げるような心境になってしまったのか、思い返して、苦しくなる。

（なにも悪いことはしてない、のに……）

　恋愛する者、しない者。

　どちらが正しいというわけでもないのに。

　対立してしまうのは、なんとも悲しいことだった。

（でも、麻弥たちの価値観も、なんとなくわかる。だから、こんなに、後ろめたい気持ちになるのかなあ……）





　　　＊　　　　＊　　　　＊






「あ。ここも七夕だ」

　仕事帰りに立ち寄った『nid』の店舗部分に置かれた立派な竹を見留めると、花器の水の入れ替えを終えた阿佐見が横に立った。

「竹？」

「そう。職場にもあったんだけど、枯れちゃった。病気の竹だったのかな……」

「ううん。竹は水揚げがすっごく難しいのよ。竹林から伐り出してすぐに水揚げしても、だめな時はだめなの」

「そうなんだ。花じゃないけど、アサミさんに訊けばよかったな」

「ふふ。うちの秘伝はね、焼酎を飲ませてあげること」

「えっ！　竹に？」

「それもアツアツのやつ。節のところに穴を開けてあげて」

「本当に……？」

　植物が、飲酒するのか。

　環は、信じがたいという声を出して、竹のつやつやした葉っぱを撫でる。

「お酒の他にも、番茶を飲ませたり。お酢のお湯割りとか、ハッカって人もいたわね。薬がいまいちきかないから、古くからの知恵を拝借。つまりは消毒効果ってことなんでしょうけど」

「へえぇ。奥深い……」

「でしょ」

「で、相変わらず植物のお世話ばかりで、アサミさんが自分のご飯は食べてない方に五百円賭けようかな」

「…………。お財布持って来るわね」

「冗談だよ！　デパートのデリで、七夕のちらし寿司とそうめんを買って来たから、一緒に食べよ」

　ここに来るまでは、南や麻弥のことで悩んでいて、阿佐見に愚痴を言ってしまいかねない精神状態だったのに、何気ない会話をしているうちにどんよりした気持ちが晴れ、笑顔を浮かべてしまっている。

（この人のこと、好きだな……）

　しみじみ思うことは、これまでも何度かあった。

　けれど、少しだけ物足りない気持ちにも襲われる。

（触りたい……）

　すぐ目の前で触れられる場所にある、体温が恋しくなった。

　それは、肌寒い日に毛布にくるまれる気持ちよさを、ふいに思い出すのに似て。

（……してしまったんだよ、ね。最後まで。あれは、夢じゃないんだよね……）

　普通に話しているうちはなんとも思わないけれど、ふとした瞬間、阿佐見と目が合うと、意識してしまう。

　もう、知っているのだ。

　親友のように気が合う恋人の、激しい欲望に突き動かされた時の息遣いも。

　服の下に隠されている、肉体のかたちも、触った感触も。

　照れくさい。

　でも、あの時の感じが、忘れられなかった。

「お食事にしましょうか。お花たちは就寝の時間ね」

　デリの袋を受け取った阿佐見は、店舗に施錠をして電気を切ると、奥の部屋へ向かった。

　環もそれについていく。




「……っ、アサミさ……！　ごはん、食べるんじゃなかっ……」

「んー？　食べるわよ。あたしの好物は、環なの」

　首筋を甘噛みされて、んっ、と声が漏れてしまう。

　阿佐見は奥の部屋につくと、デリの袋をワークテーブルに置いた。

　そして、来てくれて嬉しいと言いながら、環の背中側から纏わりつく。

「そうじゃなくて……ちゃんと栄養摂ろうよ……」

「だって、環が足りない、おなかすいた」

　甘ったれた声で言いながら、大きな掌は弱点を探るように環の上半身を這い回る。

　かぷ、と耳たぶや肩を唇で愛撫されると、食欲と同じ欲なんだなあ、三大欲求と言うものなぁ、と納得してしまった。

　無心に自分の体に欲を向ける恋人を受け入れ、食べられることを、承認する。

　というのも、なかなか面映ゆい感じだと思う。

「あ、待っ……」

　首の付け根に顔を埋められた瞬間、仕事中やここに来る途中、かなり汗をかいたことを思い出した環は、阿佐見の腕の中で身をよじった。

　制汗剤はこまめに使っているけれど、それでも。……それでもだ。

「アサミさん、だめ。もう、だいぶ外暑いから……」

「環の体の匂いなら、全然厭じゃないけど」

「その言い方はなんかやだ」

「じゃあ、シャワー、浴びる？」

　随分直接的なお誘いだ、と思ったが、どうせするなら、体をきれいにしてからがいい。

　渋々頷くと、シャワールームに連れて行かれた。

（へえ、一階にあるんだな、花器を洗う都合とかかな）

　などと悠長に想像しているうちに、脱衣所を素通りして、いきなり浴室に連れ込まれる。

「アサミさん？」

　有無を言わさず、阿佐見は栓を捻った。

「あっ！　ちょっと、冷たい！」

　固定されたシャワーヘッドから降りかかってきたのは冷水だ。

　夏場とは言え、いきなりは心臓に悪い。

「すぐお湯になるから……」

　言い訳がましく言われるけれど、問題は水の温度のことばかりではなかった。

「なにが楽しくて、服濡らさなきゃいけないの……」

「ごめん、ごめん。脱がしてあげる」

「もう遅いよ。……ったく、アサミさん、酔ってるの？」

「酔ってないわよぉ」

「嘘」

　阿佐見はなにがおかしいのか、びしょ濡れのまま、にこにこ笑っている。

（……このテンションの高さ。なんなんだ？　素面には見えないよ）

　べたべたと屈託なく抱きついてきて。

　ものすごく人懐こい大型犬みたいだ、と思いながら背中を撫でると、突然耳元で、低い声が響いた。

「だって、待ちきれないんだもの」

　シャワーが浴室の床を打つ、間断ない水音にまぎれて。

　耳朶に注ぎ込まれた声が、じわじわと熱を孕はらむ。

「……どういう……、んっ」

　突然、後頭部と腰を抱き寄せるようにして、阿佐見は環の唇に唇を重ねた。

　反論も、抵抗も、させない、と言いたげな強引さだ。

　口内をぬるりとした舌に侵され、舌のきわや裏側、歯列、口蓋の奥まで舐めあげられる。

　隅々まで自分で埋め尽くさなければ気が済まないというような、濃厚な独占欲を感じるキスに、頭の芯がぼうっとした。

　その隙をついて、服を脱がそうとする不埒な手に、卑怯だ、と思う。

　さっきまでふざけて笑い合っていたのに、突然真顔でこんなことを始めるのだから、油断ならなかった。

「も……アサミさんたら……」

　阿佐見の手によって奪われた、水を吸って重くなったインナーやブラジャーが、べしゃりと床に落とされた。

　シャワーから流れ落ちる湯は適温になっていたが、湯気に包まれて、間断ないキスの刺激まで受けて、体が火照る。暑い。

　ぼうっとしてしまって、体に力がこもらない。足元がふわふわする。

「シャワー……止めて」

「はい、はい」

「なに、その余裕。アサミさんの服も脱がすからね」

「お好きに」

　水音が止むと、今度は静けさが耳につくようになる。

　浴室の中では、衣服のこすれる音やちょっとした吐息や唇の摩擦音、噛み殺した声さえ、よく響いた。

　服を脱がし合うついで、互いの体を探る手は次第に、相手を陥落させることに夢中になる。

　ボディソープに先に手を伸ばしたのはアサミだった。

　黒いショーツ一枚にされた環の体を、粘度のある液体にまみれた掌が撫でていく。

　なんとも言えない、ぞくぞくとした感触が、背筋を走った。

「んん……っ」

　腋から掬すくい上げるようにして胸を揉まれると、くすぐったさに体が揺れた。

　ボディソープのせいで、ヌルヌルと手がよく滑る。

　指先で薄桃色の先端を摘ままれ、きゅきゅっと側面を弄りあげられると、甘い声がこぼれ出た。

「っ、ぁ……、ん」

「環、色っぽい」

「アサミさん、ずるいよ……」

　軽く睨んだところで、薄く涙が張ってしまっている状態では、迫力もなにもないに違いない。

　阿佐見は、片胸を指で嬲なぶりながら、もう片方の掌で環の鎖骨をなぞり、腰のラインを撫でおろし、薄い尻の感触を確かめるように指を食い込ませた。

　いちいち反応してぴくん、と震える我が身が、憎らしい。

「……舞い上がってて、ごめんね。好きが溢れちゃいそうなの」

　阿佐見は殊勝げに謝るけれど、手元は全然反省の色がない。

　的確に環を追い詰める。

　いやらしい。憎い。

　内腿を辿り、付け根に潜り込んだ長い指は、淡い茂みと襞の表面に優しくボディソープを塗り込める。

「あっ……や、……だめっ」

「環。白い肌が朱くなって、きれい。……もっと美しく、咲いて」

　阿佐見は指を動かしながら、胸の上にきつく吸い付いて痕を残す。

　ヌルヌルと、襞の上を滑る指先は意地悪だ。

　熱をあげるように煽るくせに、欲しい、と思うところには触れてくれない。

　解消できない疼きを持て余して、襞は物欲しそうにじわりと蜜を滲ませた。

「私、は、花じゃ……あぁ、っ、ない……あ」

　同じことをし返してやろうと思って手を伸ばせば、ひらりと躱される。

　身長は同じでも、腕のリーチが違うらしい。

　加えて、環の方にはまだ、阿佐見の大事なところに触っていいのか、という遠慮がある。

　阿佐見の方は、先日を機に、随分憚らずに、環と距離を詰めるようになった。

　それまではお互いに、どこまで近づき、どこまで脱いで晒していいかわからず、慎重に距離をはかっていたような気がするのだが。

「花と人は似てるって、前、あたしが言ったの、覚えてる？　環」

「な……に……」

「これが、あたし流の水揚げ。花をきれいに咲かせるのに大切なのは、なにより水なのよ。甘い、甘ぁい水。そして、花の方も、きちんと水を汲み上げられる体にしてあげなきゃ。ぴったりな方法は、花によって異なるけれど。受け入れる用意ができていないうちに、いくら栄養だけ与えたってだめで──」

「あ？　ぁぁっ……やっ」

　突然、襞を撫でていた阿佐見が指で敏感な肉芽を挟み、細かく揺さぶった。

　ぬるつきのせいか、絶妙な力加減でヴァイブレーションがかかる。

　ざわっと肌が粟立つ感触に、環は体を硬直させて声をあげた。

「いっぱい、感じて。環。あたしの愛情をたくさん受け止められるように」

　雄の箇所を滾らせている阿佐見。

　甲高く、女らしい声を出す自分。

　環の体は、愛撫に応えて甘くほどけ、異性の体の侵入を──摩擦を受け入れる用意を進めている。

　その事実を素直に認めてしまったって、なんの弊害もない。

　けれど、このままでは自分の中の価値観が変わってしまいそうで、怖い、とも思うから、楽しみきれなかった。

　しかし、恋人と深く繋がりたい、その欲求と好奇心を捨てることもできなくて。

　ためらいがちの逡巡は、やがて目の前の快楽に、押し流される。




「たまき……ア、ぁっ……好きだ……！」

「……あ、ぁっ……アサミさ……」

　蜜でふやけた秘裂を、張り詰めた肉茎が押し拡げていく。

　折り畳まれた足の奥を激しくかき混ぜられると、ぐちゅぐちゅと卑猥な音が立った。

　いかに広々とした阿佐見宅のバスルームとはいえ、大人がふたり横になって好き勝手できるほどではない。

　壁際に寄りかかったり、バスタブのふちに片方が腰かけたりしながら、不自由な体勢で探り合いを続けて。

　羞恥心が吹き飛ぶくらい気持ちよくなって。

　体を拭き合うのさえ、淫らな刺激を与え合う、遊戯に変わった。

　裸のまま二階の寝室にあがって、水分を含んだしっとりした肌を合わせる。

　そして二回戦。

　シーツに背を預けられる安定感にほっとしながら、環は腰をあげ、秘部を露わに晒して、阿佐見を受け入れた。

　無防備な姿勢に抵抗を覚えるような理性は、もうとうにグズグズになっていた。

「っぁ……ああ……っはぁ……！」

「気持ちいい？　たまき……」

「あっ、ふ……いい……」

「これは？」

「やっぁ……、ぁん」

　深く突き入れたまま、腰を大きく回す動きに、剥き出しの神経を直にごりごり擦られるような刺激を感じて、環は中を締め付けてしまう。

　収縮を繰り返す内壁が、阿佐見の雄芯に柔らかく纏いつき、なお物足りなげに疼いた。

　結合箇所から甘く滲みあがる蜜が、谷間を辿ってシーツにまでこぼれ落ちる。

　望んだ深い刺激を与えられた粘膜が、歓喜に沸く証のようだ。

　バスルームの中で、指で何度も何度も擦られたのに、まだ欲しがっている、だとか。

　自分はどうかしているのではないだろうか。

「ああ！　っ……ふぅ……あ、ああ、ぃや、それ」

「いいんだ。もっと、擦って欲しい？」

「だめ……だぁ……とんじゃう……」

　体の奥の奥。

　触れただけで体が跳ねるような禁忌の弱点。

　二重の意味で、とても自分では触れられない箇所を、阿佐見のものに踏み荒らされて。

　なのに抵抗するどころか、もっと、とねだるように腰が揺れてしまう。

　いやいやと首を振りながら、環は無我夢中で、腕で顔を覆った。

　乱暴な快楽に引きずられて、表情筋が引きつって、人に見られたくない不細工な顔になっているのがわかる。

　変な顔、変な声、……ぐちゃぐちゃにされる感覚。壊される恐れ。自分のすべてを預ける倒錯的な官能。

　びくびくと、操り人形のようにしなる背中。下腹部で荒れ狂う快感の嵐。

「じゃあ、環の好きなところに、当てていいよ……？」

「ん……。あ、あ、あっ、っあ、あぁ」

　阿佐見の腰の動きも動物のように激しくはあるけれど、環ほどに理性を乱されている様子はなかった。

　それが悔しくて、阿佐見にもこの地獄のような快楽を味わわせてあげたくて、環は見よう見まねで腰を使う。

　切っ先を隘路に呑み込んで、中で角度を変え、深さを、速度を変えながら擦りあげる。

　相手を追い詰めようと思ってしていることなのに、自分の息が乱れていくばかりだ。

　阿佐見も少し顔をしかめて、我慢しているような表情を見せたが、環がそれを観察していることに気付くと、

「ふうん……。わかった。そこがいいのね」

「っ、あぁ、……っ、だめ、あぁっ……」

　真っ直ぐ前を見てもいられない激しさで抽送を繰り返す。

　どうしても自分だと手加減してしまい、ぴったり当てきらなかった最奥の弱点を、ガツガツと突かれて、耐えられなくなった環はシーツを掴んだ。

「うぁ、あ、あ、っヒ……アサミさ、アサミさんっ……これ、いや、なにか、くるっ」

「なにかって、なにが？」

「ふ……ぁあ、あん、なに、って……いやっ、ああー……」

　阿佐見はシーツに縋る環の指を引き剥がし、両手首を掌で押さえつけた。

　そして、いっそうストロークを激しく深くする。

「あああー……っ、いや、むりっ……とぶ……」

　嬌声で逃がす以外、快楽を堪える術がなくなり、口元がふやけた。

「とばしてあげる」

「あ、あぁあ……っ！」

　折り畳まれた足の奥に卑猥な音を立てて阿佐見の腰が打ち落とされる。

　潤った環の秘部、隘路の隅々の感覚まで、阿佐見のものが暴き立てていく。

　理性を振り切ったように打ち付けられる、それは動物の交合のようだった。

　下腹部の奥がジンと痺れた。

　張り詰めた糸が震えるような快楽が全身を走っていく。

　もう充分だ、と腰をよじったが、逃げられるわけもなく。

　ガンガンと突き荒らされる。

　息さえ満足に吸えない。

　声帯まで、下の粘膜と同調して、びりびりと快美に震えるばかりになっている。

　壊される、と、思った。

「……アサ……さ……！」

　激しい波に何度もさらわれ、何度も、もう本当にだめ、と思った後、阿佐見が息を止めて、全身を硬くした。

「──っ……！」

「あ、ぁぁっ……」

　一度抜けそうなところまで引き、奥まで突き込まれる。

　環はその刺激を、全身で受け止めた。

　……一瞬、ざっと体温が引いて、意識が遠のく。

　真っ白な世界で、呼吸を忘れ、体が軽くなって。

　自分の輪郭もわからなくなりそうな中、どくん、どくん、と体の奥で脈打つものを感じた。




「……環」

　柔らかく頭を撫でられ、頬を撫でられ、瞼にキスされて。

　ようやく自分のかたちを思い出す。

　瞼を押し開けると、いとおしげな顔をして環を見下ろす、阿佐見の姿があった。

「……ちゃんと、いけた？」

　阿佐見の言葉に、多分今のがそうなのだろう、と頷き返す。

「よかった……」

　そう言って、阿佐見は体を離すと、環の体内から自身を引き抜いた。

　手早くコンドームの処理をして、ティッシュペーパーを環の足の付け根に滑らせる。

　その後、クーラーのリモコンを操作して温度を二度ほど下げてから、環の隣に座り直し、ふうっと息を吐いた。

　環は、少し息を整えてから、体を起こす。

「……アサミさん、すごい汗だ」

「あははぁ」

　阿佐見は肩をすくめて笑った。

　珠のように上体に浮かぶ汗で、色白の素肌が光っている。

　肩を上下しながら息をする様子は、まるで全力疾走の後のようだ。

「気持ち、よかった？　アサミさん」

「よかった。……どうして？」

「……アサミさんだって、訊いたくせに」

「そりゃそっか」

「自分が、ばっかり、考えないでね」

「なに、それ？」

「自分がリードしなきゃ、とか、そういうの。男だからとか、女だからとか。私たち、結構、そういうのとは無縁だったでしょう」

「……はーん。なるほど」

　確かに、とても気持ちよくはあったけれど。

　なんだか、一方的に尽くされたようで、与えられたようで、納得がいかない。

　ことセックスにおいては、どう見たって、女性側の方が、気持ちいい時間が長そうだ。

　環の方も、もう少し、男性の体を気持ちよくする方法を学ばなければならないのだろう。

　切れ切れの言葉ながら、阿佐見は環の言わんとすることを、なんとなく察してくれたらしい。

　阿佐見は体の向きを反転すると、環の両頬に手を当てた。

「あのね、環。こういうことしようと思うと、どうしたって、最初に痛い思いするのは、環の体じゃない」

「もう、それは終わったことだよ」

「それは、そうだけど。痛みを帳消しにできるくらい、まずは環に感じて欲しいわけ」

　貸し、ということだろうか。

　借金じゃあるまいし。

　環は阿佐見の優しさに感謝しながらも、なんとなく納得がいかずに、手を伸ばして阿佐見の髪を撫でた。

　浴室を出た時にウィッグを外したから、触れているのは、阿佐見の地毛だ。

「……なんだかな」

「あんまり、こういうの、好きじゃない？　よくなかった？」

「そういうわけじゃない。でも、体が気持ちいい代償に、あなたとの関係が決まりごとに縛られて、窮屈になるのは、厭だよ」

「なるほどねえ……。難しいこと考えるのね」

　阿佐見はそういうことを考えないのか、と思うと、少しだけショックを受ける。

（私だけ……なのかな。一瞬の気持ちよさより、ずっと安心していられる関係の方が、ずっと大切だって思うのは……）

　阿佐見のことが好きで、わかりあえる稀有な人だと思うからこそ。

　肉欲に溺れて思考停止するのではなく、盤石な関係を築きたい、と思ってしまう。

　でも、そういうかたちのない、こうしてじっとしている間にも溶けてしまいそうな曖あい昧まいな願いなんて、なかなか言葉には変換できなくて。

「髪、だいぶ、伸びたね」

　目に見えるわかりやすいものの話を、始めてしまった。

　一番長い部分が、肩に触れるほどになった毛先を、環はくるくると指先に巻き付ける。

「時々、どうしてもめんどうなクライアントに会わなきゃいけない時は、男の恰好していくからね。このくらいの長さが、ギリギリ、ごまかせるラインってところかな」

「うん」

　これ以上伸びないうちに、切りたいのかな。

　それとも、伸ばしたいのかな。

　どちらにしたって、職業柄、役に立てるという自負はあるのだけれど。

　それはきっと、阿佐見にとってとても繊細な問題で。

　恋人だからと言って、気安く土足では踏み込めない。

　目に見えるものだからって、わかりやすいかたちをしているものばかりではないことを、ゆっくりと思い知る。

「アサミさんの髪、芯があって、コシがあって。恵まれた髪質だよ。伸ばしたら、きっと、ストレートだね」

「……伸ばしたいな──と、思ってて」

「ウィッグ、そろそろ暑いんでしょう」

「あ、バレた？」

　冗談めかして、距離を探り。

「……そう、ごまかしたい時用に、短髪のウィッグを買うって手も、あるし。毎日つけたり外したりするの、めんどうで……ほら、エッチの時もね」

「わかるよ。アサミさん。きれいに伸ばせるよう、時々、痛んだ毛先、揃えてあげる。もしお気に入りのサロンがあるなら、無理強いはしないけど」

　押し付けがましくないように背中を押すと、阿佐見は俯く。

　少し沈黙してから、早口で喋り始めた。

「……厭じゃない？　環」

「ないよ。なんで、今更」

「ウィッグだったら、まだ……遊びの延長、と言えるけど……」

「遊びじゃないでしょう？」

「でも……」

　阿佐見は言葉を呑み込んで、黙ってしまう。

　環は阿佐見の頬に手を当て、顔をあげさせた。

「そのままのアサミさんのことが、好きだよ。出会った時から、私はとても、素敵な人だと思ってた」

「……環の前ではいつも女装しているのに、今更かもしれない。でも……ウィッグなら、外せば、いつだって『普通』の男に戻れるから……」

「アサミさんが望まないのに、戻る必要、あるのかな」

「環だって、本当は恥ずかしいんじゃない？　友達には、紹介できないでしょ」

「確かに、わかってくれない友達には、会わせたくないけど。それはアサミさんを傷つけたくないからだよ。……できれば、わかってくれる人を、友達にしたい。アサミさんの装いを笑う人がいたら、たとえ友達でも、腹が立ってしまいそうだから」

「…………」

「アサミさんのしたい髪型にすることに、誰の許可も、いらないんだよ。法律で決められていることじゃない。雇われているなら、雇用主の定めたルールに沿わなきゃいけないけど、アサミさんは全部背負って、フリーでやってる。誰にも迷惑かけてない」

「それは、そうだけど……」

　たとえ法律で定められたことではなくても、「普通でいろ」という価値観を押し付ける、『常識』という同調圧力の空気からは、なかなか自由になれない。

　環だってわかっているのだ。

　それでも、言いたい。

「……アサミさんは、いつか『普通』に戻りたい？　私にも、髪を伸ばして、スカートをはけって言う？」

「そんな日が来るなんて、想像できないけど……。環は、伸ばしても、ショートでも、似合うし、恰好いいし」

「私だって歳は取るよ」

「取ったって、あなたはきれいなままよ」

「そうかな。この業界にいると思い知るよ。どんな美人女優も、イケメン俳優も、やがて皺やシミが増えて、肉が垂れて、髪が薄くなっていく。プレッシャーと劣等感に襲われながら努力を重ねる人たちのことを、オワコンだ、見苦しいと笑う人は、意外に多いよ。……異性装だって、若くて美形で、似合っていれば許せるみたいなこと、平気で言う人いるけど、知るかって感じ。職業でやってる人たちは選ばれる必要もあるだろう、でも私は、私たちは誰かに消費されるためにお洒落やってんじゃない。って、言い切る強さを……アサミさんに教えてもらったんだよ」

　環は湧き起こる感情のままに、つらつらと喋った。

　こんなこと、誰かに話したことはない筈なのに。

　言葉にして初めて、自分はそんなことを考えていたのか、と知る感じだった。

　ヘアメイクアーティストは、『美』に敬意を払い、仕える仕事だ。

　だから環はいつの間にか、『似合う』『似合わせる』ことを、お洒落の絶対の基準にしていた。

　人の目から見た己に重きを置くことを。ごく自然に。

　でも本当は、そこから自由になって、もっとのびのびと、しなやかに自分らしく過ごすやり方がある筈なのだ。

　そういう背中を環に見せてくれた阿佐見は……、しかし、なにも言わない。

　てんで的外れな話をしてしまっただろうかと、俯いた顔を覗き込むと、阿佐見の頬が少し濡れているのに気付いた。

　環は涙を指で拭って、骨ばった裸の肩を撫でる。

「髪伸びたら、いっぱい触らせて。かわいくヘアアレンジしてあげる」

「本当？」

「うん」

　阿佐見の涙なんて、初めて見た。

　内面に踏み込みすぎたのだろうか。

　環も明らかに、喋りすぎていた。

　距離感のバランスが崩れてしまったのは、やっぱり、セックスのせいだろう。

　あんなふうに、めちゃくちゃに体をぶつけ合えば、頭の中身も心の中身もシャッフルされてしまって、いつもの自分ではいられなくなる。ひとつに繋がったことで、なにもかも共有できると勘違いしてしまう。

　それでもあんなもの、恋人同士に、必要なのか。

　まだ回数も重ねていないうちに、知ったようなことは言えないけれど。

　続けることで、なにか得られるとでもいうのか。

　恥ずかしいし。

　疲れるし。

　色々めんどうだし。

「アサミさんにとって……セックスって、なに？」

「環が好き」

　涙声のまま、ぐず、と鼻を鳴らして、阿佐見は言った。

　答えになっているのか、なっていないのか。

　わからないけれど、真っ直ぐな気持ちは伝わってきた。

　自分の殻をどろどろに溶かしてからじゃないと、言えない本音、信じられない言葉、というものが、あるらしい。

　セックスの前よりも、心の奥深くまで、阿佐見の愛情が浸透してくる気がした。

　限界を超えるくらい、快楽を感じて、少しばかり強引に、互いの殻を壊し合って。

　より柔らかいところまで触れ合うための、行為──というなら、意義があるのだろうか。

　阿佐見の頭を優しく撫でながら、環は、

「私も」

と、囁いた。








第七章　チャンスと、落とし穴。









　『Radiance』は六階建てのビルにテナントとして入っている。

　三階にはヘアメイクサロンと倉庫、スタッフの更衣室が、そして四階は事務所と応接室があった。

「失礼します。瑞原です」

「入って」

　昼過ぎ、内線で四階に呼び出された環は、ノックの後、春妃の許可を得て応接室に入る。

　モノクロのニューヨーク風モダンインテリアに統一された応接室のソファセットには、春妃と向かい合うようにして、いかにもエリートビジネスマンという雰囲気を纏った銀髪のスーツ姿の男性と、オフホワイトのフェミニンなスーツを着たロングヘアの女性が座っていた。

（服装や雰囲気がちぐはぐで、ふしぎな組み合わせのお客様。どういう関係なんだろう……）

　会釈しながら、さっと客の全身に視線を走らせた環は、次の瞬間、あんまり驚きすぎて声をあげてその場にうずくまりそうになった。

（……じゃ、ないし！　アサミさんッ!?　うちの職場でなにしてるんだっ）

　阿佐見は、応接机の上に置かれた資料から顔をあげると、よそゆきの笑顔を浮かべてぺこりと会釈してくる。

（なんで？　仕事？　うわ……結婚式場とか外ならともかく、ホームのサロンにいるところを身近な人に見られるのは照れくさい、ん、だけど！）

　内心、対応に困っていると、春妃がスッと立ち上がって、環の横に立った。

「ご紹介させて頂きますね。『Radiance』所属ヘアメイクアーティストの瑞原環です。環、こちらは『モトノモリ』事務所の吉森さんと、フラワーデザイナーのアサミさん」

「こんにちは。お世話になっております」

　そのまま名刺交換になった。

　『モトノモリ』はパリ・コレにも進出している、日本を代表するファッションデザイナーが立ち上げた人気の服飾メーカーだ。

　服に限らず、生活雑貨の総合プロデュースなどもしている。

　吉森の名刺ケースにも、見覚えのあるマークが刺繍されていた。

「環、今日吉森さんたちがいらしたのは、『モトノモリ』さんの今度の春夏コレクションのヘアメイクを、環に頼みたいというご相談で」

「えっ……本当ですか」

　自分を、指名ということだろうか。

（わざわざ事務所に挨拶においでってことは……サポートじゃなく、メインでってこと？　こんな大手の仕事に、春妃先生じゃなくて、私が……？　嘘だろう……）

　降って湧いた大きな仕事に、胸がいっぱいになって、なにも考えられなくなる。

「偶然、瑞原さんのブックをデザイナーが拝見しまして。今季のコンセプトとも合いますし、なによりデザイナーがあなたのことを気に入っておりますので、ぜひお願いできたらと考えております。詳しいスケジュールや契約条件は、資料をお持ちしましたので、ご検討ください」

「は、はい……ありがとうございます」

「今季はブランドに新しい風を吹き込んでいきたいと、様々な分野の新進気鋭の方にお声がけしておりまして、『nid』のアサミさんにも協力して頂くことになっています。デザイナーと生花、ヘアメイクで綿密にイメージをすり合わせていきますので、本日も、一緒に来て頂きました」

「どぉもー。便乗してついて来ちゃいました。『nid』代表のアサミです。よろしくね、瑞原さん」

「……よろしくお願いします」

　壮大なドッキリにでも巻き込まれているのだろうか。

　ショーのコンセプトなどを説明されている間も、現実味がなくて、足元が宙にふわふわ浮いているような気分だった。

　春妃に促され、環は、説明を終えたふたりを、ビルのエントランスまで送って行くことになる。

「では、僕は次のアポがありますので……。アサミさんは」

「あ、あたしは、少しぶらついて帰りますね」

「では、お先に失礼します」

「ご足労いただき、ありがとうございました」

　エントランス前で礼をした後、吉森と目が合って、ようやく、これは現実のことなんだ、と腑ふに落ちた。

　胸の中で意欲が燃えて、体温があがったような錯覚に陥った。

　吉森の姿が見えなくなると、環はしばらく言葉を探した後、阿佐見を見遣る。

　抑えていた感情が一気に噴きあがってきた。

「……アサミさん」

「なによ。びっくりした顔見ようと思って無理やりついて来たのに、随分ポーカーフェイスなのね、環」

「びっくりしすぎて、どんな顔をしたらいいのかわからないだけ。こんな……。アサミさん、前から知ってたの？」

　自分がどんな顔をしているのかわからず、両手で頬を包んだ。

　熱い。

「今日打ち合わせに伺って初めて知ったのよ。『モトノモリ』さん、どこかの代理店経由で環のブックを手に入れたらしいわ」

「アサミさんが紹介してくれたんじゃなくて？」

「違う、違う。……ていねいにモデルやカメラマンと人脈をつないで、こつこつ仕事以外でも作品を作り続けて来たのが、巡り巡って報われたのよ。おめでとう」

「どうしよう……嬉しいけど、こんなの。がんばらないと……」

　そわそわしてしまいながら、手の震えを押さえるために指を握り込む。

　と、阿佐見が自分の両手を前に突き出した。

「同じプロジェクトで、仕事できるのね」

「！　本当だ……！」

　バチン、と環は阿佐見の手に、自分の手を打ち合わせる。

　ずっと強張っていた表情筋が緩んで、笑顔が浮かんだ。

　今まで、阿佐見とウェディングの現場に関わることはあったが、各々の持ち場がきっちり設定されているため、接点は少なかった。

　今回は違う。

　観衆の前で、最先端のプレタポルテ（既製服）を見せる仕事だ。

　打ち合わせも入念に行われると聞いた。

　評価の眼差しは厳しいだろう。

　しかし、自分の力を試せると思えば、むしろ、燃える。

　そうだ。これはチャンスなのだ。

「負けないわよ」

「こっちこそ」

　晴れやかで誇らしい気持ちになりながら、ビルのエントランスで阿佐見と話していると、休憩に出ようとしたなぎと愛理に捕まってしまった。

「環先生！」

「先生、なんかすごいところから指名で仕事来たって本当ですか」

「まだ、返事はしてないんだけど」

「そう言わず、バンバン受けて『Radiance』の宣伝してきてください！」

「はは……まあ、がんばるね」

「あ……っ。こちらの方、もしかして『nid』の……！　イベントで装花拝見したことがあります。すごく……きれいでした」

「そうなの？　見てくれてありがとう。環の後輩？」

　呼び方に、あっ、と思ったがもう遅い。

「はい。環先生の下で、アシスタントやらせてもらってます」

「そっかー。あら。その口紅の色、かわいい」

「あ、わかります？　新色なんですよー」

「へえ、どこで買えるの？」

　なぎと愛理は、なにもなかったかのように阿佐見と女子トークに興じている。

　環はさりげなく阿佐見の横顔を見遣った。

　何気ない風を装って隠そうとはしていたが、横顔に『しまった』というニュアンスが浮かんでいる。

　まあ、わざとでもないし、仕方ないか。

　少し立ち話に付き合ってから、ランチに向かうなぎと愛理を見送り、阿佐見の謝罪を受けてさっくりと許すと、環は春妃の事務所へと向かった。

「春妃先生」

「あー。入りな」

　事務所では、春妃がソファの上でふんぞり返り、足を組んでいた。

　客の前での愛想のよさをかなぐり捨てて、威圧的な女王様のような態度で、吉森の置いていった資料をパラパラとめくっている。

　慣れている環は、特にその態度を気に留めなかった。

「よかったなぁ、環。独り立ちしてそう経たないうちに、『モトノモリ』の仕事かぁ……大抜擢だ」

「……私のキャリアからしてみたらあまりに不相応で、不安ですけど……」

　駆け出しの頃からめんどうを見てくれていた師匠の前で口を開けば、胸の中をいっぱいに満たしていた中から、一番手近に引き出せる感情がこぼれ出る。

　そうは言いつつ、がんばりたい、という気持ちがあるから、ベテランで、何度も大舞台を経験している春妃に、励ましてもらいたかった。

　けれど。

「ふーん。……じゃあやめれば？」

「え？」

　思いがけない言葉をかけられ、環は耳を疑った。

　春妃は手に持っていた資料をぱさりとテーブルに投げ、腕を組んで悠然と、立ったままの環を見上げる。

　いつもの、少々毒舌ではあるけれど頼りになる、学ぶところの多い上司……の言うことにしては、冷ややかだ。

　機嫌が悪いのだろうか。……どうして？

「……受けては、いけないですか？　この話。『Radiance』のスケジュール的に、とか……」

「環の仕事だし、自分で決めればいいじゃない。まあ、アシスタントは、必要なら、自分で交渉しなよ。あんたがヘッドなんだしさ」

「……はい」

「うちは事務所で、あんたは所属のヘアメイクアーティストのひとりに過ぎない。ライバルの私から、助言でももらえると思った？」

「…………」

「あんたはもう私のアシスタントでもない。もちろん、今まで通り、仕事のマネジメントはするけどさ、……他人のチャンスにあれこれ手を貸すほど、私、暇じゃないから」

「……はい」

　足元がふわふわするほど興奮していたのが一転、ずん、と重いものが胃のあたりに垂れ込めた。

「そういうこと。わかったなら、行きなさい」

「せっかくのお話なので。できれば受けて、精一杯やって来ようと、思います」

「せいぜいがんばれば。ま、私にとっちゃ、どっちでもいいことだけど」

　本当にどうでもよさそうに言って、春妃はテーブルの上の書類をかき集め、環に押し付ける。

　環は神妙に、はい、と頷いて、逃げるように事務所を出た。

（……こんなに胸が苦しくなる『がんばれ』って言葉、初めて聞いたよ……）

　心当たりもないまま、突然師匠からつっけんどんな態度を取られてしまい、環はしばらく、モヤモヤとした切ない気分を振り払うことができなかった。
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「うーん、それは嫉妬かしら、ねえ」

「そうなのかな。……春妃先生が、嫉妬なんて信じられない。先生は『モトノモリ』よりもっと大きな会社のショーをいくつも経験されてるし、評価だって……」

「だからこそ、今回の話も、自分に来るべきだと思ってらっしゃるとか」

「……それって、私の実力が足りないからだよね。師匠が、まだ私の身の丈に合わないと思ってらっしゃるなら、受けるべきじゃなかったのかな……」

「そんなことないわ。環がやりたいなら、挑戦してみるべきよ」

「でも……」

「師匠と言えど、ひとりの人間だし。別の理由が、なにか、あるのかもしれない。たまたま虫の居所が悪かったとか……」

「……っもう。弱ったなぁ。最近、春妃先生になにか嫌われるようなこと、したのかな……」

　いくら考えても理由が浮かばなくて、環は頭の側面をかいた。

　直情的な性格の師匠だ。

　いつものように、まっすぐ怒りや不愉快を表してくれるなら、まだ対処の方法も思い浮かぶのに。

　春妃のことがわからなさすぎて、つい、この頃は溜息が増えてしまっていた。

　『Radiance』内の空気も、少しギスギスしている。

　三階のロッカー室やバックヤードに足を踏み入れると、陰口を言われていたのかな、と思うような微妙な空気に晒されて、居心地が悪くなることが増えた。

　きっかけは、なぎや愛理が、エントランスで阿佐見に会ったという話をみんなにしているところへ、通りがかった春妃が落としていった爆弾発言だと思う。

「そういや、環のカレシ、『オネエ』って言ってたっけ。もしかして、アサミさんのこと？」

　そのせいで、恋人のコネクションで大きな仕事をゲットした人間だと、アシスタントたちに思われてしまった可能性があった。

　特に、恋愛をたしなむ後輩を、風紀が乱れると目の敵にしていた麻弥は、あからさまに環に対して態度を変えてきている。

　客に見えないところで、横柄な物言いや侮蔑的な視線をぶつけてくる彼女が、陰でなにを言っているのかは想像に難くなかった。

　環のロッカーに見覚えのない凹みができていたり、中の物の配置が微妙に換わっていたこともある。

　自分の気のせいだといいのだけれど。

　美侑季やなぎや愛理は、それほど気にしている節はないものの、意味ありげな春妃や麻弥の態度の影響か、前のように気軽に話しかけてはこなくなった。

　こうなると、春妃の暴露も、悪意とは言い切れないけれど、思惑があるのではないか……と、邪推してしまう。

　しかし、鏡台に向かって、口紅を塗り直していた阿佐見が、心配そうに環を見ているのに気付いて、気を取り直した。

「ごめん。いきなり、愚痴から始めてしまって。せっかくこれからデートなのに」

「ううん。全部吐き出しちゃっていいのよ」

「大丈夫。少し早いけど、そろそろ出る？　……なんか、アサミさんがすごくきれいにしてるから、心配になってきちゃったけど。銀座だよね？」

　『モトノモリ』の仕事を正式に受注したお祝いに、と、今夜は銀座のレストランを予約してくれたのだという。

　環は、撮影で一目惚れし、バーゲンで四割引きになるまで粘って手に入れたシャツを中心にしたコーディネートで決めていたが、少しカジュアルすぎたかもしれない、と阿佐見を見て思い始めていた。

　阿佐見は、背中に大胆なスリットの入ったベージュのリトルドレスに、パールネックレスを合わせ、緩くウェーブがかった栗色のウィッグをアップスタイルにしている。

　どきっとするほど短い丈からすらりとした足が覗くが、ドレスの内側はショートパンツになっていた。

　ドレッシーさの中にセクシーさが見え隠れしながらも、贅肉のない男性の体なので、肌見せが多くてもきわどくなりすぎない。

　他の人にはなかなか真似できない、阿佐見の体に映えるお洒落を楽しんでいるのが、伝わってくる。

　環もいろいろな服を着るのは好きだが、今の給料では、ＴＰＯに合わせてドレスコードを合わせるには、だいぶ背伸びが必要だった。

　一緒に歩く阿佐見に、恥をかかせたくはないのだが。

「大丈夫、ばっちりよ。環はいつも、スペシャル美しいし、かっこいいし、華があるから」

「もう。アサミさんたら。それは褒め殺しって言うんだ」

　環は苦笑する。

　職場のことで気が塞ぎがちな環を、明るい声と言葉で、元気づけようとしてくれているのがわかり、その心遣いが、ありがたかった。




　タクシーを数寄屋橋交差点の手前で降りて、目的のレストランまで少しの距離を歩いていると、ハイブランドのブティックのショーウィンドウに、ふと、目が引き寄せられた。

　……と言っても、二、三秒のことだと思うのだが、阿佐見は目ざとく、気付いたようだ。

「どれ？　右？」

「んー……まあいつものテイストなら、右なんだけど、目に飛び込んできたのは、中央のパンツドレス。まあちょっと私にはフェミニンだし、こんなブランドのなんて、来て行くところもな……ってアサミさーん！」

　用途がないことより、本音のところは手の届かない価格を見て諦めが先に立ってしまったのだが、阿佐見はお構いなしにブティックの中に入って行ってしまった。

　環は仕方なく、深呼吸して阿佐見を追いかける。

「すみません。ちょっと、ウィンドウの中央の服、見せてもらえる？」

「はい、かしこまりました」

　ブランドのスーツを着た店員に、気後れなく話しかける阿佐見のことを、悔しいけれどかっこいいと思ってしまう。

　少しして、阿佐見は店員から受け取ったパンツドレスを、環に差し出した。

「はい」

「えっ。私？」

　それはまあ、目を留めたのは環なのだが、普段の買い物とは桁がひとつ違う。

「とりあえず、着てみないとわからないわ。お洋服は」

　そう言われても、買える気がしないのに試着なんて、環ひとりの時にはまずしないことだった。

　しかし、阿佐見が熱心に勧めるし、店員もすぐ近くにいる場所で予算オーバーだと告げるのも勇気がいる。

　雰囲気に流されて、環は試着室に入った。

　──似合わなければいい、と、こんなに願ったことはないかもしれない。

　けれど、残念なことに、環の目は試着室の鏡に釘づけにされてしまった。

（うわー……すご、かっこいい……。なにこのシルエット……）

　スタンドカラーの襟からデコルテにかけてケミカルレースがあしらわれた繊細なデザインだが、袖があり、黒色の面積が広いので、着てみるとほどよく全身が辛口な印象になる。

　体のラインに沿ってストンと落ちるドレスの裾は前後差があるので、どこか燕尾服のイメージでもあった。

　地肌が透けて見えるレースの袖など、普段はセンシュアリティを感じて敬遠してしまいがちだが、それを補って余りあるシャープさに見惚れてしまう。

　パンツの質感やシルエットも、とても美しい。

　単体でも合わせ方がいくらでもありそうだ。

　普段なら手を出さないデザインということもあり、見たことのない自分を発見したようで、胸が高鳴った。

「いかがですか？」

　店員の、品のいい低めの声に、はっと我に返る。

「環、見せて見せて」

　阿佐見の声までそれにかぶさるので、環は観念して、試着室のドアを開けた。

「大変、お似合いですよ」

「……っっ……環……かっこいい！　そして、きれい！」

　阿佐見はぱっと頬に朱を散らし、絞り出すように声を出す。

　本当に決まっている時の褒め方だ。

　欲しくなってしまうではないか。

　環自身、この服には値段相応の価値があることも、自分を撃ち抜くために作られたのかというくらいのデザインに惚れ込む気持ちも認めざるを得ないが、しかし、これを買ってしまうと、分割でも数ヶ月は娯楽に使えるお金がなくなってしまう。

（……買えないってことは、時期じゃないってことだから）

　そう自分に言い聞かせた。

　『今』の自分の、体にも気分にも、こんなにぴったり来る服はそうないことがわかっているから、巡り合わせって時々残酷だ、なんて少しアンニュイに浸っていると。

「すみません、これください」

「!?」

　店員に話しかける阿佐見の声が、環を現実に引き戻す。

「でも、少し裾上げがいるかも」

「十分程度でお直しできますよ」

「じゃあお願いするわ。待って。その前に、この服に合わせて、靴とバッグを、いくつか見繕ってくれる？」

「かしこまりました」

　勝手に話を進める阿佐見を見ていることしかできず、環は、自分の表情が雄弁ではなく、言葉数も少なく、人から見てクールと言われる性格を憎んだ。

　店員が目の前を立ち去ってから、スタイリッシュな、ＢＧＭのひとつもない店内で、声を潜めて抗議する。

「いや……、困るよ、アサミさん。私、お金ない」

「奇遇にも、あたしのお財布には魔法のカードがあるわ。安心して」

「いやいや。カードでしのいでも、その後の支払いが」

「不愉快にしたらごめんね、環……。これは厭味でもなんでもないけど、『モトノモリ』の契約料、教えてあげましょうか」

　ひそひそ話で進めているのに、わざわざ耳打ちの形で囁かれた。

　大げさな、と一瞬思ったが、すぐに前言撤回、のけぞりたくなる。

「えっ、なんでそんなもらえるの？」

「ヘアメイクの契約だってそれなりの筈だけど。事務所を通してるから、どうしても……。ね、こう聞くと、独立したくなってくるでしょ」

「なるけど。いや事務所にはお世話になってるし。……そうじゃなくて、こんなの、プレゼントだとしても、もらえないよ。返せないし」

　南の件で、『プレゼント』という単語を聞くと、胃痛がしてくるようになってしまっていた。

　あの件は、南が突然職場に届けて来たプレゼントを返したい、いや返してもらう必要はない、の応酬が続いて、らちが明かないままだ。

　南と阿佐見では立場がまったく違うが、そもそも、食べ物や花と違い、手元に残るものは、贈るのも、贈られるのも、特別な意味を持つようで、よほどの理由がなければ受け取りづらい。

　相手に重いと思われたくないから、環自身、差し入れは消えものにしているのだ。

　しかし阿佐見は独自の言い回しで、環の遠慮を煙に巻こうとする。

「プレゼント？　違うわ。あたしの『花』を飾るのにぴったりのラッピング資材があったから、大人買いしただけよ」

「は？」

「運命の出会いだもの。美の実現への投資は、惜しまないわ。環に文句は言わせない」

「なんだその理屈？」

「だってすごくかっこいいんだもの。今の環。そのまま持って帰りたい」

「そこまで言うなら、自分で出すよ」

「あたしの勝手な思い入れなんだから、好きにやらせなさいな。あ、ほら、靴とバッグが来たわよ」

　店員が持って来た組み合わせをいくつか鏡の前で試させられた。

　なにが困るって、阿佐見と趣味が合うところだ。

「やっぱりこれよね」

「……どれかっていうと、この組み合わせだけど……」

「すみません。この一揃いで。全部、着たままでいただきたいのだけれど」

「かしこまりました」

　言い負かされた形で、阿佐見がスマートに会計をしている姿を見させられるのは、少しだけ屈辱だ。

　……嬉しくない、わけは、ないのだけれど。




　高級ブティックで、恋人に、自分の着せたい服を頭から足元まで揃えさせる。

　なんて、映画の中のようなことを、本気でする人がいるとは思わなかった。

「どう、新しい靴、歩きづらくない？」

「大丈夫。すごく柔らかい革だ。ありがとう」

「ううん。本当に素敵で、目が幸せ」

　店で裾上げしてもらったパンツドレスと靴、バッグを身につけた環を、阿佐見は何度も見遣っては嬉しそうにしている。

　それが、くすぐったいような、恥ずかしいような感じで、環自身はあまり緩んだ顔にはなれなかった。

　まっすぐ、素直でかわいいふうには振る舞えないのが、少しだけ申し訳ない。

　それでも、とびきりのコーディネートを纏う感触は、環に場所怖じしない余裕をくれた。

　レストランの予約時間まで軽く一杯、と、阿佐見に言われてあがったのが、屋上のテラス・ラウンジだ。

　一流ブランドの旗艦ビルに入っているだけあって、ゆったりした品のいい内装に、鉢植えのグリーンやパラソルが爽やかに配された、開放的な空間だった。

　ちょうど日も翳ってきたところで、風が吹いて、涼しい。

　スカイツリーも東京タワーも両方見える、銀座の真ん中の、籐のソファ席で、リゾート気分を味わいながらモヒートを飲むのは、最高の気持ちよさだった。

　阿佐見も、ロゼのシャンパンを機嫌よく口に運んでいる。

　少し談笑してから、ふたりで階下のイタリアンレストランに降りて行った。




　そこには焦げ茶色をベースにした、しっとりとした上質な空間が広がっていた。

　次第に日が落ち、窓の外が夜闇に沈んでいくと、星空のような銀座のネオンがきらきらと周囲に広がっていく。

　丁重なサービスに、上等なカトラリー。

　環は緊張して座っているだけで、阿佐見が黒服の店員とのやり取りを引き受けてくれたので、なんだか守られているような心地になった。

　阿佐見は、仕事で何度か来たことがあるのと、店員や常連の中に知り合いが何人もいるようで、通りがかりにやたらファッショナブルな若い外国人に話しかけられても、物怖じせず堂々と返事している。

　高級店でも、変にかしこまらず、いつも通りに振る舞う様子が、ひときわ阿佐見を輝かせていた。

（かっこいいなあ……アサミさん……）

　ブティックでも思ったが、こういうところで精神の地金が覗くものだ。

　変に偉ぶったり、通ぶったりするのではなく、環を立てつつリラックスさせてくれる阿佐見に安心して、環も少しずつ緊張をほどいて、雰囲気を楽しめるようになっていった。

（高級メゾンの仕事は、こういうところにいつも来ていて、本当にいいものや美味しいものをたくさん知っている人を相手にするもの、だ。アサミさんの装花は、こういう場所にも合わせられて、個性はアサミさんのまま。……私はまだ……イケメンと言われるのだって、メッキだな……）

　どこにだって自信満々で出て行ける、本当のかっこよさはどうしたら身につくのだろう。

　わからないけれど、周囲を見渡せば、手本にしたいような振る舞いの人を多く見ることができて、そのひとつひとつが、今夜の収穫だ、と思った。




　マグロのブッタネスカや仔牛のグリル、カニのリゾット、デザートの盛り合わせといった彩り鮮やかな皿を片付け、少し化粧直しに席を立った隙に、阿佐見は会計を済ませてしまっていた。

　スマートなやり口に、ぐうの音も出ない。

　席を立つと、阿佐見は何気なく環のバッグを引き取り、腰に腕を回してエレベーターの方に向かった。

（よ……酔ってるの、アサミさん……）

　外国人カップルが道端でよくやっているやつだ、と照れながら、豪奢な内装のエレベーターに乗り込んだ。

　下降していく間、心臓が痛いくらいにドキドキする。

　お酒を飲んだせいもあるけれど、それだけではなかった。

「なんだか今日は、やられっぱなしだ。……ごちそうさまでした」

「今日はお祝いだって約束だったじゃないの。あたしも楽しかったわ。なにより眼福だった。また、一緒に、ウィンドウショッピング行こうね」

「もう少し、私の身の丈に合うお店なら、喜んで」

「大丈夫。振る舞いは後からついてくるわ。環はもう、そのお洋服にだって着られてない」

　自分が不相応なのは、服に合わせた振る舞いもだが、なにより値段だ、と突っ込みたい気持ちを抑え、環は虚勢半分、余裕のある笑みを浮かべた。

「じゃあ、早く出世して、今度はアサミさんのドレスを私が選ばせてもらうよ」

「ええ？　いいわね、楽しみにしてるわ。……あらっ、お久しぶりです～！」

　エレベーターの扉が開き、そこに立っていた年配の、紫のスーツの女性と目を合わせた阿佐見は、仕事用の華やかな声に切り替えて、相手の名前を呼ぶ。

「まあ、アサミさん？　今日はお仕事？」

「プライベートです」

「そのようね。お隣の美しい方は、アサミさんの大切な？」

「もちろん」

「それはよいことね。それはそうと、ちょうどよかった。今度のお得意様向けの催事、またアサミさんにお願いしたいと考えていて。ラリックの器を借りられることになったの」

「あっ、それぜひあたしにやらせてください」

「そのつもりよ。オフィスに資料があるんだけど……」

　環は、どうやら仕事のお得意様のようだと察しをつけて、自分のことは気にせず行ってきて、というジェスチャーをする。

　それにしても、『モトノモリ』の時も思ったが、阿佐見の顧客の顔ぶれはなかなかすごい。

　と、女性のスーツの襟についた、アンティークジュエリーと思しきブローチに目を奪われながら、環はそっと、阿佐見の邪魔にならないように、建物の外に出た。

　地上は、エアコンの室外機の影響か、昼間のうちにアスファルトがあたためられたせいか、もわりとした暑さが立ち込めていた。

　タクシーで帰るか、いやメトロでも阿佐見の家まで一本だ、と考えながら、うろうろと時間を潰していると、ふいに背中から声がかけられる。

「やあ、瑞原さん……奇遇ですね」

「……南さん？」

　夜道に突っ立っていたのは、スーツ姿の南だった。

　環は少し、混乱する。

　横浜に勤めている南が、どうしてこんな夜遅くに、銀座にいるのだろう。

「どう、されたんですか。お仕事で、こちらに？　接待とか？」

「ええ、まあ、用事がありまして……。瑞原さんは、なにをされてたんですか？」

「…………」

　環は唇を閉ざし、少し考えた後、質問には答えずに、南の目を見上げた。

「南さん。ずっと文字だけのやり取りで、すみません。なかなかお電話できる時間に帰れなくて」

「いえいえ、いいんですよ」

「プレゼント、ありがとうございました」

「あれ、すごくいいものなんですよ。あなたのことを思い浮かべて買ったんです。あのブランド、絶対お似合いになるって」

　南は親切そうな笑顔を浮かべて、言った。

　胸が痛む。

　自分を好きだと示してくれる相手に、まったく好意を抱くことができない。

　南になにか、悪いところがあるわけではないのだ。

　ただ、南には、恋をしていない。これからする予感もない。

　……そもそも環は、阿佐見以外の相手には、プライベートを一緒に過ごしたいという気持ちを抱くことすら、ほとんど経験したことがなかった。

　阿佐見が、例外なのだ。

「好意を寄せてくださるのはありがたいのですが、受け取れません。何度もメッセージで申し上げたのですが、私は、あなたと交際するつもりはないんです」

「あなたがそう思っていらっしゃることは、わかっています」

「お友達にもなれないと思います。受け取れないと言っているものをお渡しになって、お返しさせて頂くこともできないし、……困ります。今日も、こんなところで、普通ばったり会うでしょうか？　もしかして、どうやってか知りませんが、私のこと追いかけて、ここで待ち伏せしていらっしゃったんじゃ、ないですか？」

「瑞原さんは、勘違いしていらっしゃるんですよ」

「え？」

「僕ほどあなたのことをわかっている人間はいないのに」

　環の質問には答えず、一歩、二歩と、近づいてくる南のことを、怖いと思った。

　なにを言っているのだろう、この人は。

　環が迷惑だと思っている空気も読めないくせに、なにを根拠に、そんなことが言えるのだろうか。

「すみません、私、今付き合っている人がいるので！　ふたり同時とか考えられませんし」

　はっきりと拒絶を示すしかない、と決心し、声を張った。

　少しだけ語尾が揺れてしまったのは悔しいが、ひと気のない夜道で男性とふたりきり、それも自分を待ち伏せしていたらしい相手、と思えば、どうしたって怖い。

　身長差はそれほどないと思っていたが、こういう状況では話が別だ。体格差だってある。

　なにより、環は、誰かを害そうと思ったことも、手が出るような喧嘩をした経験もなかった。

　武術の心得だってない。

　女性相手にリードが取れ、気配りができることを『イケメン』と称されることはある。

　しかし、自分に害意を持つ相手を前にすれば、そんなものは、なんの役にも立たない。

　自分が無力な女性でしかないことを、ひしひしと思い知らされる。

　はっきりと事実を告げたことで、罵倒されるくらいは予想の範疇だったが、返ってきた南の言葉は正直、想像もしていなかったものだった。

「……知ってますよ」

「え」

「知ってます。『オネエ』と付き合ってるんでしょ？」

「…………」

　どうして、知っているのだろう。

　なにより、恋人がいると知っていて、どうしてまだ望みを捨てることなく、付き纏うことができるのだろう。

　ポジティブ思考……と言えば聞こえはいいが、その気持ちが重たいし、ますます敬遠したい気持ちが高まるのだが。

　環が冷たいのだろうか。

　……冷たいことが、どうして罪悪感に変わるのだろう。ひとりの人しか愛す気のないことが、何故。

「新宿二丁目とかじゃなくて、銀座、なんですね。会ってるの。大丈夫ですか。貯金、注ぎ込んでいるんじゃないですか？　少しの気晴らしなら、うるさいことを言うつもりはありませんが」

「待って。勝手に決めつけないでください。ホスト遊びみたいに言わないでもらえますか」

　他人にどうこう言われる筋合いはない。と喉元まで込み上げる。

　どうして、こういう時、こちらばかり、本気で厭だと拒むことを許されないのだろう。

　にこにこ笑って、あるいは自虐で、上手にいなさなければ、受け流さなければと。努力を求められるのは。

「同じでしょう。そういう人がいるのって、『オカマバー』みたいなところですよね。あなたは純粋な人だから、優しいことを言われたら、ほだされてしまうかもしれないけど、相手は夜の人間。しかも、まっとうに男性として生きていない相手です。冷静になってください。その恋愛ごっこに、なにか意味があるのでしょうか」

「……なん、です、それ」

「どうか、感情的にならないでください。僕はあなたのことを、あなた以上にわかっていますよ。臆病で、警戒心が強くて、女に生まれながら、女の打算を使おうとしない、ピュアな人だって。そういうところを、好きになったんです。だから、ボーイッシュな恰好をして、『普通』の男を避けて『オネエ』に入れ込んでいる今のあなたのことも、理解に努めます。あなたを、救い出したいんです」

「……全部が全部、侮辱にしか、聞こえないんですけど。恋人に対しても、私に対してもです」

「片意地を張っているからですよ。将来、必ず感謝することになる。あなたを思う僕の助言を、きちんと心を開いて聞いてくれませんか」

　わかり合えない、と、急速に感情が冷えていくのを感じた。

　早口に、自分の思い込みばかりを塗布した、イメージの環の話をして、本物の環の言葉を聞こうともしない。

　わかり合う努力もしてくれないのに、どうして対話が成立するだろうか。

「……南さん。失礼します。あなたとは二度と会いたくありません」

「瑞原さん！　待ってください！」

　踵きびすを返そうとした環の腕を、南は強引に掴んだ。

「困ります。離してください」

「あなたに、見せたいものがあるんです」

　なんだ──と、環は渋々、振り返った。

　プレゼント攻撃はきかないと、これだけ言ってもわからないのだろうか。

「僕は本気ですよ」

「なにが、ですか……」

　声が先細りし、やがて掠れた。

　プレゼント、どころではなかった。

　スーツのポケットから出て来た南の手には、アウトドアナイフが握られている。

　彼はそれから、わざわざ刃を出して、環に見せた。

「本気であなたのことを考えて、なにができるかを考えて……。恋って辛いですよね。夢中になったら、正しい助言も聴こえなくなってしまう。あなたは一生懸命な人だから、そうなりやすいんだ、自分を責めることはない。……僕が代わりに、取り除いてあげますよ。あなたの幸福を妨げる、障害物を」








第八章　寄り添う掌の、あたたかさ。









　南の肩越しに見遣った銀座の大通りは、ビルの照明や街灯のおかげで、夜闇を跳ね返すほどに明るく輝いている。

　車も人も間断なく行き交っており、昼間と変わらず、賑やかだ。

　一気に走り抜ければ、大通りまで数秒で辿りつけるだろう。

　あるいは、大声を出せば、通行人の誰かは気付いてくれるかもしれない。

　けれど、その誰かが、助けてくれるかどうか。

　逆に、大声が南を刺激しないとも限らない。

　暗い小路。

　至近距離で向かい合う、スーツの男性とパンツドレスの女性のことを、大通りの通行人たちは、デート中のカップルだと思って、さりげなく視線を外しているのだろうか。

　南の手には、小ぶりとはいえ、尖ったナイフが握られているのに。

「南さん。そんなもの、危ないですよ」

「……そうですね」

　努めて冷静な声で告げた環の声に影響されたのか、南は声のトーンを落とした。

「そんなもの、目の前で握られていると、怖いです。しまってくれませんか」

「あなたが僕の話を、無視せずに、きちんと聞くと約束するのであれば……」

「聞きます、から……」

　凶器を手にし、善悪の判断もつかなくなったのかと思いきや、意外にも、南は冷静さを残しているようだった。

　会話が、一応、成立する。

　外見から受ける印象も、初対面の時とさして変わらなかった。

　おどおどと泳ぐ小さな目。ていねいな口調。きちんとアイロンがかかったシャツ。

　真面目そうな、『普通』の人だと、思った、そのままの風貌だ。

　とても、快楽殺人犯や、サイコパスのようには、見えない。

「──南さん。すみません」

「なにに対しての、謝罪ですか」

「傷つけたことに対して。私は合コンに行くべきじゃなかったし、あなたと会話すべきじゃなかった。出会うべきじゃなかったんです。……そう思って、忘れていただけませんか」

「無理ですよ、出会ってしまったんですから」

「そうですか。でも、私があなたと付き合う可能性はゼロです。恋人がいるから、というのが理由ですが、もしあなたが恋人を力ずくで排除したって、可能性は１％も増えません。暴力を振るう人は、一番嫌いです」

　最後の言葉に、南は全身を震わせた。

「でも……僕は、僕は瑞原さんのことが、好きなんですよ……。どうしたら、いいんですか？」

　苦しげな声が、震える唇から漏れる。

　額にはびっしりと汗が浮かんでいた。

　ナイフの柄は、南の手に握られたまま。しまわれる気配はない。

（こんな時に本音を言うなんて……。ばかかな、私は……）

　逆上した南によって引き起こされるかもしれない、最悪の事態が、ちらちらと脳裏に思い浮かんだ。

　しかし、今更、口先だけでうまく言いくるめることなどできそうにないし、最善の手段など思い浮かばない。

　どうしろと言うのか。

　護身術でも習っていれば、南からナイフを奪うことができるだろうか。

　それより、偶然警官が通りがかってくれないか、とは思うが、可能性はきっと低い。

（──それにしても……）

　環は思う。

　南がナイフを、元々実用的な理由で持っていたのか、明確な殺意を抱いて買ってしまったのか、それは知りようがない。

　それでも、思ってしまう。

　……南には似合わない、と。

（人を傷つけて喜ぶような人には見えないのに……）

　というのは、そう思いたい環側の希望を反映したイメージでしか、ないのだろうか。

　自分との出会いが、彼を悪い方に向かわせてしまったのだと思うと、悲しかった。

「ちょっと！　なにしてんだ、あんた！」

「アサミさ……」

　突然、荒々しい声が割り込んできて、環ははっと現実に引き戻された。

　レストラン一階のブティックの中にいた筈の、阿佐見の声だ。

（まずい……！）

　当然起こり得る事態だった。

　阿佐見を危険に晒したくない。

　来るなと言いたかったが、間に合いそうになかった。

「こんなとこまでなにをしに……っ」

「あいつが……！」

　阿佐見は走って来ると、環と南の間に割り込み、南の肩に触れようと手を伸ばした。

　南の表情に憎悪の感情を見て取った環は、咄嗟に、南の右手に掴みかかる。

　揉み合いになりそうになる男性ふたりの身体に挟まれた環は、両者を肩で引き剥がそうとしながら、大きく声を張った。

「……ッ、アサミさん、離れて！」

「環」

「南さん！　私の恋人、こう見えて結構腕っぷしが強いんだよ！　怪我したくなかったら、引っ込んでて！」

　環は渾身の力をこめて、スーツの肉体を突き飛ばす。

　少しバランスを崩してよろけた南は、どこか呆けたような表情で、阿佐見と環を見比べた。

「み、瑞原さん……」

　やはり、外見通り、これまで荒事の経験などなかったのだろう。

　恋敵の前で女性に力負けして気力がなえたのか、南はぐっと顔を歪めると、踵を返して路地の奥へ走って行った。

（……諦めてくれたのかな、そうだといいんだけど……）

　これで、環から気持ちを離してくれるだろうか。

　ニュースで見るような大事件にならなかったことに安堵しながら、服の乱れを整えていると、阿佐見が心配そうに覗き込んできた。

「環！　なにもされてない？　あいつ、横浜で会った……」

「アサミさんが来てくれたから、問題ない」

「追いかけた方がいい？　環のストーカーなの？」

「いや。多分、ちょっと、行き違いがあって……。あ、アサミさん、バッグ、持っててくれてありがとうね」

　受け取ったバッグを、阿佐見と反対側の腕にかけ、環は大通りに向けて歩き出した。

　突然話が変わって、一瞬戸惑ったように間を空けた阿佐見は、後ろからついて来る。

「……そんなの、いいんだけど。ね、環。あたし、腕っぷしが強いの？」

「さあ？」

「確かに、花屋は力仕事多いけど」

「そういうことにしといて。来てくれて助かったよ」

　環は動揺を隠すために笑顔を浮かべたが、実のところ、まだ、息が弾んでいる。

　南が思い直して、暗がりから走って襲ってこないか、心配で胸が疼き、自然と早足になった。

「店から出たら、環が変な男に絡まれてるから。心臓が止まるかと思った」

「大丈夫」

「大丈夫って」

「あの人の職場だって知ってるし、ちゃんと話つけられるから」

「だめ、慎重に考えないと。ストーカーは、正面切って相手をすると、かえって勘違いして、悪化することがあるって言うわ」

　阿佐見と話をしながら、大通りの雑踏に紛れ、タクシー乗り場の行列に並ぶ。

（……これだけ人がいるところなら、もう、大丈夫な筈……）

　気が緩んだ途端、ぼやきのひとつも言いたくなったが、これ以上、阿佐見に心配をかけたくない。

　その一心で、環は声と表情を作り、なんでもないように振る舞った。

　うまく隠せていると思っていたのだが。

「……あっ」

　眉間に皺を寄せた阿佐見に、ぐい、と肩を押され、体とバッグで隠していた右手を拾い上げられる。

「なに……これ」

「……あ。ちょっと、ぶつかって……」

「ちょっとで済む出血量じゃない。こら、見せなさい！」

　大判のハンカチを握り込んだ指が、阿佐見に剥がされるようにして、一本一本開かれていき、環は痛みに顔をしかめた。

　南の手を押さえた時、しゅっ、と鋭いものが掌を横切る、厭な感触がしたのだ。

　しかし、こんなに血が出ているとは。

　折り畳んだハンカチに染み込んだ赤黒い色を見ると、それまで気にせずにいられたのに、途端にすごく痛いような気がしてきた。

「ひどい。あいつ……！　刃物なんか持ってたの……？」

「…………」

「警察に……」

「いい。私がいらないところに手を出したんだよ。あの人、脅したいだけで、刺す気はなさそうだった」

「そもそもナイフなんか、人前で持つもんじゃないでしょ！」

「掠っただけで、見た目ほどひどい傷じゃないし」

「なんでかばうの。傷害罪よ。信じられない……こんなことするなんて」

　阿佐見は傷口を見た瞬間、顔を真っ赤にして、真剣に怒ってくれている。

　その気迫と昂ぶりに押されて、自分くらいは冷静でいなければと思うと、南への怒りもしぼんでいってしまった。

「いいんだ。今回は、自業自得の、痛み分けってことで」

「もう、喋らなくていいから、強く押さえて。できれば心臓より高くあげてて」

　阿佐見は血濡れたハンカチの上に自分のハンカチを重ねて再び環の手を握らせ、スマートフォンをいじり出した。

「なにか、調べてるの？」

「救急外来のある病院」

「別に明日でもいいけど……」

「なに言ってるの。利き手でしょう！」

　阿佐見に言われ、初めて、はっとした。

　環の仕事は、メイク道具を使うことだ。

　利き手でかばうなんて、あまりに自覚がないことだった。
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　その後、タクシーで救急外来に行って、傷を見てもらった。

　神経や腱に支障はなさそうだと医者に言われ、少しほっとしたが、その方が傷が塞がりやすいと言うので、縫ってもらうことにした。

　家で趣味のアウトドアナイフの手入れをしていて、という言い訳は、怪しまれなかった。

　包帯を防水カバーしてもらい、生活に支障があまり出ないようにしてはもらったが、完治までにかかる時間については、個人差があってはっきり言えないという。

「大丈夫？　環」

「うん……」

　どこか実感がなかった環も、仕事のことを考えると、急に気分が重たくなってきた。

　スマートフォンのメッセージアプリで春妃に報告して指示を仰ぐが、時間が遅いこともあり、読まれた様子はない。

「今夜はうちに泊まりなさいね」

「え……。いいよ、急にそんな。ご迷惑でしょ」

　阿佐見の提案に、環は最初、及び腰だった。

　しかし阿佐見は引き下がらない。

「迷惑なわけないでしょ。急に夜中に痛み出したらどうするの？　大体、今日の今日で、あなたをひとりで家に帰すなんて」

「いや。流石に、家の場所まで、バレてはないと思うけど……」

「言い切れる？」

　そう言われると困る。可能性はゼロではない。

　こっそり仕事終わりの後をつけられたことがあったとしたら──。

「……お願い。これ以上心配させないで」

「うん……」

　支払いを終え、病院を出る頃には、疲労感がどっと押し寄せてきて、阿佐見の再三にわたる申し出を断る気力も、真っ暗なひとり暮らしの部屋へ帰る勇気も、残っていなかった。




　阿佐見の家の二階のソファに落ち着き、出してもらったノンカフェインのはちみつ入り紅茶を飲むと、ふうっ……と長い溜息が漏れた。

　楽しかったデートから、急転直下のように危ない目に遭って。

　あまりの目まぐるしさに、長い悪夢でも見ていたかのようだ。

　夢ではない証として、環はまだ阿佐見に買ってもらったパンツドレスを身につけていたし、右手は包帯でぐるぐる巻きにされているのだが。

（なんだったんだろう、今日は……）

　早く寝ましょう、と阿佐見に言われてはいたが、神経が昂ぶっていて、一向に眠気が来そうになかった。

　その代わりのように、悪い想像が、足元からひたひたと這い上がってくる。

　ぎゅ、とソファの上で膝を抱え込んだ環に、寝室を整えていた筈の阿佐見は、すぐに気付いて近付いてきた。

「なに考えてるの、環」

「……笑わないでね。春妃先生に、もう来るな、って言われたら、どうしようって」

「どうして、師匠が、弟子のつらい時に、そんなことを言うの？」

「ヘアメイクアーティストとしての自覚がないって……」

　そもそも、『モトノモリ』の一件から、春妃とは少しぎくしゃくしているのだ。

　春妃も、彼氏の力で環が仕事を取ったものと、内心軽蔑しているかもしれない。

　見放されてしまったらどうしよう、と思うと、恐怖で体が強張りそうになる。

「なに言ってんの。悪い方に考えないのよ。こんなの事故よ、不可抗力じゃない」

「だって……」

「反論禁止。今は、怪我を早く治すことだけ、考えるのよ」

　正論で諭され、頷くしかないとわかっていても、胸の中に苦々しいものは残った。

「今日はもう寝ましょ。お化粧、落とすわよね」

「……うん」

「準備するから、そこで待ってて」

　それくらい自分でやる、と言おうと思ったが、ソファに一度沈んだ体はびっくりするほど重くて、すぐに立ち動くことができない。

　苦戦しているうちに、阿佐見は木製のワゴンの上に、洗面器やタオル、洗顔料などを用意し、ごろごろと環の前に引いてきた。

「アサミさん……」

「片手がそれだと、なにをするのも難しいわ。手伝わせて」

　阿佐見は環の背後に回り、ソファの背越しに、ドレスのファスナーを下ろす。

「あ……アサミさん。今日は流石に……」

　驚いた環が振り向こうとすると、鼻を軽くつままれた。

「流石に、怪我してる子に、イイことなんてしないわよ。なに想像したの？　環のエッチ」

「……っ……」

　からかわれて俯くと、うなじにキスが落ちてきた。

　ちゅ。と。いやらしくない、慈愛たっぷりのキス。

「はい、袖から手を抜いて……」

　黙ってされるがままになっていると、一瞬だけ立ち上がらされて、下着だけの姿にされ、お湯を含んだタオルでざっと全身を拭かれ、前開きのパジャマを着させられた。

　優しい阿佐見の声も相まって、なんだかひとりで着替えができないような小さな子供に戻ったようで、落ち着かない。

　オレンジの香りが、さりげなく、自分の全身から漂う。

　洗面器の湯にアロマオイルを落としたのだろうか。

「あんまり血の巡りをよくすると、怪我にはよくないかしらね。でもその方が、よく眠れるから」

「うん。色々、気を遣わせて……ごめん」

「言いっこなしよ」

　阿佐見は一度湯をくぐらせたタオルをしぼって畳み、環の首の後ろに押し当てた。

　首や肩のこわばりが一気に楽になっていくのがわかる。

　その間に、阿佐見はポイントメイクリムーバーで環のマスカラやアイラインを落とし、掌の上でクレンジングクリームをあたためた。

　そして細い指で、ＴゾーンからＵゾーン、顔の隅々までクリームを塗り、馴染ませた後、電子レンジであたためた蒸しタオルを当てて、拭き取っていく。

　洗面器の湯で洗顔させた後は、ふわふわのタオルで甲斐甲斐しく水分を拭き取り、化粧水と乳液まで隅々まで塗り込んでくれるのだった。

　ほとんど座っているだけで寝る支度が整ってしまい、環が戸惑っていると、

「どうぞ、お姫様」

　芝居がかった所作で左手を引かれ、ベッドまで連れて行かれた。

　仰向けで横になると、夏用ブランケットを、足元から肩までかけられる。

　本当に至れり尽くせりで、ありがたくも、申し訳なかった。

「……お手間かけます」

「謝らないで。環に好き放題できるなんて、役得だもの」

「好き放題ってなに？」

「ふっふっふ……。その手じゃ抵抗できないでしょ……」

「ちょっ……と、アサミさん？」

「寝られないなら、強制的に疲れさせて、眠るように仕向けるわよぉー」

「こら、っ」

　ブランケットの下で悪戯っぽく蠢く手を叱責すると、阿佐見は喉を鳴らして笑った。

「嘘、嘘。なにもしないから、さっさと寝なさい。ほら」

　言って、とん、とん、と環の体の上を一定のリズムで叩き、寝かしつけようとする。

（こんなので眠らないよ、赤ちゃんじゃないんだから……）

　と思いつつ、環が寝ない限りは阿佐見も起きているような雰囲気なので、目をつぶり、おとなしく寝たふりをした。

　環が落ち込まないように、わざとふざけて、明るいムードを作ろうとしてくれている阿佐見の配慮には、もちろん気がついている。

　その気持ちに乗るつもりで、なんとか、眠れない夜をやり過ごそうとしていると、

「──もっと早く、助けに行けなくてごめん。ここは安全だから。絶対、あたしが守るからね。環。安心して、おやすみ……」

　阿佐見が、悔恨にかられたような低い声で、ひとり言のように、環の耳元に語りかけた。

　その時は、足の爪の先まで電流を通されたようで、繕った寝息が乱れてしまわないようにするのに一苦労し──。

　しかし、呼びかけと優しい揺れに誘われるように、環はいつの間にか、柔らかな夢の国へと落ちていった。
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「えっ、いいよ。ひとりで行ける。近いし」

「だめ。車出す。もう決めたから。そんな手の子を満員電車になんか乗せられますか」

「そんな過保護にしなくたって……」

　途中で目を覚ますことなく、ぐっすりと朝まで休んでしまった環は、自分は繊細じゃないなぁ、と凹みつつ、しかし生まれ持ったこの図太さは宝だ、とも思う。

　眠ったことで、昨夜のショックもある程度抜けて、普段通りの自分にリセットできていた。

（南さんも、一眠りして、ばかなことしたって反省してくれてるかもしれないし。私の怪我だってたいしたものじゃない。悪いことがあったぶん、いいこともあるさ、よし、気合い入れろ、私！）

　阿佐見に手を借りながら、お泊まり用に置かせてもらっていた服と化粧品で、環は通勤支度を整える。

　気合いを入れて、さあ行くぞ、と思った矢先。

　阿佐見が、車のキーを見せながら、宣言したのだ。

「送ってく。うちにはなにもないから、途中どこかのカフェに寄って、朝ごはん食べて行こ？　流石に職場の前までは行かずに近くで降ろすし」

「そういうことなら……まあ……」

　いいか。……いいのか？

　自問自答しつつ、しかし恋人に一日三食を習慣づけさせたい環は、阿佐見と一緒に家を出る。

　早朝から地上を炙り出す真夏の陽光の圧を感じながら、車庫に行き、白いワゴン車の助手席に乗り込んだ。

　庭先や街路樹では、賑やかに蝉が鳴いている。

　ハンドルを握る恋人も、早朝のデートも、物珍しくて、新鮮で、楽しくて。

　うっかり心を緩ませすぎたツケは、出勤後、すぐに払わされることになった。




「ああ、そう。わかった。仕事予定はこっちで組み直すわ。お大事に」

「……ご迷惑を、おかけします」

　春妃は、外から事務所に戻ってきた後もバタバタと走り回っていて、忙しそうだった。

　そんな師匠に、自分の怪我の話などしなければならないのは申し訳なかったが、声をかけて報告すると、春妃はほとんど感情を交えず、淡々と了解する。

「まあ、怪我したものはしょうがない。今は幸い、そんなに忙しくないし。この際、有休取ってのんびり温泉旅行でも行って来れば？　そうだ、そうしな」

「いえ、あの、みんなの雑用でも、使ってもらえれば……」

「あのな。環。あんたは賢いからわかってるだろ。そんな手で表に出るな。痛々しいから。あんたがよくても、お客様やスタッフ、みんなが気を遣う」

「……はい」

「あんたのレギュラーの仕事には、代打で美侑季を行かせる。あの子の入社、あんたと同じくらいでしょ。環は呑み込みがよすぎて、デビューが早かったけど、そろそろあの子にも仕事回さなきゃと思ってたし」

「……わかりました」

「じゃ、そういうことで」

　抜糸の日まで有休を取ると告げると、春妃は頷きながら、せわしなく書類をまとめ、とん、と一片をデスクに打ち付けた。

　それが、出て行け、という合図だということが、付き合いの長い環にはわかる。

（あーもう。めんどうくさい。……傷つくなよ私……）

　意識の外で勝手に目の表面が潤みそうになるのが厭で、環はまばたきの回数を増やしてやり過ごした。

　春妃の判断は、経営者としてなにもおかしくはない。

　もっときつい叱責を受けることだって、覚悟していた。

　ひどい言葉なんて、ひとつも投げつけられていない。

　自分の代わりがいくらでもいることだって、頭の中では理解している。

　それでも、胸の痛みが思ったより重く響くのは、朝の気合い入れから一度、気持ちを緩ませてしまったことが原因ではないか、と思う。

　もちろん、朝デートに連れ出した阿佐見が悪いというわけではない。

　気分の切り替えのタイミングを逃した、環の失敗だ。

　無表情で出勤するサラリーマンたちに溶け込み、満員電車の中を物のように運ばれて、もっとかさかさに心を乾かしておけば。

　アウェイに乗り込むのだと覚悟して職場に来ていれば、気持ちが鈍磨したまま、上手にこの痛みをやり過ごせたのではないか。

　他人からきらきらした愛情をもらえることに慣れると、そうでない場面に直面した時、落差が苦しい、かもしれない。

「……すみません。失礼します」

　俯きながら退室しようとした刹那、背中から、くだけた調子の声がかかった。

「ねえ、環。あんた、自分でそんな怪我するほどそそっかしかったっけ」

　振り向くと、春妃は頬杖をつき、にや、と笑みを浮かべている。

　雑談のような調子ではあるが、なんだか試験を受けさせられているような、試されているような気がして、厭な汗が背中に浮かんだ。

「……うっかりしたんです」

「ふうん。二股でもかけて、彼氏を逆上させた、とか、そういうのかと。フローリストも、はさみとかナイフとか、日常的に使うじゃない」

「ちが……いますよ」

　医者の前では自然に嘘で繕えたのだが、見透かすような目をした師匠の前では、うまくいかない。

　阿佐見の名誉のために、強張った表情でなんとか否定だけはしたが、春妃はなにが面白かったのか、肩を揺らして笑い、

「まあ、いいんじゃない。色気があって」

と、よくわからない褒め方をしてのけた。




　春妃の事務所を辞去した後、環は三階に行き、他のスタッフたちに、春妃にしたのと同じ説明をした。

　なぎも愛理も、美侑季も麻弥も、怪我の具合を案じるようなことを次々に口にする。

「環先生、大丈夫ですか？　痛そうですね」

「お大事になさってください」

　なぎは、ほとんど涙目になっていて、なにか問いたげな眼差しで環を見ていた。

　なんとなく、南の件でなにかあったのかと、察しをつけているのかもしれない。

　それを見て、絶対に真相を知られないようにしなくては、と思った。

　年下のなぎに、責任を感じさせるようなことがあってはならない。

「ありがとうございます。みんなにも迷惑をかけますが、よろしくお願いします」

　わざと事務的な言い方をして、事情に深く突っ込まれるような隙をなくしながら、環は仕事の引継ぎの段取りをつけた。

　一通り終わって、更衣室で帰り支度をしていると、廊下から麻弥の声が聞こえてくる。

「調子に乗ってるからコケるんですよね。天罰ってあるんだなって」

　通りがかりらしく、会話の切れ端しか聞こえなかったが、まあこれも予想の範疇ではある。

　ではある、ものの。

　話し相手が、先日のように、受け流すのがうまい美侑季ならば気にならない。

　しかし、もし別の人だったら。──たとえば春妃だったなら。

　麻弥の陰口を聞いて、そうよね、なんて同意しているところを見てしまったら。

　それは立ち直れないかもしれない、と、環は、自身の想像に打ちのめされるような気がした。
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　言葉で傷つけられたくらい。少々の逆境くらい。

　ばねにしなくてどうする。

　女々しさは『イケメン』に似合わないし、性質的に好きでもない。

　このまま、損しただけで終わってたまるか、と思った。

　怪我の功名、と後で思えるようにしたい。

　環は、帰り道で、食料と、気になっていたけれどなかなか見に行けなかった新商品のコスメを買い込み、ひとり暮らしの恵比寿のアパートに帰る。

　職場で借りてきたファッションショーの資料や、仕事道具も合わせると、左手が痺れるほどの荷物になってしまったが、意地があって、車で迎えに行くという阿佐見の提案は断ってしまった。

　南のことは気になっていたが、オートロックではないものの、ドアに鍵もチェーンもかかる。

　向こうも仕事をしているのだし、朝早くや夜遅く、そして土日に不用意に外出しないようにすれば、出くわすことはないだろう。

　そのつもりで、買い出しも済ませていた。

　南からは、今日、職場にいる間に、「謝りたい」というメッセージが入っていたが、返信はしていない。

　相手をすると、まだ脈があると勘違いさせ、ストーカー化に拍車がかかる可能性があると、阿佐見も言っていた。

　無視はよくないことと思うが、これ以上彼に振り回され、生活を壊されるわけにはいかない。

　引きこもるための準備を整えた環は、部屋のカーテンを閉めて、ＤＶＤを再生し、『モトノモリ』の仕事のイメージを膨らませ始めた。





　　　＊　　　　＊　　　　＊






　流行を先取りしたモード。

　一定のリズムでランウェイを歩いていく、マネキンのように無表情のモデルたち。

　コレクションのＶＴＲをＴＶで流し、ハウス・ミュージックの単調なビートに揺られながらセットウィッグに向かい合っていると、時間の感覚を忘れて、作業に没頭してしまう。

　環を現実に引き戻したのは、ドアチャイムの連続音だった。

　せっかちなチャイムの音に続いて、ドンドンとドアを叩く音が聞こえて、ようやく環はぼんやりと立ち上がる。

　ドアスコープを覗き込んだが、暗くて向こう側がよく見えなかった。

　起きてから、ずっと、左手でヘアアレンジの練習をしたり、疲れたらアイデアを書き留めたりしていたのだが、もう夜になったのだろうか。

　早すぎる。

　インターフォンがないので、仕方なくチェーンをつけたまま、細くドアを開けると、隙間から陽光とともに、ガン、とスカンツに包まれた片足が割り込んできた。

「こら！　無防備に開けちゃだめじゃないの」

「……どうしたの、アサミさん」

　スコープを見えなくしていたのは、阿佐見の仕業か。

　チェーンはつけてる、と指差すと、阿佐見は溜息をついて、首を横に振った。

「それ以前に。もう……メッセージも見てくれないし、心配したのよ」

「ああ、スマフォ、充電切れてたのかな。ごめん」

「環ったら。うちに来いって言ってるのに、勝手にこっちのアパート帰っちゃうし」

「だって、アサミさんも、仕事があるでしょう。ずっと居座るわけにはいかないし、充分注意するから、心配しないでってメッセージ送ったのに。……まあ、立ち話もなんだよね。待って、チェーン外すから」

　一度ドアを閉め、チェーンを外して、阿佐見を中に迎え入れた。

　広くもなく、きれいでもない単身者用のアパートの一室を見られるのは恥ずかしいものの、せっかく阿佐見が来てくれたのだ。

　茶でも淹れようか、と中に誘おうとしたが、阿佐見は鍵とチェーンをかけ直すと、玄関ポーチに立ちっぱなしのまま、小言を言う。

「心配しないでって。するに決まってるじゃない。ひとりでなにしてたのよ」

「なにって、……左手でできること」

「バカ！」

　玄関から、奥のワンルームの様子は見て取れた。

　ＴＶから流れるショー映像や、練習用のセットウィッグ、テーブルの上のスケッチブック。

　なにをしていたかなんて、一目瞭然だろうに。

　わざわざ訊かれた上、頭ごなしに怒鳴られて、環は少しカチンときた。

「バカってなに？」

　阿佐見も、珍しく引かない。

「安静にしてなさい。って。お医者様も言ってたでしょ。なんで体に負担かけるようなことするの？」

「安静にしてるよ、右手は使ってないし、激しい運動もしてない。病気じゃないんだから、寝たきりというわけにも」

「屁理屈よ」

「……アサミさん、過保護だよ」

「愛してるんだから当然でしょ！」

「私はこどもじゃないんだから」

「冷静な環らしくないわね。傷が開いたら、かえって長引くのよ」

　わかってる、わかってる、うるさいな。

　正論で畳みかけられ、込み上げた反発を、環は慌てて飲み下した。

（アサミさんは……私のことを心配してくれてるんだから……）

　売り言葉に買い言葉で喧嘩してしまうことこそ、『こども』のすることだ。

　大人になってからは、上手に衝突を躱し合うことばかりで、本音をぶつけ合う機会が減っていた。

　きっと、距離感に失敗して、傷つけてしまう。

　環は息を吐き、無理やり、胸にわだかまる怒りを解いた。

　後に残されたのは、震えるような孤独感だ。

「……仕事がないと、落ち着かないんだよ。ただ、アサミさんちでじっとしてるだけなんて、きっと、耐えられない」

「どうして？　休息の時間ができたと思って、ゆっくり充電すればいいじゃないの」

「ゆっくりしてる間に、私の仕事は全部他の子に移されていく。どんな思いで積み重ねてきた仕事か、アサミさんにわかる？　じっとなんて……」

「……わかるわよ。環。環がずっと、一生懸命がんばってたのは見てきてる。でも」

「後輩たちは、私の不手際の穴埋めをしてくれてるんだ、恨める筋じゃない。怪我したのは自分の失敗。だからこそ……辛いよ……。事務所には所属してるけど、結局はフリーランスみたいなもの。春妃先生も言ってた。仕事がなくなったら……生きて、いけない」

「そこはあたしが力になるから」

「どうやって？」

「精神的にも、経済的にも。あらゆることで、支えるわ」

　阿佐見の言葉を聞いて、環は卑屈な笑みを浮かべた。

（こうやって庇護されるのが、ださい、と言うんでしょう、麻弥。……わかるよ）

　阿佐見は環に甘い。べたべたに甘い。

　その底なしの優しさに依存して、温室栽培の花のように守られていれば、今抱えている不安はすべて溶けて消えるだろうか。

　でも。

　一方的に与えられるのではなく、環は、自立した上で、阿佐見のそばにいたい。

　自分のことは自分でできるようにしていたいし、頼りにもされたいのだ。

「……アサミさんにそういうことまでしてもらう理由はないよ」

「恋人なのよ……。こういう時こそ頼ってよ」

「恋人だからこそ、借りなんて作りたくないんだ」

「借りだなんて言わないでよ……！」

「わかってる！　わかってるけど……。ごめん、……ひとりにして欲しい……」

　ひとりなら、と環は思う。

　こんなに恰好悪い言葉、吐かなくて済んだ。

　調子が悪い時に、話しかけてくる相手がいるから、繕えない心の中が、漏れ出してしまう。

「わかった。……鍵、ちゃんとかけて。本当に、気をつけるのよ……」

「……わかってる」

　後ろ髪をひかれるようにしながら、しかし最終的には聞き分けよく、阿佐見は玄関から出て行った。

　ぽつんとひとりになってから、環は、なんだか本当に自分はめんどうくさいし、みじめだな、と、肩を落とす。




　時計の針がちょうど夕食どきを指している。

　落ち込むのにも飽きた環は、そろそろ買っておいたサラダでも食べようかと、ベッドから起き上がった。

　その時、再びドアベルが鳴る。

　また阿佐見が来たのだろうか、と思いながら、ドアを細く開け、環は目を疑った。

「え、……っ、なんで……」

　そこには知らない男性が、ひとりで立っている。

　髪を後ろでひとつに結び、シンプルな黒いＴシャツを着、デニムパンツとスニーカーをはいた、男性の顔には見覚えがあるものの、違和感があって、すぐに頭の中で処理ができなかった。

「夕食持って来た」

「え？」

「開けてくれる？」

「……あ、はい」

　環は思考停止したまま、ドアを一度閉めて、チェーンを外す。

　再びドアを開けると、男性は環と目を合わせず、ずかずかと玄関に入って来て、スニーカーを脱いだ。

「お邪魔します」

「うん……」

　ぼうっとしている間に、男性は奥の部屋に入っていく。

　環は慌てて、靴箱を開けて新しいスリッパを出し、男性の背中を追った。

「待って、アサミさん、これ、使って……」

「う、うん……」

　呼ばれて振り返った恋人は、環と目が合った途端、視線を外して俯く。

　昼間の仕打ちに、腹を立てている風というよりは、とにかくシャイで、人見知りする様子で、環の中で「これは誰だ？」という気持ちが募った。

　調子が狂ってしまい、意地を張る気持ちも、さっき追い返してしまった気まずさも、一度吹き飛んでしまう。

　これ幸いと、環は素直に謝罪の言葉を口にした。

「あの、さっきは、ごめん。私、怪我のことで、少し気が立ってて……」

「そう……だよな。気にするな。オレも気が回らなくって、悪かった」

（オレ……!?）

　阿佐見の口から、聞き覚えのない一人称が出てきて、環は目を丸める。

　そんな環を見て、阿佐見はふ、と肩の力を抜き、苦笑を浮かべた。

「ごめん、もう、喋り方の感覚とか忘れかけてて、口が回らない。仕事ならまだしも、プライベートでこんな恰好、すごい、久しぶりだから」

「うん……誰かと思った」

　笑ってくれると、ノーメイクでも、阿佐見だ、とわかる顔になる。

「昼間、追い返された後、買い出しでスーパーに寄って、家に帰って。汗かいたから一度シャワーを浴びたんだけど、万一あいつと鉢合わせする可能性考えたら、こっちの方がいいのかと思って。動きやすさとしても、睨みをきかすにしても」

「なるほどね……」

「でも、落ち着かない」

　そうだろうな、と思う。

　自分がピンクのスカートでもはいて阿佐見の前に出たら、同じように挙動不審な態度に出てしまいそうだ。

　たかが装い、されど装い、である。

「いつも通り、喋ったら？」

「それが……できないんだ。何度か、車の中で練習したんだけど、この姿で『あたし』とは、言えない」

「そうなんだ」

　いつもより表情の変化に乏しい顔と、落ち着きのなさが見え隠れする視線配り、抑揚の少ない喋り方。

　学生の頃は、こんな感じだったのかな、と想像が働けば、これまで阿佐見が積み上げてきた人生が、透けて見える気がした。

　阿佐見は、ワンルームの台所を見て、「流石、きれいに整理してる」と感心する。

　恋人の家の立派なリビングには、設備も調度も及ばないが、自分の城を褒められれば、悪い気はしなかった。

「夕食作って、耐熱容器に入れて来たから、一度あたためさせてもらっていい？　あと、ポットの湯も使わせて」

「えっ、アサミさんの手作り？」

「食器とか適当に借りるよ。あっ、怪我人はおとなしく座ってなさ……座ってろ」

「わざわざ言い直さなくてもいいから……」




　数分後、環が慌てて仕事道具を片付けたテーブルには、湯気の立つ食事が並んでいた。

　メインディッシュはそぼろ丼で、ほうれんそうのごまよごしが添えられている。

　別の小さな密閉容器には、かぼちゃの煮つけと、レバーの炒め物が入っていた。

「すごい……。アサミさん、自炊できるんだ」

「いや、あんまり……」

　阿佐見は謙遜するが、実家を出てからはなかなかお目にかかる機会のない、純然たる家庭料理を目にして、見る目が変わりそうになる。

　これだけのものを、ちゃちゃっと作れるなんて。

（やればできるんなら、毎食きちんと食べればいいのに、アサミさんたら……）

　盛り付けも流石、職業柄というべきか、美しい。

　油揚げのお味噌汁だけは、湯を注ぐだけのフリーズドライのものだったが、お椀は環のものしかなかったので、阿佐見のぶんは大き目のマグカップに入れてもらった。

「ごめんね、お椀、私のぶんしかなくて。箸も割り箸で」

「そうだな。今日は気が回らなかったけど、次は用意して来るよ。オレの箸と、茶碗と汁椀と、あと歯ブラシとか？」

「な、なにを言ってるんだか……」

　アサミさんたら。

　と、いつもなら笑って流せるところで、いちいち躓つまずいてしまうのは、自室にいる男性という存在に、まだ慣れないからだった。

　どうして、ここに異性がいるのかという、基本的な事柄すら、まだ受け止めきれていない。

　恋人の阿佐見と同じ人だと、頭ではわかっているのだが、視覚情報が慣れたものと異なると、こんなにも混乱するものなのか。

（ベッドで裸を見るぶんには、慣れてきたつもりだったのにな……あれはやっぱり、非日常空間なんだろう）

　そのうち慣れるだろうと思いながら、手を合わせ、いただきますを言う。

　スプーンを左手で握ってそぼろとほうれんそうを同時に口に運ぶと、苦労の滲んだ味がした。

「…………。美味しいよ、アサミさん」

「無理に、イケメンなこと、言わなくていい……。わかってる、ごめん、これが精一杯だった」

「ううん」

　そぼろは味が濃く染みすぎて辛く、調味料のバランスに試行錯誤した跡が残っている。

　逆にほうれんそうは味が薄く、煮えすぎで歯ごたえがまったくなかった。

　かぼちゃは、固いまま包丁で切ろうとしたのだろう。大きさがバラバラで、煮え具合もバラバラ。

　レバーの臭みを取るのはプロの料理人でも難しいと聞いたことがあった。

　そもそも、味噌汁以外、どれも味付けが甘辛系の、同じような味になってしまっている。

　しかし、阿佐見がみずから作ってくれた料理だから、環の舌にはどれも美味しく感じられた。

「左手で、スプーンで、食べられるように、作ってくれたんだね……」

「うん、あと、怪我の治りによさそうなものを調べて。亜鉛とか、ビタミンとか。気休めかもしれないけど。カットフルーツも買って来たから、食後に食べよう」

　昼間、過保護、などと言ってしまったことを恥じた。

　阿佐見の優しさに、救われている。

　いつもより時間がかかったが、味わって食べ終わると、流し台に器を下げた。

　当たり前のようにスポンジを手に取り、洗い物を始める阿佐見のそばで、できることがない環は、無駄にうろうろしてしまう。

「環？　すぐ片付けるから、座って待ってて」

「……ごめん。洗い物、任せちゃって」

「気にするなって、言ってるだろ。大体、その手で洗い物は無理だ。オレに任せて」

「……この借りはいつか必ず……あっ」

　昼間、どうして言い争いに近いことになってしまったのか、忘れたわけではなかった。

　それでも、気後れからつい口にしてしまった失言に、阿佐見は顔を上げ、環を見つめる。

「…………」

　泡だらけの手を洗って水道を止め、タオルで濡れた手を拭うと、阿佐見は環の背中を押して、ベッドに連れて行く。

　枕やビーズクッションをちょうどよく配置し直すと、環に腕枕しながら、自身も横になった。

　終始真顔なので、なにを考えているのか、いまいちわからない。

　こんなに感情が読めない人だっただろうか。

「……アサミさん。怒った？」

「怒ってない」

「嘘だぁ……絶対怒ってる、その顔」

「怒ってない」

　阿佐見は体を起こすと、右腕に触れないように環の体に乗り上げ、顔を近づけた。

　唇に体温が触れて、呼吸が当たる距離で目が合うと、全身が燃え上がるように熱くなる。

　長い睫毛にふちどられた真剣なまなざしは、周囲に彩りの色を纏わず、純朴でいて、強い力を放っていた。

　見つめられている、と思うと、呼吸が止まってしまうほどに。

「怒ってはないけど。環にとって、オレは頼りがいのない恋人なのか、と思うと、少し悔しくなる」

「そ──そんなことはないよ」

「じゃあ、甘えて」

　どこか有無を言わさない、命令のような傲慢さを宿して。

　自分の上に乗った体から、振動と一緒に、包み込むような低い声が伝わってきた。

　とく、とく、と胸を打つ鼓動が、どちらのものかもわからない。

（……もう……なに、この気持ち……）

　目の前の男性の顔を見ているだけで、理性の蓋が外れてしまいそうで。

　慌てて、そらした。

「私は、甘えるの、下手なんだ……。アサミさんが悪いわけじゃない」

「環は、完璧主義すぎる。完璧でいられない時くらい、今はたまたま、だめな時期なんだって認めて、人の力を借りればいい」

「…………」

「三百六十五日、二十四時間、完璧でなんかいられるわけないだろ。誰だって。気を許せる人の前では、楽していいんだよ」

「……言う通りにしたら、なにかいいこと、ある？」

「全部がうまくいくようになるよ。仕事も遊びも、リラックスするぶん、周りの状況が見えて、焦らず、長期展望ができるようになる。長い目で見て、絶対に、成功が近づく」

「……本当かなぁ」

「ほんと」

　半信半疑ではあるが、しかし阿佐見の言葉は、浸透力を持っていた。

　実際に、仕事で成功に近づいている人だし、そのしなやかに自己を確立する姿勢を見習いたいと、日頃から思っている人でもある。

　素直に聞き入れるべきか、とも思ったが、歯噛みしたいところもあった。

（だって……ずるい……）

　いつも明るく、笑いを交えて気持ちを盛り上げようとしてくれるアサミと違って、目の前の人は随分とシリアスだ。

　耳のふちに何度もキスを落とされて、その音が、唇の温度が、耳にこびりついて、忘れられないものになりそうだった。

「アサミさん、だめ。この距離。心の準備が」

「今更？」

「……アサミさんだって、その姿に、さっきから、ぎくしゃくしてたじゃない」

「もう慣れた」

「早っ」

「っていうか、環が面白い。顔が真っ赤で、涙目で」

　目のふち。鼻。

　キスの場所がゆっくりと移動していく。

「呼吸が浅くて……」

　唇を奪われ、舌に深く絡め取られて、長く呼吸を支配される。

　息が苦しくて、ますます顔が上気して、トロリと視界が霞む。

　唇が蕩けて、元のように閉じられない。

「……さては、環、オレのすっぴんがかっこよくて見惚れてるとか？」

「……っ……ご、ごめん!?」

「なんで謝るんだ」

「いつものアサミさん、が、好きで、すごく素敵なのに、」

「……なに」

「…………だってこんなの、ま、まるで、浮気みたいじゃない」

　男性の姿に、恋に落ち直したように、ときめくなんて。

　女装している阿佐見を否定するようで申し訳ないし、大事なものに罅ひびが入らないか、怖いのに。

「浮気だなんて、失礼だな。全部オレだし、アサミだし、そういうことまで、いちいち気にするあんたが……、ん……その……」

　少し、言葉を探すように唇を動かした後。

　大好きよ、と。

　耳元で一瞬だけ、ほんのり高い優しい声で、阿佐見が囁いて。

　あ、と気持ちがほどけた隙に、かぷりと耳たぶを、甘噛みされた。





　　　＊　　　　＊　　　　＊






　一週間で右手の包帯は取れ、目立たない絆創膏に変えることができた。

　医者からも、経過は順調だと言われた。




　南のことはしばらく頭から離れなかったが、悪い想像は現実にはならず、彼はあれきり環の前に姿を現さなかった。




　職場には微妙な雰囲気が立ち込めていたが、休んでいる間に、環は仕事における優先順位を決めることにしていたので、ひるまなかった。

　人間関係だって大事だが、自分を嫌う人間がいるのはどうしようもないことだ。

　まずは仕事をきちんとやる。そのうち雑音も気にならなくなるだろうし、頑張りを見てくれる人はきっといるだろう。

　怪我の完治までは、めんどうな発注や片付けなどの裏方業務を積極的に買って出、現場に戻れるようになってからは、以前にもまして熱意を持って、ヘアメイクの仕事に取り組んだ。

　雑誌などのレギュラーの仕事は、半分近く、美侑季に移ったままだったが、なくなったものは仕方ない、と気持ちを切り替えた。

　縁があれば、またチャンスが巡って来るだろう。




　『モトノモリ』の仕事の打ち合わせも始まった。

「……あなたが瑞原環か。端麗な顔してるな」

　初めて会った顔合わせの席で、『モトノモリ』のチーフデザイナー乃の森もりは、しげしげと環の顔を覗き込んだ後、あまり愉快ではなさそうに言った。

　値踏みするようなその視線は不ぶ躾しつけで、環は返答に困ったものだ。

「めかすの、楽しいだろ」

「は、はい」

「ああ、いやだ。美人はいやだ。やっぱり変更しようか……」

「えっ、待ってください。私のなにがだめなんでしょう」

　唐突すぎるが、まんざら冗談でもなさそうな言い方に、面食らう。

　阿佐見を始め、他の関係者も大勢いる会議室だ。

　人目は気になったが、今更クビになってたまるか、と思って食い下がると、彼は、突然自分の話を始めた。

「ぼくは首が短く、背が低い。瞳も剣呑で、猛禽類みたいだろ。不細工だ。だから、めかすのは楽しくない」

「…………」

「ファッションに対して、ぼくは欺瞞を、憎しみを覚える。衣服は身体を保護し、隠蔽するためにあるというが、本当にそうだと思うか？　保護するためと言って、中世のコルセットは内臓を痛めつけたし、ハイヒールは女の爪先に血豆を作り続けている。また、紳士服の変化のなさといったら、まるで遊び心をなくせという呪いのようだ。──皮膚の上に乗っかった布が、人間の肉体の可動範囲を決め、振る舞いを定め、靴に歩き方を定義される。モードは、正しいプロポーションを持たぬ者を脅迫し、断罪する。コンプレックスを増大させる。その傲慢さが憎くてならない。憎みながら……その可憐さに惹かれてやまないのもぼくだ」

　環が、そして周囲の人がどんな顔で話を聞いているかも気にならない様子でまくしたてた乃森は、言うだけ言って満足したのか、何事もなかったように、環に右手を差し出した。

「ぼくはファッションが嫌いだ。アンチ・モード。既存の服の価値、意味を問い直すような。問題定義。そういう服しか作れない。……よろしく、瑞原さん」

「……よろしく、お願いします」

　環はその手を初めはおずおずと、少しして力強く、握り返した。




「乃森さんのあれは、強烈だったわよね。あの時、環は初対面だったわけだし」

　恵比寿にある、こじゃれたダイニングバーのカウンターでオリーブをつまみながら、阿佐見が笑う。

　『モトノモリ』の打ち合わせ後には、ふたりで軽く外食して帰るのが恒例になっていた。

「乃森さんの自己紹介タイムだったのか、って話よね。私、皆さんの前でなにも自己紹介できてない……」

「インパクトあったから、環のこともみんなの記憶に残ったとは思うけど。困った人……これだからアーティストは」

「あくの強い人だよね。妥協のなさもすごい」

「ええ、ええ、今日、新案、全部白紙にされましたとも」

「元気出して、アサミさん……」

　阿佐見の担当箇所に限らず、突然インスピレーションが降ってきたと言って、乃森がそれまでのプランを白紙に戻すのは日常茶飯事だった。

　愚痴を言いたい時もあるが、受ける刺激は多く、楽しい。

　代理店の担当者や、モデル事務所、当日の音楽担当のＤＪ、照明会社など、大勢でひとつの世界観を作り上げる、その一部を担えるのは、文化祭の準備にも似た充実感があった。




　そして、忙しさとゲリラ豪雨に翻弄されるうちに夏が終わり、秋が──。

　ショー当日の日が、やって来た。




　細かいところまで打ち合わせとリハーサルを重ね、持ち込み物はすべてリストにして、前日にダブルチェックをしてから、搬入した筈だった。

　それなのに。

　環は真っ青になりながら、震える手で、口元を覆った。

「……グロスが……一本も、ない……？」








第九章　穴の底から、見上げたら。









　コレクション──他の国ではファッション・ウィークと呼ぶのが一般的らしい。

　年に二回、春と秋に、世界の主要都市で開催されるファッションの祭典。

　デザイナーが次のシーズンの新作を発表するので、トレンドが生まれる場所とも言われていた。

　今回の『モトノモリ』のコレクションは、渋谷の商業施設の中にあるイベントホールで行われる。

　その当日準備のために、環と美侑季、なぎと愛理の四人は、モデルの入り時間より一時間以上早く、バックヤードパスを首から下げて、控室に入った。

「早く来られたモデルさんがいたら、すぐ髪巻いて。担当は打ち合わせで決めた通りだけど、手が空いたら他の人を助けてね。時間が限られてるからスムーズに。頼んだよ」

「はい！」

　ショーでは大勢のモデルたちを流れ作業で一気に仕上げなくてはならないけれど、服に合わせてひとりひとり髪型が違う。

　スピードと要領のよさが求められるので、ひとりのモデルの魅力を最大限に引き出す普段の仕事とは、勝手が違った。

　しかし、チームの中には、環を含め、大規模なショーのヘッドヘアメイクを務めた者はひとりもいない。それどころか、新人の愛理は、ショーのアシスタント経験すらほとんどなかった。

　経験豊富な春妃は、別の仕事の予定を早々に入れてしまった。それはつまり、自分は手を貸さないぞ、という意思表示だ。

　他のヘアメイクオフィスから助っ人を呼ぶこともできたが、イメージの統一が難しくなるので、それはやめた。

　環の頭の中には、チーフデザイナーの乃森が、今回のコレクションで見せたいビジョンが、はっきりと浮かんでいる。

　目に見えるものではないので、「浮かんでいる気がする」としか言えないのだが。

　辞書に妥協の二文字がない乃森相手に、環は何度もメイクプランを作り直し、イメージを話し合ってきた。

　今日は、それをかたちにする日だ。

　不安がないと言えば嘘になるが、経験不足はチームワークでカバーすべしと、『Radiance』内で、分担決めや進行の確認にも時間を割いてきた。

（トラブルさえ起こらなければ、大丈夫……）

　そう自分に言い聞かせるように思っていた矢先、控室にメイク道具を配置していたなぎが、環に近寄ってきて、不安そうな顔で報告したのだった。

「……グロスが……一本も、ない……？」

「そうなんです。ラメ入りのが見当たらなくて……。打ち合わせと違う場所に入れられましたか？」

「いや。確かに打ち合わせ通り……。朝一で確認もした。美侑季、愛理ちゃん、ちょっといい？　このメイクボックスの中身なんだけど、どこかに出した？」

「いえ……」

「どうしたんですか。忘れ物ですか？」

　冷静に、冷静に──。

　そう自分に言い聞かせながら、環はみんなに事情を説明する。

「とりあえず、他のメイクボックスの中も見てみましょう！」

　全員で隅々まで探してみるも、リップグロスは見つからなかった。

「事務所に置き忘れたんでしょうか……？」

「まさか。あれだけ確認したのに」

「サロンで留守番している麻弥さんに電話して、置き忘れがないか訊いてみます！」

「じゃ、私は春妃先生に、心当たりがないか確認を……」

「私は、車に落ちてないか、見て来ますね。キー貸してもらえます？」

「お願い」

　リップグロスは、今回のメイクプランの重要なアクセントだ。

　ない、では済まされない。

（なんで……？　何度もメイクボックスの中身は確認したけど、その時に出したとか……？）

　疲労が溜まっていると、思いもよらない場所に大事なものをポンと置いてしまって、後で探すのに苦労することがある。

　今回も、無意識のうちに、そんなことをしてしまったのだろうか？

　これだけ集中している時に、それは考えづらいのだけれど……。

「どうしたの？　なにかトラブルでも？」

　控室に阿佐見が顔を出した瞬間、環はほっとして涙が出そうになってしまった。

「アサミさん……。実は」

　随分阿佐見に心を預けてしまっているようだ、と反省しながら、震えそうになる声で、事情を説明する。

　阿佐見は、アシスタントたちのように血相を変えることなく、落ち着いて環の話を聞いた。

　聞き終わると、少し考え込むような顔をしてから、静かに口を開く。

「リップグロスがない、か……。見つかるのが一番だけど、最悪の場合、他で代用はきかないの？　まったく同じじゃなくていいなら、あるでしょ」

「だめ。一番乃森さんがこだわったところだから。ラメの大きさや色を含めて、何度も相談して、ようやく決まったんだ」

「なるほどね。じゃあ同じのを探さないといけないと。なんとかならないかな。ここは渋谷よ。たとえば、この商業施設のコスメコーナーに置いてないかしら？」

「確かにブランドのテナントは入ってるけど、廃番商品だから、店頭に出ているとは考えづらい……」

「廃番商品ねえ……。もしかしたら、美容部員の人が気に入って、まだ持ってるかも」

「私物で？」

「そう、私物で。ああいう人たちは結構、自社製品を愛用するでしょ。ちょっと駄目もとで訊いてみてこようかしら。品番教えてくれる？」

「アサミさんが？　いいよ、花の準備だって……」

「大丈夫、大丈夫。あたしはほとんど完璧な状態で搬入してるから、そんなにやることないわ」

「でも……」

　阿佐見の提案は、環が思いつけなかった方法だった。

　可能性は低いが、あればラッキーくらいの気持ちで賭けてみてもいいかもしれない。

　しかし、阿佐見にわざわざ行ってもらうのは忍びなかった。

　誰か……と控室を見渡したが、各自思い当たる場所を探しに行ったのか、『Radiance』のスタッフは誰もいない。

　そもそも私物を貸してくれ、なんて、普段付き合いのないカウンターに突撃できるほど、コミュニケーション能力の高い後輩はいないかもしれなかった。

（どうしよう……）

　迷っている時間ももったいない。

　そこへ、阿佐見がかぶせてきた。

「乃森さんのコダワリ、なんでしょ。そしたらチームとして放っておけないわ。行かせて、環」

「……ありがとう」

「いいってことよ！」





　　　＊　　　　＊　　　　＊






　──と、恰好をつけて出て来たはいいけれど。

　阿佐見はエレベーターに向かいながら、肩をすくめた。

（ごめんね、環。あたしったら、環よりだいぶ、性格が悪いんでしょうね……）

　環が、ない、と説明したリップグロス。

　阿佐見には、ない、とは思えない。

　慎重で、失敗を怖がる環が、道具をどこかにやってしまうというのは、まず考えられなかった。

　もちろん可能性はゼロではないが、阿佐見の直感は、別のことを告げている。

　先ほど控室を覗く前に聞こえた声、そして足を向けた先から、「彼女」が向かった場所にアタリをつけて。

　阿佐見は化粧品売り場の階ではなく、別の階のボタンを押した。




　駐車場の出庫ロビーで心許なさそうに立っている女性に、阿佐見は背後から近づいた。

「美侑季ちゃん」

　名前を呼ぶと、振り返った彼女は、如才なく会釈する。

「あ、おはようございます。アサミさん」

「環に聞いたんだけど、リップグロスがなくなったんだって？」

「そうなんです……」

　美侑季は形よく整えられた眉を下げ、困ったような顔で阿佐見を見上げた。

　阿佐見は、その目を見つめながら、握ったままの右手を、美侑季の前に突き出す。

「それなんだけど。もしかして、これじゃない？」

　ゆっくり、掌を開いて見せる。

　手の中には、リップグロスが三本。

　阿佐見は、目をみはる美侑季の表情の変化を、じっと見守った。

「……これ、です。見つかったんですか？」

「ええ。あたし、探し物得意みたい」

「一体、どこに……？」

「そこの階段をあがったところにある、自販機横の、ゴミ箱の中」

「ゴミ箱？　どうしてそんなところに。アサミさんも、よく見つけましたね……」

　美侑季は不審と安堵がないまぜになった、なんとも絶妙な顔と声音で言ってのける。

（確かに、見つけるところまではトントン拍子だったけれど。ここから先は、なかなか手ごわそうね……）

　ゴミ箱から、物理的に一番近くにいた美侑季が、リップグロスを捨てた犯人ではないか、と思うものの、確証があるわけではないから、美侑季の躱し方が上手だと、追及しきれないかもしれない。

　身内を疑うことを知らない環よりは、阿佐見はもう少し、穿った見方ができる。

　だから、直感で、すぐにここに来れたのだけれど。

「何度も確認したのに、なくなったって聞いて、思ったの。なくなったんじゃなくて、誰かが隠しちゃったんじゃないかって。……なんだか最近、環の職場の空気、少しおかしかったようだし」

「ああ。……確かに、環先生のこと、あまりよく思っていない感じのアシスタントの子はいますね。でも、彼女は今日は留守番で」

「じゃあ、リップグロスをゴミ箱に捨てたのは、その子じゃなさそうね。朝、搬入の時は、『Radiance』のみんな、一緒だったんでしょう」

「……そうですね」

「単独行動し始めたのは、なくなってから……」

「もしかして、アサミさん、私を疑っています？」

　真正面から切り込んでくる美侑季の言葉に、阿佐見はとりあえず、満面の笑顔を浮かべてみせた。

「それが一番、考え方に無理はないわね。入り時間から間もないし、あそこに捨てるチャンスがあったのは、美侑季ちゃんだけに見えるもの。……チーム内で犯人探しなんて、厭な話、とは思うわ。でも、きっとゴミ箱から見つかったって言ったら、誰が捨てたのか、みんな気にするでしょう」

「…………」

「実はさっき、あたしも、車の中で飲んだスムージーの空容器を捨てようとして、ゴミ箱を探したのよ。でも、時節柄──テロ対策かしらね。あそこのしか見つからなかった。しかも多分、缶専用で、他は捨てちゃだめなやつでしょ。ケチ、って思って……だから、印象には残ってたのよね」

　阿佐見は緊迫した空気を混ぜっかえすように、自分のペースに持ち込めるように、おどけたような調子を混ぜてみた。

　脅して。すかして。飴と鞭。

　どうしたら、この状況を、一番いいかたちに持って行けるか。

　阿佐見の望む一番は、環にとって。

　そして乃森のコレクションにとって。

　優先順位としてはそれらの次になってしまうけれど、美侑季にとってもいいように、考えてあげられたらベストだと思う。

（……甘いかしら。でも、ほら、魔がさしちゃったけど、後悔してる、とかなら、きつく責めるのもかわいそうだし。環を嫌ってるっていうアシスタントの子に頼まれて、無理やりやらされた可能性もあるし。ちゃんと反省して二度としないって約束するのなら、環は絶対、許すって言うだろうから……）

　阿佐見は、想像を膨らませて、美侑季の今の心情を推し量ろうとしていた。

　自身の想像しやすい範囲で想像して、共感のしどころを探してしまう。

　それが、声に出た。

「あのね。美侑季ちゃん。もしも、誰かが環をちょっと困らせてやろうとして、リップグロスを隠して……。今更言い出せなくて、でもずっと自分で持っているのも怖くて。こっそり捨てに行くとしたら、館内で唯一見かけた、あのゴミ箱かなって。そう思って、見に来たの」

「…………」

「ね、話してくれない？　なんでこんなことしたのか。なにか力になれるなら……」

「わけのわからないこと言うの、やめてくれますか？」

　阿佐見はハッとした。

　もちろん、半分くらいはカマかけだ。

　しかし。

「美侑季ちゃん」

「……証拠なんて、ないでしょう？」

　表面上は、濡れ衣を着せられた被害者の顔をしながら。

　彼女の瞳は、どこか挑発的だった。

　証拠がないなら、無罪でしょう。

　そう言い切るように。

「証拠はないけど。あなたの周りに、環に対する悪意が渦巻いてるのも事実よ。環に怪我させた南もそう。……彼を焚きつけるのも、合コンをセッティングしたあなたなら可能よね？　以前から知り合いだったんでしょう？」

「それほどのものでは……、知り合いの知り合いくらいのもので」

「合コンの後も、連絡を取って、『応援』してあげてたんじゃない？」

「メールはしましたけど、それがなんですか？　恋愛感情を持てあました知人にアドバイスして、悪いことがあります？」

「ただのアドバイスなら……ね」

「どういう意味ですか？」

「仕事中にあたしが環の携帯を鳴らしてしまった時、美侑季ちゃんが出てくれたこと、何度かあったわよね。忙しい時とか、ヘアワックスとかファウンデーションで手が汚れている時とか。っていうことは、先生方のスマフォのパスワード、アシスタントのみんなは知ってるんでしょ。こっそりメッセージアプリをチェックすることもできるわね。……不思議だったのよ。どうして、南が、あの日環が銀座にいることを知ってたのか。最初は盗聴を疑ったけど、そもそもあたしたち、あんまり電話ってしないのよね。仕事時間が不定期だから、ほとんどメッセージアプリのメッセージ。環はデートの予定を同僚に話したがる子じゃないし、うちから尾行というのも現実的じゃないわ。途中寄り道だってしたし」

「だから？　なんなんですか？」

「なぎちゃんや愛理ちゃんは南と連絡先を交換してなかったって聞いたわ。なら……」

「もう、いいですよ。いいんじゃないですか、私が、南さんに、環先生のデート予定を伝えて、暴走した南さんが環先生に怪我をさせた？　そういうことでいいです。知りませんよ、そんなことになるなんて、誰が予想できたって言うんです？　そもそも、あんないかにもな地雷男に連絡先教えて期待させる環先生に、女の自覚が足りないんです」

「…………」

「早く控室に戻って、愛しの環先生に言いつければいいじゃないですか。どこでリップグロスが見つかって、誰が近くにいたか。悪意なんてまるでなさそうだった私の名前を聞いたら、ショックを受けるでしょうね。それを思うと、ちょっとざまあみろですよ。あの人がうろたえて、手でも滑って、周囲に失望されるのと引き換えなら、別にバレたって構わないんです。どうせこの会社にいたって、春妃先生は環先生をひいきするし、先がないのはわかってますから。辞めるにあたって、有望な人の足を引っ張れて、せいせいします」

「美侑季ちゃん」

「伝えてください。あの人に。大嫌いだ、って」

　それは──。

　罪と呼ぶのもためらわれるような、ささやかだけれど確かな害意。

　邪魔な人が、石に足を引っかけて転んでくれたら、と願うこと。

　ごく自然に見えるように石をばらまいたり、石を投げようとしている他人を見て見ぬ振りしたり、時には陰で焚きつけたり。

　性格がいい、とは言えない。

（というか、はっきり言って、裏でこそこそと他人の不幸を願うなんて、好きじゃないわ、最低よ。勝手に恨まれて、怪我までした環がかわいそう）

　そう思う。

　なのに、はっきりそう言ってやれずに、喉の奥がチリチリと痛むのは、どうしてだろう。

　『正しい』論理でもって、別の論理に突き動かされている美侑季を、逃げ場のないところまで追い詰めてはだめ、と、思ってしまうのは。

「……環があなたに、なにか、したの？」

「いいえ。でも、『イケメン』で、人たらしで、得をしてるのは、絶対にあると思います。環先生が望んで美形に生まれたわけじゃないと言われても。傍にいて割を食わなきゃならない人間がいるってこと、思い知らせてやりたい。知るだけでも、せめて……。のほほんと幸運を甘受しながら、気付きもしないなんて、許せない……。もう我慢できないくらい、あの人が憎いんです」

　美侑季は自身の両腕を抱くようにした。

　スーツの二の腕のあたりは、皺になりそうなほど指が食い込んでいて、内心の葛藤がうかがえる。

　しかし表情そのものは、覆いかぶさっていた重い蓋が取れたような、清々しい顔をしているように見えた。

　言いたい言葉を、ずっと封印して、誰にもこぼせなかったのだと思うと、同情心が湧く。

　そもそも、阿佐見は自身の立ち位置がずっと曖昧だったこともあって、他人のつらさに向かって「間違っている」と断じることには、ひどく抵抗を感じてしまうのだ。

　片側から見た『正しさ』の脆もろさを。

　あるいは、一方的に『正し』くはない側に置かれた人間の、言葉で反論できない口惜しさを。

　阿佐見は知っているから。

（彼女に同調は、絶対にできない。でも、突き放せもしない……）

　どう振る舞えばいいのか。

　迷った時は、一応、「他の人はこんな時、どうするだろう」というようなことを考える。

　たとえば、男性なら、恋人を守るため、敢えて犯人に厳しい罰を与えたがるものだろうか、とか。

　女性なら、犯人の動機に共感してやり、優しく更生を促すものだろうか、とか。

　男らしい、とされる、正義感も。

　女らしい、とされる、包容力も。

　時には一度、横に置いたり。

　時にはひっくるめて、ひとつのものにしてしまったり。

　阿佐見は、ある意味『どちらでもない』ものだ。

　けれど、『どちらでもある』ものでもある。

　その自由を使って、言いたいことを言う──男性の言葉でも、女性の言葉でもないものを使うことが、阿佐見にはできる。

　阿佐見はすぅ、と息を吸い、痛みを与えない程度の力で、美侑季の両肩を掴んだ。

「美侑季ちゃん！　嫉妬で潰れそうになるくらい苦しいって言うのはね、もうあなたのキャパがパンパンだってことよ。今この一瞬の感情に振り回されて、未来のことが考えられなくなってるの」

「…………！」

「よく、考えなさいよ。あなたも十年近く、がんばってきたんでしょう？　業界出入り禁止みたいな形で、全部だめにしちゃって本当にいいの？　ねえ」

『オネエ』言葉は、強く、優しく、人を叱咤激励するのに向いていた。

　敵でも仲間でもない立ち位置から、内面に踏み込んで訴えかけると、触れた肩から美侑季の動揺が、震えの形で伝わってくる。

　阿佐見は畳みかけるように、その肩を揺さぶった。

「踏ん張りなさい。できるでしょ、美侑季ちゃん！　精一杯、プロとして今日一日環を助けてやって。あなたの将来がもったいないってあたしに思わせてよ。そしたら、本当は許したくないくらい腹立ってるけど、可能性に免じて、グロスのことはうまくごまかしてみせるから」

「……ごまかす？」

「うまいこと、別のところで手配してきたように振る舞うわ。たまたま社外のあたしがあなたを見つけたのだって、神様がくれた、やり直しのチャンスかもしれないわよ」

　美侑季は、なにを言ってるんだ、という、怪訝そうな顔で阿佐見を見上げた。

　でもそれは、ポーズかもしれない。

　悪女ぶることで、ようやく彼女は本音を外に出せた。

　そして、引っ込みがつかなくなっている。

　すべてを投げ出したい気持ちがあるなら、今ここで、阿佐見がいるのと反対方向に、全速力で逃げればいい。

　そうしないのは──。

　と前向きに解釈することにした。

「さあ。時間がないわ。控室に戻りましょう」

　車の出庫ができたと告げに来た係員に、もう結構になりましたと詫びながら、阿佐見は美侑季の手を握って、強引に歩き出す。

　美侑季も、渋々という感じではあるが、素直について来た。

「……離してください、こんなことしなくたって、逃げたりしません」

　ロビーを抜けて商業施設の中に戻ると、人目が恥ずかしいのか、小声で言う。

　もう大丈夫のようだと、阿佐見は手を放した。

　エレベーターを待っている間、沈黙が気まずくなったのか、美侑季が低い声で呟く。

「甘いんですね。……流石、あの人の恋人……。似た者同士、惹かれ合うんでしょうか」

「別に、あたしだって、誰彼かまわず甘いってわけじゃないわよ。南に対してはガツンと怒鳴り込みに行って、もう環に近寄らない、って言質取ったもの」

「……会いに行ったんですか。ナイフで人の手を切るような危ない人に」

「ま、ね。退庁時間ぎりぎりに乗り込んで、喫茶店に連れ込んだ。でも、なんで銀座で待ち伏せができたのかについては、意地でもだんまりを決め込んでたから、……今思えば、彼なりの仁義だったんでしょうね。彼にしてみれば、自分の恋愛に親身になって協力してくれたあなたを、悪人にしたくなかったんでしょう」

「…………」

「環だってそう。あなたのことを本当に頼みにしてるのが、いつものお喋りから伝わってきていたわ。環のことを嫌う後輩や、春妃先生の当たりの厳しさの中で、全然態度を変えてこなかったって。……たとえ心の中でどう思ってたとしても、あなたが環の信頼を得てきた人だって知ってるから。甘くするのは、だから、よ。あたしはあの子に、笑って欲しいもの」

「……ばかみたい。あの人のそういう能天気に人を信じてるところが……私は本当に……」

　エレベーターのとびらが開く。

「あたしは少しだけ時間を置いて戻るわ。美侑季ちゃん、先に」

　阿佐見が言い終わる前に、美侑季はかすかにこくりと頷き、中に乗り込んだ。




　数分後、ショーが行われる階の控室に戻った阿佐見は、モデルのベースメイクを始めている美侑季の背中を確認して密かにほっとしながら、別のモデルにアイメイクをほどこしている環に近づいた。

「環。リップグロス、ショップで同じの借りられたわよ！」

「……ありがとう」

　環は指先に神経を集中させているようだった。

　真剣な表情でアイラインを描く筆の先端を見つめていて、口元だけを動かして礼を言う。

（……あらら？　感謝して抱きついてくる、とは環の性格上、流石に思えないけど、少しは緩んだ顔をするかと思ったんだけど）

　阿佐見は、すぐに探し物を見つけ出せたことを得意に思っていたのもあって、少し拍子抜けしてしまった。

「もしかして、予備が見つかったりした？」

「ううん。ない。さっき、乃森さん見つけたから、謝った」

「ああ、言っちゃってたか……」

　リップグロスを見つけた時、急いで戻れば、環の失点にならずに済ませられたのか、と思えば、阿佐見は自分がしたことを悔やみそうになる。

　環の性格で、乃森に、大事なものを忘れてきたかもしれません、と告白するのは、どれだけ胃が痛くなるような思いを我慢してのことか、想像がつくぶん、なお。

　しかし環は、アイメイクの仕上がりを綿棒で微調整しながら、淡々と言った。

「もちろん。出て来なかったら、対応策を相談しなきゃいけないし、状況は早めに知らせておかないと。報告・連絡・相談って言うでしょう」

「乃森さん、怒ってた？」

「ううん。一緒に話し合って、とりあえず、ラメの雰囲気が似てるヘア用のグリッターを、クリアのグロスに混ぜるっていう代案で、ＯＫはもらった。でももちろん、本案でいけるに越したことはないよ、モデルさんの肌に直に塗るものだからね……。アサミさんのおかげで、助かった。感謝」

　環は使い終わった綿棒をゴミ箱に捨てると、振り向いて、一瞬だけ笑顔を見せた。

　そして再び、真剣な表情で、モデルに向かい合う。

（ふうん……随分落ち着いてるのね……かっこいいじゃない）

　探し物が見つからなかったとしても、環は自力でなんとかするつもりだったのだ。

　誰かが隠したのではないかという疑心暗鬼に囚われて心乱されることなく、淡々と、状況を分析して。自分にできることを考えて。

　緊張感に縁取られた真剣な面差しに見惚れていると、控室に、乃森の怒号が響き渡った。

「おい、アサミ、どこだ！　一番乗りのモデルが着替えまで済んでるぞ、花は!?　なに油売ってる！」

「きゃー！　はいっ。すみません、今行きますっ」




　乃森の今年のコレクションのテーマは、『なぐさめ』だという。

　両性具有的なメイクをほどこされた、人形的な顔立ちのモデルたちが纏うのは、夜に描くゆめのような淡い色合いのドレスだ。

　カラーバリエーション豊富にそろえられたそれは、色調が統一されているため、モデルたちがひとところに集合していると、遠目には見分けがつかなくなりそうだった。

　大量生産のファストファッションの時代。

　数世紀にわたって愛されてきた『優雅（エレガント）』や、反骨心に満ちた『攻撃的（アグレッシブ）』『性的（セクシャル）』などのモードは時代遅れとなり、多様性の中で迷子になりそうな時代でもある。

　研ぎ澄まされたシンプルな乃森のフォルムに変化をつけるのは、伝統工芸の染物でできたボレロの裏地だったり、手編みレースによるポケットのラペルだったり、彼が探してきた職人たちの手仕事の粋だ。

　阿佐見が作った、花のコサージュや髪飾り、ブレスレットやアンクレットも、装飾のひとつとして、さりげなくドレスに調和する。

　うっかり手が当たれば崩れてしまうような、阿佐見の花芸術は柔らかく繊細で、本当は服に纏わせるようなものではないのだろう。

　しかし、それは胸の中の憧れにそっと火をつけ、真似してみたくなるほど、可憐で愛おしい。

　誰かに体を見せつけて挑発するような、個を高らかに発信するような、そんなきわだった派手さは、乃森の服にはない。

　それはあくまで、自身の『なぐさめ』に用いられるべき服なのだという。

　集団から浮きたくはない。けれど、埋没もしたくない。そんな女性の複雑な気持ちに、優しく触れるための。

　舞台裏でスタンバイ中のモデルに、環は、最後の仕上げをほどこした。

　ラメ入りのグロスをモデルの目元に置いてから、ブラシでまっすぐ縦に伸ばしていく。

　それが、今回のコレクションの、メイクプランの肝。

　──女性の瞳から流れ落ちる、きらきらと光る涙。

　乃森の服のテーマ。装うことに時に付き纏う苦しさ。

　ひっそりと痛みの中に煌めく、美への憧れ。

　今より明日、少しでも、素敵になっていたい。

　そんなささやかで、世にも可憐な涙を流しながら、生花の香りをお守りのように纏ったモデルは、生の彩りと個性を持つ、唯一無二のマネキンとなって、光溢れるランウェイに泳ぎ出していく。
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「瑞原さんは……最初の印象は、黒子気質だなと。スポットライトを避けちまうっていうか。カリスマのある人のオフィスのスタッフにはよくあることだけど、二番手以下が、個性を消して、師匠の『片腕』に徹してしまうんだな。瑞原さんも、ブックの作品や腕はいい線いってたけど、自信と主張に欠けてて、瑞原環にどんな仕事ができるのか、本人から伝わってこないようなところがあった。でも、ピンでの仕事やトラブルが、彼女に自覚を促したんだろうな。今日はだいぶ、いい顔をしていたよ」

　ショーの後、招待客への挨拶のためロビーに出た乃森に、撤収指示を仰ぎに行った阿佐見は、リップグロスの一時紛失の件がどうなったか尋ねてみた。

　環の、これからのこともある。

　本人に知られたら、過保護だと怒られるかもしれなかったが、環自身には瑕か疵しのない失点だ。

　フォローしたいと思ったのだが、乃森は気にしている風もなく、そんなふうに環のことを語った。

「そういうもの、ですか……」

「集団生活の中で、出る杭にならないよう、無意識に力を抑え気味にしてしまう人がいる。そうじゃなくても、人の潜在的資質っていうのは、必要とされる場面があって初めて開花するもの。人は意外と、自分がどこまでなにをできるのか知らない。自分に自信のないタイプは尚のこと。……これから、あいつは跳ねる。足引っ張るなよ、彼氏」

「あたしのことです？」

「なんだ、もう別れたのか」

「別れてませんよ！」

　普段はあまり『男性』であるということを意識せずに過ごしているので、『彼氏』という言葉に心当たりがなかっただけだ。

「へー」

「足を引っ張るなんてありえません。大事な子の仕事を応援しない恋人がどこにいるって言うんですか！」

「いや、意外と多い……」

　乃森に噛みついていると、エレベーターの方から見知った顔の女性が歩いてきた。

　目が合うと、ひらりと片手をあげて、挨拶してくる。

「よーっす。お疲れ様です」

「やぁ、ボス。遅刻にも程があるな。ショーはもう三十分も前に終わったぞ」

「まあ、残念。でも、こんなにハイセンスで腕のいいヘアメイクを差し置いて、ケツの青い小娘を雇うデザイナーとは、きっと感性が合わないかな」

「あんたのメイクは香水くさくて、僕の服には合わないんだよ」

「キーッ憎らしい！」

　言葉は辛しん辣らつでナイフの先のように尖っているが、楽しそうな笑顔で応酬している春妃と乃森を見て、阿佐見は、おや？　と思う。

「大体、僕の服を見ろとは言ってないよ。かわいい弟子の作品をだ」

「んなの、尚更、生で見られたものじゃない。危なっかしくってこっちがハラハラするっつの」

「それで、こんな時間にお出ましってことか。素直じゃないね」

「お黙り遊ばせ！」

「なんか、物がなくなるトラブルがあったって聞いたけど」

「電話で報告受けたわ。でも、なんとかしたでしょ？　環は」

「そうだな」

「日頃から鍛えてますもの」

「いい仕事をしてくれましたよ」

「あら、そう？　でも、あんなに動揺しているようじゃまだまだね。次があったら、たっぷり揉んでやって」

　春妃は、乃森の褒め言葉にまんざらでもなさそうに微笑んでから、控室の方へ歩いて行った。

　後ろ手で隠すように、環の好きなチーズタルトの店の箱を持っている。

　好意や憎しみのかたちは、人それぞれで、とてもわかりづらい、と阿佐見は思わず肩をすくめてしまった。
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　コレクションの打ち上げの三次会は、行ける者みんなで渋谷のクラブになだれ込んだが、阿佐見は珍しく飲みすぎてしまった環を連れて、一足先にこっそり抜け出した。

　一足先、と言っても、終電も終わっているような真夜中だ。

　タクシーを呼んで家に連れ帰ろうとすると、酔っ払ってテンションが高くなっている環が風に当たりたいというので、一駅分歩いて帰ることにした。

　環の耳には、まだ先ほどまでの大音量の音の波が響いているのかもしれない。

　深夜の青山通りをスキップするように歩きながら、全身で軽く、リズムを刻んでいる。

　阿佐見も、非日常の体験とアルコールの影響で、上気した気分で、笑いながら歩いた。

「もう、なに～？　環ったら。女の子にモテすぎでしょ～？」

「いえいえ……」

「油断も隙もない……！　クラブにいた全員、みんな環に恋しちゃってたわよ……」

「しない、しない」

「するわよ！」

「久々だったから、ちょっと体が錆びついちゃってたかな。目立ってたのはモデルさんたちがいたからだって。ショーの時とはまるで別人みたいに熱いダンスで」

「ううん。絶対、環よぉ……」

　他の人の姿なんて、まったく阿佐見の目には入らなかった。

　早足で追いついて、環の腕に腕をからませると、汗とスパイシーな香水の香りが混ざり合って鼻腔を刺激する。

　胸の中に渦巻く、よくわからない焦燥の上に、そんなものが覆いかぶさって来ると、いてもたってもいられなって、きゅ、としがみつく腕に力をこめてしまった。

「……うん？　どうしたの。アサミさん」

「そろそろ、恋人モード、入れていいかしら？」

　長い一日だった。

　朝からずっと環の姿がちらちらと目に入っていたけれど、相手も自分もそれどころではなく。

　お預けが長かったところで、ようやくふたりきりになれて、酒まで入っているから、タガが外れてしまいそうだ。

「アサミさーん……まだ外だよぉ」

「お持ち帰りする」

「もう。かわいいなぁ。アサミさん、完璧、されちゃう側じゃない」

「……したい」

　意思の話と、即物的な意味。

　どちらにしろ女性らしいつつしみなんて、ゼロの呟き。

「アサミさんたら。こんな道端で……」

　環は立ち止まって、くるりと阿佐見の前に回り込み、顎を指で掴んで、くい、とあげた。

「……ソノ気になっちゃうんだ？」

「…………っ」

　酔っているせいもあるのだろう。

　環は普段は理性的で頭の固い人なのに、楽しい気分でお酒を飲んで、他のスタッフたちと語り合い、踊って、きゃぁきゃぁと騒がれて、まるでプレイボーイのようになってしまっている。

　からかうように瞳の中を覗き込んでくる、環のたらしっぽい雰囲気に、阿佐見は迂闊にもどきどきさせられた。

　触れたい。

　狂わせたい酔わせたい。

　声と体を蕩かせたい。

　そしてどろどろになるまで溶け合いたい。

　したいしたいしたい。

　欲情に駆り立てられた手で環の腰をまさぐり、喋りたくないくらい熱を持った唇をその仄赤い唇に当てようとすると、あと少しの距離で、

「だーめ。家に帰ってから。ね」

　冷たい指で制止を言い渡され、「待て」を食らった犬みたいな気持ちになる。

　こんなにつらい男の生理など、環はきっと知らないに違いない。

　残酷だ。

　阿佐見は少し、泣きたい気分になった。

　それでも、嫌われたくないから、歩き出した環の後ろをおとなしくついていく。

　まったく。そんな楽しそうに、ステップを踏んで。

　青山学院大学を横目に見ながら。家まであと何分だろうと考える。

　自分の余裕のなさに悲しくなった。

「ねえ、アサミさん聞いて。怪我した時に担当を外された雑誌の仕事、来月から戻してもらえそうなんだ。さっき春妃先生に言われた。……モデルの遊子ちゃんたちが、何度も事務所に掛け合ってくれたみたいで。春妃先生も、今日が終わるまではこっちに専念できるように、って配慮してくれてたみたい。……師匠に、嫌われてなかった。よかった……」

「よかったわね……」

　阿佐見は、打ち上げのカウンター席で、見たことがないくらい慕わしげな笑顔を春妃に向ける環が気になって仕方なく、耳をそばだてていたので、知っているのだ。

　──なんて、環には絶対に言えない。

　よかった、と思うのは、どうしようもなく本心なのに。

（仕事に嫉妬、なんて、自分がするとは思わなかった……けど）

　それを目にした時から、阿佐見はずっと、はっきりしない焦燥と不安に駆られている。

「うん。ほっとした。……手を怪我してから、大変な思いもしたけど、ちょっと完璧主義が崩れて、柔軟になれたとも思うんだ。いつでも万全でいられるわけじゃないから。できる範囲でベストを尽くすしかない、って、腹がくくれたんだと思うよ」

「……環はすごいわね」

　現在進行形で、自分の薄汚さに嫌悪感が走っている阿佐見の目には、尚更、純粋に目の前の出来事を受け止めていく環のことが、眩しく見えた。

　この子を応援したい、大勢に必要とされるポジションに押し上げたい、と思うのに、自分の手の届かない遠くへ行ってしまうのは、怖くて。

　独占したい、誰にも渡したくない、というじりじりとした思いに、焦げつきそうになる。

　──足引っ張るなよ、彼氏。

　乃森の言葉に、そんなことするわけない、と思ったのは、事実なのに。

　『オネエ』の自分なら、きれいに装って、情や欲をごまかせるだろう。

　でも、環に対して今どうしようもなく燃え上がる感情は、異性としてのそれだ。

　きれいではない。けれど、受け止めてもらえないことには、苦しくて堪らない。

　そんなふうにも、思う。

　阿佐見の葛藤には気付かない様子で、環は話の途中、照れたように微笑んだ。

「アサミさんには、いっぱい助けてもらったね。ありがとう。……そりゃ、一番つらかった時は、南さんのこと、憎いと思ったよ。でも今となっては、勉強させてもらったと思ってる。南さんも、私に心を傷つけられたんだろうけど、時間が前に進ませてくれているといいな……」

「他の男の名前を呼ばないで」

　本題ではない、ふわりと浮かんだだけの言葉に、言葉にならない全感情が乗ってしまう。

　随分暗澹とした声が出てしまい、環はきょとん、と目を丸めた。

「……変なアサミさん。それ、嫉妬するところかな？　だいぶお酒飲んだんでしょう」

「嫉妬なんかしてないけど、やだ」

「無茶苦茶だなぁ」

「無茶苦茶でもいい。呼ばないで。あたしの名前だけ呼んでて。あたしだけを見て」

　自分でも、おかしなことを言っている自覚はある。

　その恥ずかしさで、ますます頭に血が上って、冷静な考えができなくなっていた。

（……どうしたらいいの？）

　欲しがりすぎることが、相手の負担にならない方法はないのだろうか。

　与えたいという強すぎる気持ちが、相手の荷物にならない方法は？

　環のことを支えて、頼りにされて、頼りにして。

　弱った時には、手を差し伸べ合って。

　それがずっと、ずっと、約束のように続く日々。

　そんな境地に、どうしたら、辿りつける？

「……わかった」

「アサミさん？」

　阿佐見が立ち止まると、つられて環は止まり、振り返った。

　沈黙に、首を傾げる環の前で、阿佐見は目まぐるしく、思考を巡らせる。

　一度視線を外して、己の感情が、冷静さを欠いた単なる思いつきの類でないことを確認した。

（本気で？　……本気で、だ）

　そういうことを、伊達や酔狂で言える性分ではない。

　いつかは、とはうっすら考えていたけれど。

　今かもしれない。

　アスファルトに片膝をついてみると、恋人に全身を投げ出しているかのような、奇妙な気分に襲われた。

　胸に手を当てて。心の中のすべての気持ちを、たった一言、声に乗せるのだ。

　阿佐見は唇を開く。

「……環。オレと、結婚してくれないか」








第十章　オアシスに咲く恋、大団円。









　オレと。

　結婚してくれないか。




　阿佐見の言葉が耳に届いた瞬間、これは夢かな、と環は思った。

　満月の真夜中。青山通りに人影はなく、月光が清かな明かりを投げかけている。







　表参道に、時折人通りはあるけれど、流石に静かで。

　阿佐見も地面に跪いたままの姿勢で、沈黙を続けていた。

　まるで、時間が止まったように感じられる。

（ええええ……!?）

　我に返った環は、呼吸が止まりそうになった。

（待って、なにが起こったかわからない）

　今、そんな話の流れだっただろうか。

　そうではなかったような気がする。

　そもそもそんな日ではなかった筈だ。

　今日は、『モトノモリ』のコレクションの本番があった。

　ずっと準備してきた、環にとっては自分が陣頭指揮を取る初めての大舞台。

　途中コスメがなくなるトラブルもあったけれど、無事終えることができた。

　数ヶ月分の緊張をアルコールとダンスビートで発散して、解放感でいっぱいだ。

　手の怪我のせいで、一度はだめになりそうだったこれからの仕事のことも、なんとかうまく運びそうな流れになってきた。

　デザイナーの乃森からは打ち上げで「また一緒にやろうな」と声をかけられたし、関係者から別の仕事のオファーを受けてもいる。雑誌の仕事にも戻れそうだ。

　まずは一安心、と。

　もちろん自分ひとりの力だけですべてをやり遂げたわけではない。

　阿佐見がそばにいてくれなければ、途中で気持ちが折れてしまっていたかもしれなかった。

　だから本当に感謝しているし、愛情が溢れそうだし、それを伝えたいとも思っていたけれど。

　──この展開は、正直、予想していなかったというか。

　どうしてそんな発想に至ったんだ？　と問い質したいというか。

　まさか、本気のプロポーズのわけはない、と思う。

　みんなは『イケメン』なんて言葉でごまかしてくれるが、ヒロイン力が欠如していることを、環は自分でわかっていた。

　素の自分を気に入ってくれる奇特な恋人は、奇跡的にできたものの、男らしい彼氏と女らしい彼女という、『普通』のカップルのかたちを取ってはいないし、この関係性の先に『結婚』という、いかにも王道なゴールがあるとは、予想もしていない。

「アサミさんたら、酔ってるんだね」

　環は乾いた唇を舐めて、口元を笑みのかたちにした。

　そういう空気かな、と思ったのだ。

　ほんの少しだけ、サプライズでドキッとさせてくれた、それだけの。

　冗談のやり取りだと思いたかったのに、阿佐見はそうは、させてくれなかった。

「……本気だよ」

「────っ」

　迫力を増した、低く真剣な声が、鼓膜を震わせる。

「オレは、本気。環がＯＫしてくれるなら、すぐに話を進めていきたいと思ってる。……ね、環。オレと、結婚するの、厭か？」

　阿佐見は眉尻を下げながら、真っ直ぐな視線で環を射抜いた。

　女装しているにもかかわらず、今の阿佐見は、男性にしか、見えない。

（アサミさんの、捨て身の、本気。だってこんな、全身全霊のプロポーズ。ＮＯって言ったら、傷つくに決まってる）

　誰だって人間関係で傷つくのは怖い。

　恋人同士ならば尚のこと。

　深い傷を負うことすら厭わないほど、愛されている。欲されている。

　ということが伝わるから、鳥肌が立ちそうになった。

　でも、あまりに突然で。

「……厭じゃ、ないけど……」

「けど？」

　はい、と頷くところまで、気持ちがついてこないのを、申し訳なく思った。

　阿佐見が、環の言葉の続きを待っている。

　驚きで、アルコールの余韻は吹き飛んでしまったように思うけれど、それならどうして、こんなに足元がふわふわとするのか。

　地面を踏み締めている感覚がまるでない。

（ああ。どうしたら）

　天を仰ぎたくなる気持ちを抑えて、環は唇を開いた。

「……わかった。しようか」





　　　＊　　　　＊　　　　＊






「アサミさん。ドレス、よく似合ってるよ」

　更衣室の中心に立っているのは、少しばかり長身の『お姫様』だ。

　床いっぱいに純白のトレーンが広がっている。

　髪は地毛をアップにして、マリアベールを垂らし、トップにビオラのボンネを飾っていた。

　紫を中心に、差し色で黄色を入れたボンネは、白一色のロマンティックスタイルの中でビビットなアクセントになって、阿佐見によく似合っている。

「……ありがとう」

「いえいえ。一度は着てみたいものだって言うもんね、ウェディングドレス。合うサイズが見つけられてよかった」

　阿佐見なら、自分で選んだ生花をヘアードにしたがるだろうか、と思ったのだが、事前に伝えてしまうとサプライズ撮影会ではなくなってしまう。

　ビスチェタイプのウェディングドレスの、編み上げ部分を結び終えた環は、鏡の中の阿佐見に向かって微笑みかけた。

「じゃ、スタジオ行こっか。……なに？」

「……なんでも、ない」

「そっか」

　環は首を傾げてみせた後、トレーンの裾を持ち上げて、阿佐見の横を歩き出す。

　服はもちろん、いつもの黒いパンツスーツだ。




　──本当は、気付いている。物言いたげに向けられる、阿佐見の瞳に。

　環は居心地の悪さを感じながら、カメラマンの背後で、撮影を見守った。

　ファッション雑誌の撮影などでも使われるレンタル撮影スタジオには、自然光が入る窓のある部屋に、アンティークのドアやソファ、鏡などが配置されている。

　そこを半日貸し切り、ブックを作る時にお世話になったカメラマンにお願いして来てもらい、衣裳やヘアメイクは環ひとりで準備した。

　試着を飛ばしてしまったので、編み上げでサイズ調整できる、マタニティでも使えるタイプのレンタル衣裳を借りて来て。

　サプライズ。

　──つまりは、後ろめたさの産物というわけで。

　こんなのはお茶を濁しているだけだと、本当はわかっていた。

　本当は、こういう躱し方はフェアではないのだろうが、阿佐見を傷つけずにあの場をしのぐ方法は、これしか思いつかなかった。

　きっと阿佐見の好み的に、ウェディングドレスは、ときめきの対象だ。

　これで、唐突すぎる結婚願望の高まりに、うまく折り合いがつけばいいのだが。

　三人掛けのソファでポーズを取る阿佐見に、ひとしきりフラッシュを浴びせた後、カメラマンが振り返る。

「こんな感じかな。環さん、まだ時間あるけど、どうしよう？　なにか希望ある？」

「うーん……アサミさん、なにか撮ってみたいカットってある？」

　そうじゃないでしょう、と言いたげな、視線が痛い。

　一応カメラマンという他人の目があるから、この場で苦情を言うような人ではなかったが、

「……相手役が欲しいな」

「そうだよね。さあ、相手役」

「それって私ですよね……」

「あなた以外いないでしょう。着替えて来なさい、イケメン」

「はいはい」

　一応、こうなった時用に、自分のサイズのタキシードもレンタルしておいた。

　ドレスが映える、ごくプレーンなデザインの、黒のタキシード。

　添え物として、ないよりあった方がいいかと、それ以上の感慨はなにもなく。

　世間一般の花婿と同じくらいの低テンションで、環は着替え、撮影に付き合った。




「アサミさん、ドレスよく似合ってて、よかった」

　撮影を終え、ふたりで更衣室に戻る。

　環は動きやすいよう、先にタキシードのジャケットだけ脱いで、阿佐見のドレスを脱がせ、ブライダルインナーとパニエを外した。

　レンタル衣装屋に返すため、ドレスを壁のハンガーにかけて、汚れがないかチェックしていると、

「……環は？」

「え？」

　ぽつり、阿佐見が問いを投げかける。

「環はウェディングドレス、着ないの？」

「ええーっ……。あ、あんまり、興味ないかも……」

　予想外のことを言われて目を白黒させる環を、阿佐見はじっと見つめた。

「この部屋から出なくていいから、試しに、合わせるだけ、合わせてみて」

「じゃ、あ、服の上からだけど……」

　渋々、ドレスをもう一度ハンガーから外し、胸の位置を持って、鏡に向かって合わせてみた。

（……うーん。似合わない）

　自分では、そんな感想しか持てない。

　似合うような髪型やメイクをしていないことも一因だが、阿佐見に合わせて選んだプリンセスラインの、フリルたっぷりのドレスは、絶対に自分では選ばないデザインで。

　顔と体がかけ離れた、まるで合成写真のように見えてしまうのは、自分の目を通しているからだろうか。

「とっても、かわいい」

　阿佐見の褒め言葉に、環は苦笑しながら、肩をすくめた。

「ありがと。でも、なんか……やっぱりキャラじゃない気がして落ち着かない……」

　早く外したいと、そればかり思っていると。

「このまま、抱き締めていい……？」

「え、……う、うん……」

「……花嫁さんな環、ドキドキする……」

　後ろからぎゅう、と抱き締められると、幾重にも重なったドレスのチュールが擦れるような音を出した。

　鏡に映る剥き出しの阿佐見の腕はたくましく、対比で自分の体が、華奢に見える。

　熱い唇が首筋に触れた。

　なにを考えているのだと、問い質したくなる。

「はい、そこまで」

「ええー」

「服を着て、外で待ってて、アサミさん。衣裳を元通り詰め直さなきゃいけないし、スタジオも原状復帰しなきゃなんだから」

　てきぱきとビジネスライクに言い放つと、環はドレスを体から離し、ハンガーにかけて編み上げを結び直した。

　そうしながら、阿佐見が更衣室から出て行くのを待っていたが、阿佐見はその場から動こうとしない。

　環が訝しむ前に、そっと近づいてくると、背後から環の目の前の壁に、手をついた。

　節の張った指。とても指が長い。

　手仕事をする人の、使い込まれた手だ。

「環。ありがとね。今日のこと、忘れないわ。多分一生」

「あっ、そ、そうでしょう……。アサミさんには絶対ウェディングドレス似合うと思ったんだ！　満足してくれた……」

「わけないでしょ」

　この体勢では表情も見えないけれど。見られなくて幸いだった。

　自分でも制御できないような、心臓の跳ねを、気取られてしまう。

「すごくかわいいドレスを着させてくれて、感謝してるわ。確かにずっと、憧れてた。でも、あたしのほんとの望みは、服なんかじゃないこと、わかってるわよね。環」

　そんなこと言われても。

　仮に、わかっている、と言ったら、どうなってしまうのか。

　環はまだ、自分の気持ちが、わからないままなのに。

「無理やりは本意じゃないから、いくらでも、環のタイミングを待つけど。本気で待ってるってこと、忘れないでね。……本番を楽しみにしてるから」

　耳のふちに呼気が触れる。

　逃げ場を奪うように、ゆっくりと環の耳元に、熱のこもった台詞を注ぐから。

　全身の輪郭のきわまで、ひたひたと阿佐見の声に浸食されて、環の思考は白く染まった。





　　　＊　　　　＊　　　　＊






（……んなこと言ったって。結婚ってなんなんだ!?）

　日を置いて、冷静さを取り戻した環は、仕事の休憩時間に、自身の戸惑いの本質に向かい合った。

　瞬間、今度は大量の疑問符に押し流されそうになる。

　タキシードとウェディングドレスを着て、結婚式をやって、鐘を鳴らして、婚姻届を役所に提出して、夫婦になって同じ家に住んで、おじいちゃんとおばあちゃんになるまで一緒にいる。

　その一連の流れが『結婚』だろう。

　しかし一般的に、結婚という言葉からイメージするのは結婚式周りのことが多いし、環は仕事柄、その現場を多く目にしてきた。

（女の人はみんな、ドレスを着るのが、一番楽しみなところだって言うから、そこを実行すればちょっとは満足してくれるかと思ったのに。あとはなに？　『あの紙』を提出したから、何が起きると言うんだろう……？　どんないいことがあると？）

　相手が望むなら、前向きに検討したい、というのが環の基本思考だが、限度というものがある。

　『結婚』が大ごとだという認識は持っていたが、その中になにが含まれているのか、きちんとした説明は、生まれてこの方、受けた覚えがなかった。

　よくわからない契約書にサイン捺印をしてはならない、というのは、社会人としての常識だ。

　結婚したら幸せになれる、と言う人もいるけれど、具体的にどう幸せになるのかという話は、誰もしてくれない。

　幸福の壺を勧められる手口と、なにが違うと言うのか。

　しかも、クーリングオフには、自分も親族も巻き込んでの多大なエネルギーが必要だという。

　リスクのわりに、リターンが見えてこなかった。

　なんで、みんな、結婚なんかするのだろう。

　思えば環は、セックスの時だって躓いた。

　どうして、自分はいつも、素直に流れに乗っていけないのか。

　それとも、うまくこなしているように見える他の人も、本当は悩んだり、葛藤したりしつつ、なんとか落ちこぼれないようについていっているだけなのだろうか。

「よお。環が真面目な顔で結婚情報誌を睨んでるって、アシスタントたちがざわざわしてたぞ。面白そうだから見に来た」

「わ、わぁ……」

　休憩室に、春妃が顔を出した。今日は結構、暇なのだ。

「アサミさんと結婚するの？」

「……向こうが、したいと言い始めて」

「よかったじゃん」

「いいことかどうか、わかりません。まだ、すると決めたわけでも……」

「へえ、なんで？」

　環が開いている、辞書のように分厚い結婚情報誌のページには、結婚式に向けたシミュレーションのチャートが載っていた。

　しかし、この定番ルートを、ベルトコンベアーみたいにただ流されていくわけにはいかない、と、思ってしまう。

「……する意味がわからなくて……」

「でも、少なくとも、アサミさんが本気であんたのこと、一生の相手だと考えてるって、私みたいな外野には伝わるよ。結婚を考えてるって言うと」

「……なるほど」

　それは、一理あるのかもしれない。

「でも、結局、ふたりのことじゃないですか。同僚がパートナーとどういう関係だろうと、仕事に支障がなければ、どうでもいいでしょう？」

「どうでもよくはないけど」

「家族は、娘のことだから、体裁を気にかけるかもしれません。けど、離婚ってことになったら、そっちの方がショックでしょうし。……お互いの間で、相手に大切に想われてる、って認識さえあれば、世間体なんて気にならない筈じゃないのかな。わざわざ届けを出したり、みんなの前で宣言する意味って……？」

「そういう話、アサミさんとしたのか？」

「…………」

　世間一般的に、プロポーズがとても輝かしいものだと位置づけられているのを知っているから。

　なんだか、喜ぶのが『正しい』気がして。

　気持ちが躓くということは、環は生涯の伴侶として、阿佐見を認めていないのだと、そう言外に伝えてしまう予感があるから、恋人を傷つけたくなくて、言い出せない。

「まあ、あんただけじゃないか。二十代女子の六割が、結婚願望なんかないって答えたって、ＴＶで見た。恋愛に関心のない子も年々増えてるそうだ」

「すみません。仕事に関係ない話なのに、聞いていただいて」

「だから、なくはないって。気になるし。日本の会社ってまだまだ家族っぽいというか、社員のプライベートまで把握してたいところがあるっていうか。私だって経営者として、みんなが何歳くらいで結婚して子供を産みたいのかなとか、そういうことは時々考えるし」

「いや……会社に迷惑をかけないタイミングで、折を見て、で構わないです」

「もう、あんたは……。と叱りたいところだが、ごめん、報告がある」

「なんですか？」

「デキちゃった、んだな。私」

「………………………おめでとうございます」

「ありがと」

「お、お相手は？」

「うん。サウンドポップのシゲちゃん。んで、結婚するし、産もうと思ってるから」

　サウンドポップというのは、環と阿佐見が出会った代官山のレストランウェディング会場の音響を担当している会社で、シゲはそこの社長である。

　ヒゲと顔の濃い、がっしりとした男性で、線の細い文学青年タイプだった春妃の前の夫とは全然違うタイプなので、少し驚いた。

　しかも、妊娠しているとは。

　前もって計画してのことなのだろうか。望んだ妊娠ならばいいのだけれど。仕事はどうするのだろう。

　他人事ながら心配になってしまって、祝福の気持ちを持てるまでに、少し時間がかかってしまった。

　しかし、気を取り直して、自分にできることはなんでもしよう、と思う。

「育てながら働く、ということですよね。任せてください、支えます」

　しかし春妃は、喜ぶのではなく、しかめ面で首を横に振った。

「そういうとこだよ。環。あんたはいつでも自分のプライベートなんていらないって顔で、身軽に振る舞って、会社都合での長時間労働も休日出勤も厭わない。雇う側にしてみれば都合いいけど、会社はあんたの将来の保障まではしてあげられない。ある程度の年齢になった時、あれがないこれがないってことに気付いたって、私は──仕事はなにもしてあげられないんだ。自分の欲しいものをよく考えて、空気を読まないくらいにエゴを出してかないと、幸せになんかなれないぜ」

「…………」

「美侑季が辞表を出すそうだ」

「えっ！　どうして」

「技術を学びたいと思っていたメイクオフィスが求人を出してるから、移りたいらしい。いい判断だよ。あの子は大きいチームの方が活きるタイプだし、悩んで決めたことだと言うし、教えるべきことは教えたと思うから、引き留めるつもりはない」

「……そんな……。残念です」

　今のチームで、まとまりを持ててきていると思っていた矢先だった。

　相変わらず麻弥の扱いには手を焼いていたけれど、美侑季が間に入って摩擦を減らしてくれている。

　なぎも愛理も、少しずつ現場経験を増やして頼もしくなってきてはいるが、まだ修行中の身だ。

　春妃が産休に入り、美侑季がいなくなったら、『Radiance』はどうなるのだろう。

「ほらな、環。人の都合に合わせて、なんて考えていたら、自分ひとりワリ食うだけだぞ。みんな自分の都合で生きていくんだ」

　春妃は落ち着いていた。

　環境が大きく変わってもやっていけるという自信があるから、そんな風でいられるのだろう。

　その境地に、早く近づきたい。

　春妃と話をしているうちに、阿佐見のプロポーズを受け取れないのは、自分の中にある恐れのせい、という気がしてきた。

　なにをそんなに恐れているのか、という核の部分は、まだはっきりと言葉にはならないけれど。
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「……っ、あ……っ、うぁ、……ん……」

　横向きで密着した姿勢で挿入された後、阿佐見の両手に、ねっとりと体の前面を愛撫され。

　疼きが高まりきった頃、四つん這いにされ、後ろから激しく突かれた。

　環の肌は、この頃すっかり、阿佐見の体温に馴染んでいる。

　何度も抱き合ううちに、頑なだった羞恥が剥げ落ち、きもちいいことに従順になってきた。

　自身のこの変化も、いいものか悪いものかわからない、と思いながら。

　それでも、阿佐見と素肌を合わせている状態は、幸せだ。

　段々と腕に力が入らなくなり、枕に声を吸わせていると、ぐい、と肩を引かれた。

　体の奥に挿し込まれているものの当たりどころが変わって、わななく唇を阿佐見の指が辿る。

　指はやがて、口の中まで蹂躙し始めた。

「んぅ……っ！」

　間断なく、ぬちゃぬちゃと隘路を掻き回されて、詰まる息。

　環の舌は、おねだりを含むように、婀あ娜だっぽく阿佐見の指に纏う。

　阿佐見はそのまま環の体を引き上げて、座った姿勢のまま、自身の上を跨がせた。

　それから、虫の息になった環の目の前で、唾液に濡れた人差し指を立て、ゆっくりと部屋の隅を指す。

「あっち見て、環」

「い、や……」

　そこにはアンティークの姿見があり、裸の自分たちを、あますところなく映し出していた。

「あれ。鏡見た途端、環のここ、きゅ、って締め付けてきた。興奮したの？　環。随分、やらしくなって……」

「違……ん、ぁあ」

　阿佐見は環の片方の太腿の裏を持ち上げるようにして、体を揺り動かす。

　自身の体重で、より深いところまで阿佐見を銜くわえ込まされた環は、高い声で喘いだ。

「ん……や、あ、あああっ。や、あ、奥……」

　言葉では拒みながら、きもちいいわななきに全身を揺さぶられ、官能に酩酊していくのを止められない。

　阿佐見は環の体を持ち上げるようにしてぎりぎりまで引き抜くと、今度は腰を使って、反り返った男茎の張り出した部分で、環の薄い腹の裏側をこそぐように、強く突き入れた。

「んぁっ！　や！　あぁぁっ！　ああ───ッ」

　引き抜かれ、突き入れられを繰り返されると、グチャグチャと淫らな水音が部屋中に響き渡る。

　阿佐見の茂みが濡れそぼるほど、自身が愛蜜をこぼしていることを思い知らされ、環はいやいやと首を振った。

「あ、っ、うぁ、ん……ぁ、だ……めぇ……これ」

「好き？」

「いや……だぁっ……あぁっ」

　ズブズブと深く隘路を抉じ開けられ、がくがくと全身が震えてしまう。

　背中をのけぞらせていると、きゅ、と突き出していた胸の先を摘ままれ、びくん、と全身が痙攣した。

「アサミさ……、はっ、アサミさぁんっ……！」

「……えろすぎ……。自覚あるのか、環。鏡で自分の顔、見てごらん」

「ぁ……っぁぁん。見えな……っ」

　下半身をえぐられながら、時折痛いくらいに腫れた乳首を爪弾かれると、異なる快感が体の中で響き合って、わけがわからなくなりそうになる。

　荒い息で首を振り、声をあげて快楽を逃がすので精一杯で、とても鏡を正視することなどできなかった。

「じゃあ、これで見える？」

「あ！　……あ、あっ……ふ」

　阿佐見は突如、腰を動かすのをやめてしまう。

　お預けを食らって、悶え震える環の腰を、阿佐見はなだめるように優しく撫でた。

　そうされると、自分だけ快楽に狂ったようになっているのが急に恥ずかしくなって、腰の動きを止めざるを得ない。

　阿佐見の屹立を呑み込んだ襞は、物欲しそうに、硬いままのそれを甘噛みした。

　浅ましく欲しがる割れ目から、じわじわと、愛液が滲み続ける。

「……っ、ああ……！　アサミさん……ぅ、つらい」

「なにが？　つらいの？　言ってみな？」

　阿佐見は、焦らすように環の肋骨をなぞり、へそに指を潜らせる。

　体の中心には、阿佐見の肉体の一部が埋められたままだ。

　誰かの肉を、自分の中に導き入れる。

　最初の頃は、とても強く、抵抗を感じたことだけれど。

　阿佐見のことを好きになればなるほど、体は感度をあげ、天井知らずに追い詰められるようになった。

　その手に、舌に、熱情を湛えた切っ先に、触れられること自体が、大きな官能だ。

「ほら。鏡に映ってるよ。ここで、つながってるんだ」

「ああ……」

　阿佐見に顎を固定され、鏡の方を向かされる。

　理性がある状態なら真っ青になってしまいそうな、あられのないポーズを取りながら、鏡の中の環の顔は、上気し、恍こう惚こつとして蕩けていた。

　淫らに開いたままの足の間に、肉の楔くさびを受け入れて、離すまい、と食い締めている。

　他人に晒したことのなかった秘部も、きもちよくなりたいという湿った欲望も、全部暴かれて。

　どれだけドロドロに溶けた姿を見せても、失望されない、という信頼があるから、できることだ。

　阿佐見はとても嬉しそうに、環の痴態を愛でる。

　おそらくは阿佐見も、欲望を露わにすることを覚えて、自分を解放することができるようになったのだろう。

　以前は一分の隙もない女装にオネエ言葉、裸になる時だけ気まずそうに男性の振る舞いをして、少し危なっかしく見えた阿佐見だが、その境目は段々曖昧になってきているようだ。

　最近はデートの時も、女装か男装かをその日の気分で選ぶようになっていたし、演じているような気負いがなくなって、自然体に近づいているようだった。

（それは、基本、喜ばしいことだけど……、ちょっと、この頃、エッチの時だけ、攻め気が過ぎるんじゃ、ないかなぁっ……）

　涙目になるほど快楽を感じさせられて、環は少しだけ、文句を言いたい気持ちがある。

　あたたかい、優しいセックスも、好きなのに──。

「環、ね、動いて欲しい？」

「……欲しい……、んっ」

　ずぐっ、といたずらのような突き上げを受けて、環は眉をしかめた。

　衝撃はすぐに、甘くほどける。

　思考とは裏腹に、貪欲に求めてしまう体に罪悪感が芽生えるが、それはとても、快楽と相性がよかった。

「環……もっと、求めて。全部あげる……」

「も……っ、あ、壊れそうなくらい、で、……あ、ひゃ……こ、怖いんだ、よ……」

「もっと」

「ああぁっ……」

「もっと──だ」

　激しい抽送を再開した阿佐見の上で、環はいやらしく腰をくねらせ、悶えることしかできなくなった。

　酸素が足りない魚のように、はくはくと唇を動かし、行き場のない手を後ろに回して、阿佐見の腰骨を触る。どこかに飛んで行ってしまわないように。

　繋ぎ止めてと、その体温に。




　ベッドの上に弛緩しきった体を横たえて、髪や顔を触り合って。

　ばらばらになりそうなほど感じ合った後、相手がちゃんとそこにいることを、確認するようにしていると、生まれたばかりの動物の仔のような、なにも隠さない、なにも恐れがない、無防備な自分に、生まれ変わったような気がした。

　環の髪を指で梳すいていた阿佐見は、環の呼吸が寝息に変わりそうな頃合いに、水でも飲みたくなったのだろう、ゆっくりと体を離して立ち上がった。

「あたっ」

　床で小物を踏んだのだろうか。

　跳ねるように片足をあげて、悲鳴をあげる阿佐見に、環は重たい膜に包まれているような状態から覚醒して、現実に帰ってきた。

「アサミさん。大丈夫？」

「あ、……うん。物が増えて、だいぶ手狭になってきたな。この家も。相変わらず、空間装飾の仕事が多いから、増えるばっかできりがない。そのうち、二階は全部倉庫にするしかないかな……」

「そっか」

「住むのは、近くにマンションでも借りて……。システムキッチンつきの３ＬＤＫとか。自炊うまくなりたいしね。環ももう、全部荷物引き上げて、そこに引っ越してくれば、いいのに」

「いいよ」

「えっ」

「不動産屋見に行く？」

　環が誘うと、阿佐見は期待したように目を輝かせたが、すぐにふい、と俯いてしまう。

「そこまでＯＫなのに……」

　もごもごと語尾を濁すので、よく聞き取れなかった。

　環は首を傾げる。

「ん？　なに？　問題ないと思うよ。もう、実家は出てるわけだし」

「同どう棲せいはＯＫなのに、オレと夫婦になるのは厭なんだ……」

「厭とは言ってないけど」

「けど？」

「夫婦って言ったって、そもそもアサミさんが夫で、私が妻っていう想像があんまりね……」

「そんなのどうでもよくない？」

　よくはないのだ。環にとって大事なことだ。

「今までたくさん、仕事で結婚式を見てきたよ。まるで決まり事みたいに、女性はドレスで、男性はタキシードだった。一回も、例外は見たことがない。……だから、あれは、ドレスを着たいと思わない自分には関係ないイベントなんだ、あの人たちの人生は、自分とは全然違うものなんだって、思い続けてきた。……私はみんなと違う個性を持ってるだけだ、って、いつだって割り切れればいいのにね」

　どうして、こんなにこだわってしまうのか。

　ドレスに恨みなんてないし、なんだかんだと言って、学生時代の制服はスカートだったのに。

　我慢はできる。我慢なら。

　しかし、学生時代は、大人になれば好きな恰好ができる、という希望があった気がする。

　人生は長い。

　納得できる理由があるなら仕方ないと諦めもつくけれど、特にないのに、みんなで肩を並べて我慢大会を続けるのは、ちょっとばかみたい、とも思う。

「今まで通り、オレたちが好きな恰好をしてればいいんじゃないか？」

「自分やあなたの親戚に変な顔をされるのは怖いし……。かと言って、職場の人の前で、ドレスは気恥ずかしいし。どっちつかずで」

「そっか。結婚っていうより、結婚式に対する抵抗なのか……」

「そうかも。でも、結婚生活にも言えることだよ。もしもいつか子供を産むとしたら？　その入学式にはなにを着る？　どんな恰好をして生きていくのか、将来の自分が見えないよ」

「周囲の環境のために、自分が変わりたくない、ってことかな」

「……わからない、けれど……」

　それは、とてもわがままな言い分にも思える。

　自分に自信をつけてくれる、好きな服を着る、というのは、あくまでプライベートの趣味嗜し好こうで。

　それを貫きたいという気持ちは、未成熟で我慢の足りない人、というレッテルにつながる。

　それだけの自由、誰にも迷惑なんてかけない。

　と思うけれど、ままならなかった。

「オレといて、なにもかも、環が納得する前に強制されることはないよ。結婚してからだって、それは変わらない。……っていうか、オレも、女装やめたくないし。やめたら、仕事がうまくいかなくなる」

「……うん」

「……そういう、家庭が、いいな」

「アサミさん」

「具体的なプランの話もなしに、したいって気持ちが先走って、悪かった。少しずつだけど、環の躓いてるところがなにか、わかってきた。一個一個、気になる部分を話し合って、自分たちの答えを出して、進めていこう。環となら、それができると思う……」

「ねえ。アサミさんはどうして、結婚したいと思ったの」

「……環と毎日会いたいから」

　思わず笑いそうになってしまった。

「なんというか、それは。中学生くらいの……」

「こどもっぽいこと言ってるって、わかってるよ！　でも、環が、仕事に全力投球したいっていうのはわかるから。会おう、っていうのが負担にならない関係ってなると、やっぱり結婚だろ」

「そこ、逆に、なんで同棲だとだめなの」

「簡単に解消できてしまうし。あと、けじめは大事」

「けじめかぁ……」

　わかるような、わからないような。

　やっぱり腑に落ちない。

　同棲解消になるくらい気まずい関係になっているとしたら、籍が入っているからという理由で別れられない方が、地獄なんじゃないか？

　この件に関しては、なかなか阿佐見と価値観が重なり合わない。

　他のことでは、言葉を尽くさなくてもわかり合えることが多いから、まどろっこしい気持ちを覚えた。
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　女の子なら誰でも夢見るという。

　宝石やリボン、フリルやレースのついたドレス、たくさんのお花に囲まれて、いつか『お姫様』になる日のことを。




　でも、環は、その憧れを抱いて育つことはなかった。

　それは、どうしてなんだろう……。





　　　＊　　　　＊　　　　＊






「えっ！　恋人と結婚する!?」

「かも！　っていう話だからな。あくまで。するかも、って言ったら、どう思う？　兄貴は」

「えー……」

　早とちりで興奮して椅子から立ち上がった兄の彰を、環はどうどうとなだめる。

　いきなり両親に、恋人を連れて行きたい、と相談するのはハードルが高いが、身内の反応を探ってみたいと思った環は、彰を頼った。

　下の子はいくつになっても、上に甘えたいのだ。

「あの、……あの。届け出は渋谷区か世田谷区で」

「違うから」

　東京都の渋谷区と世田谷区では、二〇一五年から同性カップルを結婚に相当する関係と認める「パートナーシップ証明書」や「パートナーシップ宣誓書受領証」の発行を始めた。

　まだ、『イケメン』な妹の相手を女性だと勘違いしたままだったのか、とあきれながら、環は阿佐見のことを説明し直した。

　『オネエ』と聞いて、彰は改めてびっくりしていたが、笑ったり、茶化したり、嫌悪感を露わにするようなことはしない。

　我が兄ながら、なかなか、柔軟でありがたかった。

（……そういえば。同性同士がパートナーになることが、世間に認められることだって、今までの常識で言ったら、びっくりするようなことだけれど……）

　世の中も、価値観も、動いていくのだ。

　結婚のあり方だって、この先、変わり続けるのだろう。

（それでも、あくまで結婚、なんだよなあ……）

　生きる上で、信頼できるパートナーがいた方が、便利ではある。

　単純に、生活費や家事を分担できるし、急な病気や失職、出産育児や介護という、人生のリスクの折半という意味でも、ふたりいればなんとかなる、という側面があった。

　保険や年金のこと。会社の福利厚生。

　そういうものの恩恵を受けるには、結婚というかたちを取るのが、スムーズだ。

　というより、結婚することを前提に、仕組みが作られている。

　でも、そういうものを目当てに結婚を決める、というのも、なんとなく抵抗があって。

　納得できる理由が欲しい、と思うのだけれど。

「兄貴は。このキャラクターと結婚できるってことになったら、結婚する？」

　環がキャビネットに置かれたフィギュアを指しながら言うと、彰は目を丸くした。

「？？？　なにを言ってるのか、わからないぞ、環」

「それくらい、現実味のない現状だってこと。私は、結婚なんて、今まで自分には資格のないなにかだと思っていたんだ」

「まあ、お兄ちゃん、実はその子と結婚してるんだけどな……」

「わあーすごいな」

　まさか二次元の美少女とも結婚できる世の中が始まっているとは思わなかった。

　結婚ってなんなんだ。本当に。

　知らないうちに義姉になっていたフィギュアを摘み上げながら、そんな思いばかりが募る。

「真剣なんだな、兄貴？　この子を生涯愛し抜ける自信があるんだな。他のキャラクターに浮気せずに。生身の女に鞍くら替えすることもなく」

「俺のことは放っておけ！」

　環の手から嫁を取り戻すと、彰は鼻の穴を膨らませた。

「ごめん。でもさ、先のことなんて、わからないじゃない。……心配なんだよ。なんか、結婚っていうとさ」

「うちは、冷え切ってたからな」

「……うん」

　彰の言葉に頷き、フローリングの床を睨む。

　両親を、責める気持ちはない。

　父は外で働いて家計を支え、母はほとんどひとりで育児をやり遂げた。

　彰や環のために、ふたりとも精一杯のことをやってくれたと、感謝している。

　しかし、多忙のあまり、すれ違い続けた両親が、パートナーに失望する瞬間を何度も見たし、母がアイロンをかけながら不満をこぼすのにも付き合わされてきた。

　そんな母も、結婚式の写真の中では、世にも幸福そうな、きらきらの『お姫様』だったから、尚のこと。

　不信感を持ってしまう。

　──結婚したら、男の人は豹変するもの。釣った魚に餌はやらない。

　永遠の愛を約束した筈なのに。約束は、守られない。

　そう、ドラマの登場人物も、身近な元『お姫様』も、口を揃えるものだから。

「でも父さんと母さん、最近よく映画デートしてるらしいよ」

「えっ。なんで？　会話ないでしょ、あの人たち」

　環が実家に住んでいた時、夫婦の会話はほとんどなくなっていた。

　父親が会社を定年退職したら、てっきり『熟年離婚』だと、戦々恐々としていたのに。

「環が実家出てから、さびしくて、最近チワワ飼い始めたんだってさ」

「なんだそれ……」

「知らん。でも、世話しなきゃなんないから、孫みたいなもんじゃねえの」

「あ、ああそう……。まあ本物の孫はね。ちょっと望み薄だから」

「言うな。父さんは確かに、マイホームパパってタイプじゃなかったけどさ。あの頃はそれが普通というか、二十四時間働けますか、みたいな時代でもあってさ。子育てにほとんど参加できなかったことに対して、やっぱ、後悔はあったんじゃないの。様子見に実家帰った時、なんか、楽しそうだったよ。爪切りと風呂入れは父さんの分担……みたいな話で盛り上がっちゃって」

「ふ、ふーん……」

　そんな父母の姿など、環は想像もできなかった。

　夜遅くに勤め先から帰ってきて、ほとんど口もきかずに『メシ、フロ、ネル』だった父親に、話を聞いて欲しそうだった母親のさびしそうな背中が、記憶に焼き付いている。




　母は、学生の頃から、環が好きな服をお小遣いで買い揃えて着ていると、嬉しそうだった。




　──ねえ。環は、よく考えて人生決めなきゃだめよ。

　女の子だからって、可能性を狭めて考えてはだめ。

　結婚以外の選択肢は、これからの世の中、いくらでもあるんだから。

　ずっと家にいて、どんなに家事をやっても、感謝の言葉ももらえない。そういう結婚は虚しいし、後悔しても、なかなかやり直せないものだからね……。




　その言い聞かせは、考えようによっては呪いだし、愛情のこもった護符でもあったのだろう。

「結婚したい、お嫁さんになりたい……みたいな子、同学年にはほとんどいなかったなぁ。春妃先生も言ってた。結婚願望のある子は減ってきてるって。なのに、ある程度の年齢になったら、急に、するでしょ？　みたいな空気で、ついていけないところある……」

「環の人生だからな。環がしたいようにすればいい。父さんと母さんだって、環の幸せを望まないわけがないんだから、あんまり顔色を窺うな。……そのうち、アサミさんには、挨拶できたらいいけどな」

「……ありがとう。兄貴」

「おう。いっちょまえに、恋する乙女みたいな顔になったじゃねーの……あ痛ッ」

　人が真面目に礼を言っている時に、安っぽいからかい文句を口にするから、昔の癖で、思わず足が出てしまった。

「失礼なことを言うな」

「褒めてんだよ！」
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（まあ、でも、確かに、失礼なこと、ではないんだ。普通はな……）

　恋する乙女、というのは、別に悪口ではないと思う。

　それに抵抗を感じる自分は、少し思考をこじらせてしまっているのだ。

　母親の言葉。周囲の扱い。処世術。趣味嗜好。

　色々なものが混ざり合って、今の環だった。

　それを今更、捨てることはできない……。

　ふう、と息を吐くと、外気に触れて白く濁った。

　冬のコートを出したばかりだが、マフラーや手袋も必要かもしれない。

（そうだ。アサミさんへのクリスマスプレゼント、手袋がいいんじゃないかな……。冬も水仕事で手が荒れるって言ってたし、あったかいやつ、今度の休みに探しに行こう……）

　気が早い店舗では十一月初めからクリスマスソングが流れていたし、中旬からは都内のあちこちで、ライトアップやクリスマスディスプレイが始まっていた。

　環が歩いている表参道でも、けやき並木にイルミネーションの電飾が巻き付いて、きらきらと通りを黄金色に輝かせている。

　悩んでいたクリスマスプレゼントが決まったら、次に考えるのは新年のことだった。

　──もう、あと一ヶ月で今年も終わりだなんて。

　早すぎる、と環は思った。

　去年のクリスマスは、ひとりで仕事終わりにコンビニのチキンを買って、ひとり暮らしのアパートの部屋で食べた。

　実家を出たんだなぁ、という実感が湧いて、自由と、少しだけ孤独の味を噛み締めたのを覚えている。

　翌月に阿佐見に告白されて、付き合い始めて──まだ一年弱、とはとても思えない。

　経験がないことに随分挑戦したし、知らない自分を知った。価値観も、随分揺り動かされた。

　最初は、付き合う、とはどういうことかも、よく知らないまま、始まってしまって。

　恋人ができたと言っても、実感がなくて、人にどう説明していいかもわからなくて。

　体を合わせれば、実感は、それなりに伴った。

　秘め事を共にして、戸惑いも大きかったけれど、体温が触れ合った分、摩擦した分、距離が縮まり、阿佐見の輪郭を知ることができた。

　かたちから入る、とりあえずやってみる、ということは、悪いことではない。

　とも、思うのだけれど。

　今度のことは、大ごとすぎて、並の覚悟では、飛び込めなかった。

「お待たせ、アサミさん」

「環！」

　ある商業施設のクリスマスツリーのそばで、環は阿佐見と待ち合わせしていた。

　ツリーとその周辺装飾は、阿佐見の仕事だ。

　鉢植えのポインセチアや、赤と緑のフラワーアレンジメント、そしてゴールドのリボンと電飾で彩られた空間は、通行人の目を引きつけている。

　十一月末から十二月上旬にかけて、都内の商業施設や公園のあちこちのクリスマス用ディスプレイを手がけてきた阿佐見は、どれだけ忙しくても、環とのデートの時間を作ることには余念がなかった。

「ディスプレイ、すごく素敵だね。アサミさんらしい」

「ふふ。ありがと」

　環が褒めると、ファーつきのピンクのコートを着た阿佐見は、お揃いの白い息を吐きながら笑う。

　阿佐見は冷たくなった環の手を握り、自分の手ごとコートのポケットに突っ込むと、颯爽と歩き出した。

　こんなに寒いのに、膝丈のスカートをはいていて、女子気分を謳おう歌かするための努力に、いつも頭が下がる。

　街を歩く中には、阿佐見と同じように、足を出している女性も多く見られた。彼女たちは、寒さよりも、かわいい、を取る。すごい、えらい、と環は心の中で称賛を送る。

　好きな人の目にかわいく映りたい、という、その気持ちは、尊い。

（カップル、多いなぁ……！）

　恋愛に興味がない人が多数派になりつつある、と春妃は言っていたが、まだまだ充分、ものすごい数の人が、十二月のきらきらした街を楽しんでいるのだった。

　ふと、視線を感じる。

　斜め前を歩いているカップルが、じいっ、と、不躾なくらい長い時間、環たちの顔を見つめていた。

　その後、ふたりで顔を寄せ合うようにして、「スカートの方が男？」「普通と逆だね」と話している。

　自分たちはやっぱり少数派だな、と、こういう時、感じさせられるのだった。

　珍しいし、目立つ。

　それはどうしようもない事実だった。

　気にしない、気にしたって仕方ない、と自分に言い聞かせないと、まるで悪いことでもしているような気分になってしまうから。

「……まあ、変わってるよね、私たち」

　環が肩をすくめると、阿佐見が少しビターな微笑みを浮かべて、返す。

「アレンジがきいてるって、言って欲しいわね」

「アレンジ、か……」

　フラワーアレンジメントに、ヘアアレンジ。

　自分たちの仕事も、世に溢れた『普通』の表現では足りない、見たことのない新しいなにかを生み出してわくわくしたい、そういう種類のものだから、どうしようもないのかもしれない。

　服もそうだし、髪型も、メイクも、装飾も。

『定番』におさまらない潜在的なニーズが、まだまだ世界中に、隠れている筈だと、信じて。

「……今年も、もう終わりだね」

「そうね。来年も、再来年も、その先も。ずっと、一緒にいましょうね」

「……うん」

　阿佐見はその言葉が好きなようだけれど、言葉にされるたびに、不確かな願いに聞こえてしまう。

　どれだけの責任感や覚悟、葛藤の上にあったとしても。

　純粋でやわやわとしていて、無垢ならばきっと脆いし、損得のにおいが宿りやすく、エゴを纏うなら、甘い分だけ、毒の気配がして。

　危うい。だって、気持ちひとつのものだから。

　あんなに昔大切に思っていた宝物が、どうでもよくなる、という感情も、もう大人になった自分たちは知ってしまっているし。

　かけがえがないと思っていた友人と別れ別れになったって、生きていく上ではなんの支障もないし。

　自分の存在だって、それなりに代替品で埋めることができるのを、職場でもプライベートでも、感じさせられることばかりだから。

「ずっと、か……」

　だからこそ、みんな、『あの紙』──契約書の格式ばった堅実性に、頼りたいものなのかもしれない。

　不安しかない未来に、一歩、踏み出すために。

　そこまで考えて、環はふと『不安』という言葉に親和性を覚えた。

　そうか。

（私は、幸せになるのが怖かったんだ──）

　ほころんだ気持ちは花弁のように弱いものだし。

　一度愛を得て安心を知ってしまえば、今度は失うのが怖くなる。

　ひとりで完結することができるなら、その怖さには立ち向かう必要がないから。

　でも、阿佐見と一緒にいると、怖かった筈のものが減っているのも確かだった。

　唯一無二の味方がいる感覚は、心強いこと、この上ない。

　そのメリットに、すぐには気付かないくらい、さりげなく守られていた──大事にされていたのだ、と、実感する。

　この一年、阿佐見はずっと誠実に、一番近くで優しさを向け続けてくれていた。

「アサミさん。大好き」

「……っ？　た、環……」

　人ごみの中で、顔を寄せて。

　喧騒にかき消されないように、少し強めに声を押し出すと、阿佐見は挙動不審に見えるくらい、焦った顔をした。

　おかしなことを、言っただろうか。

　当たり前のことを、きちんと言葉にして、出しただけなのだけれど。

「好きだから、……一緒にいたいね」

　わざわざ口にしなくたって、付き合っているんだから当たり前のこと、なんて、理性のところでは思うけれど。

　そういうことじゃないのだ。きっと。

　脆くて、不安定で、移ろいやすい心だからこそ、愛しいし。

　大事に育ててあげないと。枯れてしまってからでは遅いから。
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　オーダーメイドで採寸し、グラデーションで染め上げた『好き』や『素敵』の色合い。

　納得できるまで悩むしかないのだ。




　そしていつか。
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（……いつか、とは言ったけれど）

　思ったよりあっという間だった。と、ドライブデートの待ち合わせ場所に向かいながら、環は思う。

　間を空けず、隙を見ればいつだってのプロポーズ。

　何度、環は阿佐見の口からその言葉を聞いただろう。

　直接、あるいは電話で、あるいはメッセージアプリで。

　時には軽く受け流し、時には真面目な話を、夜通ししたりして。

　阿佐見の本気をもてあそんでいるつもりはなかったのだけれど、環の心の準備は、すぐには整わなかった。

　申し訳ないとは思っていたけれど。

（今回は、随分と気合の入った……）

　近づきながら、遠目に見える阿佐見の姿に、環はどんな顔をしていいかわからなくなる。

　待ち合わせ場所には、真っ白いスポーツカーが停まり、そのそばに、白いジャケットとズボンで決めた阿佐見が、一抱えもあるベージュピンクのバラの花束を抱えて立っていた。

「おはよう。環」

　とびきりの微笑みを向けられる頃には、なんとも言えない敗北感を味わう。

「環。このまま、オレに、攫さらわれてくれませんか。……あ、ちょっと、笑うなよ」

「ご、ごめ……」

　面白いのと、照れ臭いのとで、口元が変なかたちに歪んでしまった。

　両手で隠したけれど、きっとごまかし切れていない気がする。

　一体この人は、なにを参考にしているのだろう。

「せめて、最後までやらせろ。これな。バラ百本」

「やだ、もう、……恥ずかしいよぉ」

「照れるのはまだ早いから。このバラの名前は、なんと『環』」

「わあ」

　耐え切れなくて、噴き出してしまう。

　笑いすぎて、涙まで出てきてしまった。

　この人は。……この人は。

　わかるのだ。真面目にやってくれているのは。感激もしているのだ。

　ロマンティックな雰囲気に耐性がなくて、申し訳ないとは思う。

　思うけれど、もう、……限界だ。

「…………」

「なに？　環」

「ごめん。もう一度、最初から、お願いできる？」

　阿佐見はぼうっと泣き笑いのようになった環の顔を見つめた後、はっとした表情になった。

「……結婚して欲しい。環。これからの人生も、ずっと……」

「はい」

　もう、負けたなあ、と思ったので、白旗をあげてしまうことにした。

「……聞き間違えじゃ、ない？　環、本気なんだな？　去年みたいに、写真だけで済むと思うなよ。このまま環の実家に乗り込んで……」

「構わないよ。攫って、王子様」

　信じられない、という顔の阿佐見を見て、ああ、随分待たせてしまったんだな、と思った。

　最初のプロポーズから、一年も経ってはいなかったのだけれど。

　言葉の数だけ、話し合いの時間分だけ、信頼が満ちていき、疑念や怖さ、抵抗感が失われて。

　コップの水が満杯になって、最後の一滴が溢れるように、『運命』を受け入れる覚悟ができた。

　ゆっくり恋人の顔に朱がのぼるのを見て、幸福感がたっぷりに満ちるのを感じる。

　環は差し出された、カップ咲きの愛らしいバラの花束を受け取って、胸いっぱいにその香りを吸い込んだ。

　瑞々しくて少し甘い、それは、この恋に似ていた。

　恋心は向日性。

　今日も、甘い水を飲み、あたたかい光を受けて、すくすくと育っている。




　そして。

　バラの香りで覆い尽くされた白い車は、未来に向かって発進した。




　ばかみたいに笑って、溶けるほど見つめ合って。

　赤信号で停車するたび、空いた方の手をぎゅっと握って。

　行く先は、きっと陽だまりの庭のように、たくさんの彩りがほころんでいる。











（ＥＮＤ）










恋愛アレンジメント


オネエな彼氏が〝はじめて〟に積極的なんですが!?
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